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表記と記載内容について

マーク 内容

* オプションや仕様により異な
る装備には *マークが付いて
います。

G 警告

重大事故や命にかかわるけが
を未然に防ぐために必ず守っ
ていただきたいことです。

H 環境

環境保護のためのアドバイ
スや守っていただきたいこ
とです。

! 注意

けがや事故、車の損傷を未然
に防ぐため、必ず守っていた
だきたいことです。

i 知識

知っていると便利なことや、
知っておいていただきたいこ
とです。

� 操作手順などを示してい
ます。

（�ページ） 関連する内容が他のページに
もあることを示しています。



お客様へ

このたびはメルセデス・ベンツ車を
お買い上げいただき、ありがとうご
ざいます。

この取扱説明書は、車の取り扱い方法
をはじめ、機能を十分に発揮させるた
めの情報や、危険な状況を回避するた
めの情報、万一のときの処置などを記
載しています。

車をご使用になる前に、本書を必ずお
読みください。

•  取扱説明書は、いつでも読めるよう
に必ず車内に保管してください。

•  この取扱説明書には、日本仕様とは
異なる記述やイラスト、操作方法な
どが含まれている場合があります。

•  表紙の画像はイメージであり、日本
仕様とは異なる場合があります。

•  この取扱説明書には、日本仕様には
設定されない装備の記述が含まれて
いる場合があります。

•  この取扱説明書には、走行速度が
100km/hを超えたときの車両機能
や状態についての記述があります
が、公道を走行する際は、必ず法
定速度や制限速度を遵守してくだ
さい。

•  装備や仕様の違いなどにより、一
部の記述やイラストが、お買い上
げいただいた車とは異なることが
あります。

•  スイッチなどの形状や装備、操作方
法などは予告なく変更されることが
あります。

•  オーディオやナビゲーションに関し
ては、別冊の「COMANDシステム
取扱説明書」をお読みください。

•  車を次のオーナーにお譲りになる場
合は、車と一緒にすべての取扱説明
書と整備手帳をお渡しください。

•  ご不明な点は、お買い上げの販売店
またはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

iメルセデス･ベンツ日本㈱ 公式サイト
   http://www.mercedes-benz.co.jp/

メルセデス・ベンツ日本株式会社
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 環境保護について

Daimler AGでは、大気汚染の抑制、
資源の有効利用をはじめとする環境保
護対策に取り組んでいます。環境保護
のため、お車をご使用になるときは以
下の点にご協力ください。

•  短距離短時間の走行を控えること
で、燃料の余分な消費を抑えられ
ます。

•  タイヤの空気圧が適正であることを
確認してください。

•  停車したままの暖機運転は必要あり
ません。

•  急発進や急加速は避けてください。

•   エンジン回転数がその車の許容限度
の 2/3（許容限度が 6,000回転の
ときは約 4,000回転）を超えない
ように運転してください。

•  不必要な荷物を載せたままにしない
でください。

•  スキーラックやルーフラックが必要
でないときは、車から取り外してく
ださい。

•  長時間の停車時は、エンジンを停止
してください。

•  メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で適切な時期に点検整備を受けて
ください。

•  エンジン始動後は、アクセルペダル
を踏み込まないでください。

•  慎重に運転をし、前車との車間距離
を適切に保ってください。

H 環  境
Daimler AGは、資源を有効活用する
ため、リサイクル部品を積極的に導入
しています。

 安全のために

  警告ラベル

車両には警告ラベルが貼付されていま
す。警告ラベルには危険な状況を回避
するための情報や、車を安全に使用す
るための情報などが記されています。
警告ラベルは絶対にはがさないでくだ
さい。

  走行する前に

点検と整備

日常点検や定期点検は、使用者自身の
責任において実施することが法律で義
務付けられています。これらの点検項
目については、別冊の「整備手帳」を
ご覧ください。

夏季の取り扱い

•  夏を迎える前にエアコンディショ
ナーの冷媒に不足がないか、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

•  オーバーヒートの予防策として、い
つもより頻繁に冷却水量を点検して
ください。  

日ごろの状態と異なるとき

エンジンをかけたとき、いつもと異な
る音やにおいを感じたり、駐車してい
た場所に水やオイルの跡が残っている
ときは、すみやかにメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。
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ドアを開くと

ドアを開くと、一部の装置が自動的に
動き始め、作動音などが聞こえること
がありますが、異常ではありません。

タイヤの点検

タイヤの空気圧や溝の深さが十分あ
り、タイヤに損傷や異常な摩耗がない
ことを点検してください。タイヤの空
気圧が低かったり、損傷したタイヤで
走行すると、タイヤが破裂したり、火
災が発生するなど、事故を起こすおそ
れがあります。

シートベルトは必ず着用

走行を開始する前に、すべての乗員が
シートベルトを着用してください。

運転席足元に注意

•  運転席の足元には、物を置かない
でください。ブレーキペダルやア
クセルペダルの下に物が入ると、
ペダルを操作できなくなるおそれ
があります。

•  フロアマットは純正品のみを正しく
使用してください。車に合ったもの
を使用しないと、ペダル操作ができ
なくなるおそれがあります。

•  運転席のフロアマットを重ねて使用
しないでください。

車庫内では

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ
ンを停止してください。排気ガスに含
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸
化炭素中毒を起こしたり、死亡するお
それがあります。

一酸化炭素は、無色無臭のため気が付
かないうちに吸い込んでいるおそれが
あります。

ウォーミングアップ（暖機運転）

エンジンが冷えているときでも、停車
したままでの暖機運転は必要ありませ
ん。エンジンの始動後は、急加速を避
けて車をウォーミングアップしてくだ
さい。

  子供を乗せるとき

子供にも必ずシートベルトを着用

•  子供であっても、シートベルトを正
しく着用し、シートやヘッドレスト
が正しい位置になっていることを大
人が確認してください。正しくシー
トベルトが着用できない小さな子供
は、チャイルドセーフティシートを
使用してください。

•  乳児や子供を抱いたり、膝の上に乗
せて走行しないでください。急ブ
レーキ時や事故のとき、大人と車の
間に挟まれて重大なけがをするおそ
れがあります。

小さな子供にはチャイルドセーフティ
シート

6歳未満の子供にはチャイルドセーフ
ティシート（�40ページ）を使用する
ことが法律で義務付けられています。
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子供は後席に

•  子供はできるだけ後席に乗せてくだ
さい。助手席では、子供の動きが気
になったり、子供が運転装置に触れ
るなど、運転の妨げになることがあ
ります。

•  チャイルドセーフティシートは、必
ず後席に装着してください。やむを
得ず助手席に装着するときは、車の
進行方向に向けてチャイルドセーフ
ティシートを装着し、助手席シート
をできるだけ後ろの位置にしてくだ
さい。

•  子供を助手席に座らせるときは、助
手席シートをできるだけ後ろの位置
にして、正しく座らせてください。
エアバッグの作動時に大きな衝撃を
受けるおそれがあります。

子供には操作させない

•  ドアやドアウインドウは大人が開閉
してください。子供が操作すると、
身体を挟んだり、けがをするおそれ
があります。

•  リアドアやテールゲート、パワーウ
インドウのチャイルドプルーフロッ
ク（�45ページ）を活用してくだ
さい。

ドアウインドウやスライディングルー
フの開口部から身体を出さない

子供がドアウインドウやスライディン
グルーフの開口部から身体を出さない
ように注意してください。けがをする
おそれがあります。

車から離れるとき

子供だけを車内に残して車から離れな
いでください。運転装置に触れてけが
をしたり、事故の原因になります。

また、炎天下では車内が高温になり、
熱中症を起こすおそれがあります。

  オートマチック車の取り扱い

運転する前に、オートマチック車の特
性や操作上の注意を理解し、正しく操
作してください。「走行と停車」もあ
わせてご覧ください（�96ページ）。

オートマチック車の特性

クリープ現象：エンジンがかかって
いるとき、セレクターレバーがB、
A以外に入っていると、動力がつ
ながった状態になり、アクセルペダル
を踏み込まなくても車がゆっくり動き
出します。これをクリープ現象といい
ます。

キックダウン：走行中にアクセルペダ
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的
に低いギアに切り替わり、エンジンの
回転数が上がって素早く加速します。
これをキックダウンといいます。

エンジンの始動前

•  ブレーキペダルは必ず右足で操作
してください。不慣れな左足で操
作すると、事故を起こすおそれが
あります。

•   ブレーキペダルを踏み込んだとき
に、ペダルが一定のところで停止す
ることやペダルの踏みしろの量を確
認してください。
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エンジンの始動

セレクターレバーがBに入ってい
ることを確認して、ブレーキペダルを
確実に踏んでエンジンを始動します。
アクセルペダルを踏む必要はありま
せん。

発進

•  エンジンが適正なアイドリング回転
数になっていることを確認してくだ
さい。

•  セレクターレバーを7、Cに
入れるときは、必ずブレーキペダル
を十分に踏み込んでください。

•  アクセルペダルを踏んだまま、セ
レクターレバーを動かさないでく
ださい。車が急発進するおそれが
あります。

•  急な上り坂で発進するときは、パー
キングブレーキを効かせたままアク
セルペダルを静かに踏み込み、車が
わずかに動き出すのを確認してから
パーキングブレーキを解除して発進
してください。

  また、上り坂で発進するときは、ヒ
ルスタートアシスト（�98ページ）
が作動します。

走行中

•  クロスカントリーギアの操作時以外
はセレクターレバーをAに入れ
ないでください。エンジンブレーキ
がまったく効かないため事故につな
がったり、トランスミッションを損
傷するおそれがあります。

•  走行中にエンジンを停止しないでく
ださい。エンジンブレーキが効かな
くなったり、ブレーキやステアリン
グの操作に非常に大きな力が必要に
なります。また、安全装備が作動し
なくなるおそれがあります。

•  滑りやすい路面で急激なエンジンブ
レーキを効かせると、スリップして
車のコントロールを失い、事故を起
こすおそれがあります。

停車

•  停車中はエンジンの空ぶかしをし
ないでください。万一、セレクター
レバーが走行位置に入ると、車が
急発進して事故を起こすおそれが
あります。

•  急な上り坂などでは、アクセルペダ
ルの踏み加減によって停止状態を
保たないでください。トランスミッ
ションに負担がかかり、過熱や故障
の原因になります。

•  完全に停車する前に、セレクターレ
バーをBに入れないでください。
トランスミッションを損傷するおそ
れがあります。



17はじめに

駐車

•  駐車時や車から離れるときは、必
ずセレクターレバーをBに入れ、
パーキングブレーキを確実に効かせ
て、エンジンを停止してください。

•  後退したあとは、すぐにセレクター
レバーをBかAに戻すように
心がけてください。Cに入って
いることを忘れてアクセルペダルを
踏み込むと、車が後退して事故を起
こすおそれがあります。

  4輪駆動車（4WD）の取り扱い

4輪駆動走行は、滑りやすい路面など
で本来の優れた走行性能を発揮します
が、どこでも走れる万能車ではありま
せん。路面の状況や斜面に注意して安
全運転を心がけてください。

オフロード走行（�195ページ）もあ
わせてご覧ください。

オフロード走行は慎重に

急加速や急ブレーキ、急ハンドルを避
けてください。横滑りや横転などの原
因になります。また、車をジャンプさ
せないでください。車体や駆動装置を
損傷するおそれがあります。

積雪路や凍結路を走行するときは

できるだけ低速で走行し、急加速や
急ブレーキ、急ハンドルを避けてく
ださい。

砂地やぬかるみを走行するときは

車から降り、砂地やぬかるみの状態を
確認してから、できるだけ低速で走行
してください。

急な坂道を上るときは

土手や斜面では、傾斜に対してまっす
ぐに走行してください。斜めに走行す
ると、車が横転するおそれがあります。

乾燥した舗装路、高速道路を走行する
ときは

•   クロスカントリーギアにしないでく
ださい（�104ページ）。エンジン
が高回転になり、エンジンを損傷す
るおそれがあります。

•   ディファレンシャルロック（�106
ページ）をオンにしないでください。
ステアリングがまわしにくくなるた
め、車が直進し、事故につながるお
それがあります。また、駆動装置を
損傷するおそれがあります。

オフロード走行後

損傷した箇所がないか入念に点検して
ください。

損傷があるときは、ただちにメルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で点検を
受けてください。
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  こんなことにも注意

運転するときの注意事項

•  服用後の運転が禁止されている薬
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し
ないでください。

•  ペダル操作の妨げになるような靴
（厚底靴など）やサンダル履きで運
転しないでください。

日射に関する注意事項

•  ウインドウなどに吸盤を貼り付けな
いでください。吸盤がレンズの働き
をして、火災が発生するおそれがあ
ります。

•  メガネやサングラスを車内に放置し
ないでください。炎天下では車内が
高温になるため、レンズやフレーム
が変形したり、ひび割れするおそれ
があります。

ライターに関する注意事項

•  ライターを車内に放置しないでくだ
さい。炎天下の車内は非常に高温に
なるため、ライターが発火したり爆
発するおそれがあります。

•  ライターをグローブボックスや小
物入れなどに入れたままにしたり、
車内に落としたままにしないでく
ださい。

  荷物を押し込んだときやシートを操
作したときにライターの操作部に触
れてライターが誤作動し、火災が発
生するおそれがあります。

違法改造はしない

•  違法改造はしないでください。違法
改造や純正でない部品の使用は、保
証の適用外になるだけでなく、事故
の原因になります。

•  定期交換部品などは純正品だけを使
用し、燃料や油脂類などは指定品を
使用してください。

•  燃料やオイルの添加剤などは一切使
用しないでください。故障の原因に
なります。

•  無線機やオーディオなどの電装品を
取り付けたり取り外すときは、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

自動車電話、携帯電話の使用

運転者は、走行中に自動車電話や携帯
電話を使用しないでください。道路交
通法違反になります。なお、ハンズフ
リー機能は使用できますが、注意力が
散漫になり事故の原因になります。安
全な場所に停車してから使用してくだ
さい。

COMANDシステムの操作

COMANDシステムの操作は、できる
だけ走行中を避け、安全な場所に停車
してから操作してください。走行中
に COMANDディスプレイを見るとき
は、必要最小限（約 1秒以内）にとど
めてください。
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きびしい条件下での運転

発進、停止を繰り返す市街地走行、山
間部や路面の悪い道路などきびしい条
件下での走行が多いときは、タイヤや
エアクリーナー、エンジンオイル、エ
ンジンオイルフィルター類の点検整備
や交換を、定期的な交換時期よりも早
く行なうことが必要になります。

サイドステップが濡れているときの
注意

降雨時や洗車時など、サイドステップ
が濡れているときは、十分注意してス
テップに足を乗せてください。足を滑
らせてけがをするおそれがあります。

 車両に保存されるデータ

 故障データ

車両には、故障時や異常時のデータを
保存する機能があります。

保存されたデータは、安全装備など
が作動するとき、または故障や異常
の原因の特定、車両開発などに使用
されます。

データを使用して、車両の過去の移動
経路を調べることはできません。

メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で、故障診断機によって読み取られた
データは、使用後に消去されます。

 データが保存されるその他の装備

COMANDシステムでは、ナビゲー
ションや電話などでデータを保存した
り、編集することができます。詳しく
は、別冊「COMANDシステム 取扱説
明書」をご覧ください。
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外観

 外観

名称 ページ

1 テールゲート 63

2 リアデフォッガー 147

3 テールランプ 244

4 燃料給油口 167

5 ドア 60

6 ドアミラー 72

7 サイドアンダーミラー 74

8 ヘッドランプ 82
244

9 ボンネット
エンジンオイル

ブレーキ液

169
172
267
178
268

名称 ページ
9 ウォッシャー液

冷却水

180
269
176
268

a ワイパー 90

b タイヤとホイール 181
270

c けん引フック 257
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インストルメントパネル

 インストルメントパネル

名称 ページ
1 コンビネーションレバー
（ヘッドランプ / 方向指
示 / ワイパー）

84
84
91

2 クルーズコントロール
レバー /可変スピード
リミッターレバー

132
136

3 メーターパネル 109

4 音声認識レバー 別冊

5 エンジンスイッチ 65

6 グローブボックス 158

7 運転席エアバッグ
ホーン

37

8 ステアリング 70

9 ステアリング調整レ
バー

71

名称 ページ
a ヘッドランプウォッ
シャースイッチ

86

b ランプスイッチ 81

c ドアミラー調整スイッチ 72

d ボンネットロック解除
ハンドル

170
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メーターパネル

 メーターパネル

メーターパネル

名称 ページ
1 スピードメーター

2 オドメーター 114

3 トリップメーター 114

4 マルチファンクション
ディスプレイ

112

5 燃料給油口位置表示 167

6 燃料計

7 タコメーター 111

8 外気温度表示 / 走行速
度表示

114

9 トランスファー表示 105

a シフト位置表示
ギアレンジ表示

101

102

名称 ページ
b 時計 110

c 冷却水温度計 110

d メーターパネル照度調
整ボタン /リセットボ
タン

110
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メーターパネル

 表示灯 / 警告灯

1) 日本仕様車では、警告灯としては機能しません。

名称 ページ
1 ヘッドランプ表示灯 82

2 ESP表示灯 50

3 方向指示表示灯 84

4 方向指示表示灯 85

5 ABS警告灯 48

6 シートベルト警告灯 79

7 SRS警告灯 33

8 エンジン警告灯 229

9 燃料残量警告灯 229

a ハイビーム表示灯 84

b タイヤ空気圧警告灯 1)

c ブレーキ警告灯 99
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マルチファンクションステアリング

 マルチファンクションステアリング

名称 ページ
1 マルチファンクション
ディスプレイ

112

2 W X

設定スイッチ / 音量ス
イッチ

112

3 6 ~

通話開始スイッチ / 通
話終了スイッチ

112

4 V U

表示切り替えスイッチ

112

5 & *

スクロールスイッチ

112
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センターコンソール

 センターコンソール

 上部センターコンソール

名称 ページ
1 シートヒーター（運転
席）スイッチ

69

2 リアワイパースイッチ 92

3 ESPオフスイッチ 51

4 ディファレンシャル
ロックスイッチ

107

5 ドアロックスイッチ 62

6 けん引防止警報機能解
除スイッチ

55

7 シートヒーター（助手
席）スイッチ

69

8 室内センサー解除ス
イッチ

56

9 非常点滅灯スイッチ 85

名称 ページ
a COMANDシステム 別冊

b 灰皿 / ライター 161

162

c エアコンディショナー
コントロールパネル

142

d 助手席エアバッグオフ
表示灯

42

e リアウインドウウォッ
シャースイッチ

92
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センターコンソール

 下部センターコンソール

名称 ページ
1 セレクターレバー 96

101

2 トランスファースイッチ 104

3 パーキングブレーキレ
バー

99



29

各
部
の
名
称

前席上方の操作部

 前席上方の操作部

名称 ページ
1 リアルームランプ / ラ
ゲッジルームランプス
イッチ

87

2 読書灯（右側）スイッチ 87

3 スライディングルーフ
スイッチ

149

4 ルームミラー 72

5 ルームランプスイッチ 87

6 読書灯（左側）スイッチ 87
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ドアの操作部

 ドアの操作部

運転席ドア

名称 ページ
1 ドアウインドウスイッチ
セーフティスイッチ

93

46
2 シート調整スイッチ 66

3 ドアレバー 60

61

4 メモリースイッチ
ポジションスイッチ

74
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乗員安全装備

 乗員安全装備

  乗員保護装置

シートベルトやシートベルトテンショ
ナー、ベルトフォースリミッター、エ
アバッグは、効果を高めるために補い
合い、連携する乗員保護装置です。

これらの装置は、想定される事故の状
況において、乗員が負傷する可能性を
最小限に抑えて安全性を高めます。

シートベルトとエアバッグは、物が外
部から車内に入り込んだときの衝撃か
ら乗員を保護する効果はありません。

乗員保護装置を適切に機能させるた
め、以下のことに注意してください。

•  シートやヘッドレストは正しい位
置に調整してください（�66～
68､80､81ページ）。

•  シートベルトを正しく着用してくだ
さい（�76ページ）。

•  エアバッグの作動が妨げられてい
ないことを確認してください（�35
ページ）。

•  ステアリングを正しい位置に調整し
てください。

•  乗員保護装置を改造しないでくだ
さい。

iエアバッグはシートベルトを正し
く着用しているときのみ、乗員保護
機能を高めることができます。しか
し、エアバッグは組み合わされるこ
とで効果を発揮する付加的な保護補
助装置で、シートベルトの代わりに
なるものではありません。エアバッ
グが装備されていても、必ず乗員全
員がシートベルトを正しく着用して
ください。

 また、エアバッグは、あらゆる種類
の事故で作動するわけではありま
せん。状況によっては、乗員が正し
くシートベルトを着用している場合
は、エアバッグが作動しても乗員
保護効果が高まらないことがあり
ます。

  以下の理由から、エアバッグはシー
トベルトを正しく着用している場合
にのみ、シートベルトの保護機能を
高めることができます。

 •  シートベルトを着用することで、
乗員とエアバッグの適切な位置
関係を保つことができます。

 •  シートベルトを着用することで、
正面からの衝突のときなどに乗
員が前方に投げ出されるのを防
ぐことができます。

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門
知識と専用工具を備えたメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で行なうこ
とをお勧めします。特に安全に関わ
る整備については、必ずメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で行なって
ください。不適切な作業を行なうと、
事故や故障の原因になります。
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G けがのおそれがあります
以下のようなときは、SRS に異常
が発生しています。衝撃を受けても
エアバッグやシートベルトテンショ
ナーが作動しないおそれや、不意に
作動するおそれがあります。ただち
にメルセデス・ベンツ指定サービス
工場で点検を受けてください。

•  エンジンスイッチを 1か 2の位置
にしたときに SRS警告灯が点灯し
ないとき

•  エンジンスイッチを 1の位置にし
たときは数秒後に、エンジンスイッ
チを 2の位置にしたときはエンジ
ン始動後に SRS警告灯が消灯し
ないとき

•  エンジンがかかっているときなど
に SRS警告灯が点灯したとき

 シートベルトテンショナーと運転席 / 
助手席エアバッグの作動

衝突などの際、センサーは衝撃の持続
時間や方向、強さなどのデータの評価
を行ないます。これらのデータをもと
にして、また衝突の際の車両の前後方
向の減速度に応じて、シートベルトテ
ンショナーを作動させます。

さらに前方から一定以上の衝撃を検知
したときに、運転席 / 助手席エアバッ
グが作動します。

G けがのおそれがあります
乗員保護装置を取り外したり、関連
部品や配線などを改造しないでくだ
さい。また、車の電子制御部品やソ
フトウェアを改造しないでください。

誤作動でけがをしたり、事故などの
とき、正常に作動しなくなるおそれ
があります。

  SRS（乗員保護補助装置）

SRSは以下の装備により構成されます。

•  SRS警告灯

•  シートベルトテンショナー

•  ベルトフォースリミッター

•  エアバッグ

+  SRS警告灯

エンジンスイッチを 1の位置にすると
点灯し、数秒後に消灯します。

エンジンスイッチを 2の位置にすると
点灯し、エンジン始動後に消灯します。

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときは、一定間隔で自己診断を行ない、
SRSの異常を検出します。
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•  衝撃を受けた最初の段階で、車両の
縦方向に急激に一定以上の衝撃を検
知したとき

•  車両が横転するような特定の状況
で、シートベルトテンショナーの作
動が乗員保護効果を高めるとシステ
ムが判断したとき

•  助手席のシートベルトテンショナー
は、助手席に乗車していて、シート
ベルトのプレートがバックルに差し
込まれているとき

 ベルトフォースリミッター

ベルトフォースリミッターはシートベ
ルトに一定以上の荷重がかかったとき
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減
します。

フロントシートと左右リアシートの
シートベルトに装備されています。

フロントシートのベルトフォースリ
ミッターは、運転席 / 助手席エアバッ
グと連動しており、乗員にかかる力を
分散・軽減します。

G けがのおそれがあります
シートベルトテンショナーの作動時
にわずかに白煙が発生することがあ
りますが、火災の心配はありません。

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の
ある方は一時的に呼吸障害を起こす
おそれがありますので、安全を確認
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ
インドウを開き換気を行なってくだ
さい。

i事故の状況によってはエアバッグ
が作動しない場合があります。

 事故の際にすべてのエアバッグが作
動するわけではありません。

 各エアバッグの作動条件はそれぞれ
異なります。

 いずれのエアバッグも、衝突の最
初の段階において検知された衝撃
の強さや方向などに基づいて作動
します。

iセンサーが検知する衝撃の強さや
方向は、以下の要素によって決ま
ります。

 •  衝撃の集中度 /分散度

 •  衝撃の角度

 •  車体の変形度合い

 •  衝突物の特性

シートベルトテンショナー /ベルト
フォースリミッター

 シートベルトテンショナー

シートベルトテンショナーは、車の前
後方向から大きな衝撃を受けたときに
シートベルトを引き込み、シートベル
トの効果を高める装置です。

フロントシートと左右リアシートの
シートベルトに装備されています。

シートベルトテンショナーは、エンジ
ンスイッチが 2の位置で、以下のと
きに作動します。

•  SRSに異常がないとき

•  シートベルトが正しくバックルに差
し込まれているとき
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G けがのおそれがあります
リアのシートベルトテンショナーは、
作動時にバックルが下方に引き込ま
れます。バックル部分に作動の妨げ
になるようなものがないことを確認
してください。

G けがのおそれがあります
作動したシートベルトテンショナー
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で新品と交換してください。

未作動のシートベルトテンショナー
を廃棄するときは、廃棄専用の処置
が必要です。メルセデス・ベンツ指
定サービス工場、または専門業者に
依頼してください。

!助手席に乗車していないときは、
シートベルトのプレートをバックル
に差し込まないでください。衝突時
などに、シートベルトテンショナー
が作動することがあります。

iシートベルトテンショナーの作動
時に爆発音が聞こえますが、通常で
は聴力への影響はありません。

iシートベルトテンショナーは、
シート位置が不適切なときや、シー
トベルトが正しく着用されていない
ときは、効果を発揮できません。

iシートベルトテンショナーは、
バックレストに乗員の身体を密着さ
せるためのものではありません。

iシートベルトテンショナーが作
動すると、SRS警告灯が点灯し
ます。

  エアバッグ

G けがのおそれがあります
エアバッグの乗員保護機能を正しく
発揮させるため、以下の点に注意し
てください。

•  乗員全員がシートベルトを正しく
着用し、できるだけ垂直の位置に
したバックレストに背中を付けて
ください。

  ヘッドレストの中央が目の高さに
なるように調整してください。

•  身長 150cm未満の子供はチャイ
ルドセーフティシートを使用して
確実に身体を固定してください。

•  運転席シートは正しい位置に調整
し、助手席シートはできるだけ後
部に動かし、エアバッグとの間隔
を確保してください。間隔が狭す
ぎると、エアバッグが作動する衝
撃でけがをするおそれがあります。

•  頭部をドアウインドウに寄りかけ
ないでください。ウインドウバッ
グが作動する衝撃でけがをするお
それがあります。

•  センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを装着して助手席エ
アバッグの機能が解除されている
場合を除き、助手席には後ろ向き
でチャイルドセーフティシートを
装着しないでください。

•  チャイルドセーフティシートがセ
ンサー付き純正チャイルドセーフ
ティシートでないときは、リアシー
トに装着してください。やむを得
ず助手席にチャイルドセーフティ
シートを装着するときは、必ず前
向きに装着して、助手席シートを
もっとも後ろの位置にしてくだ
さい。
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•  衣服のポケットなどに重い物や鋭
利な物を入れないでください。

•  運転中はステアリングのパッド部
を持ったり、身体をステアリング
やダッシュボードにのせないでく
ださい。エアバッグの作動が妨げ
られるおそれや、エアバッグが作
動したときにけがをするおそれが
あります。

•  ドアの内張りに寄りかからないで
ください。

•  エアバッグ作動範囲と乗員の間に
ペットや荷物を置かないでくだ
さい。

•  エアバッグ収納部やその近くに物
を置かないでください。

•  アシストグリップやコートフック
にかたい物や鋭利な物をかけない
でください。

•  ドアの内張りやウインドウ、ピ
ラーの周囲にアクセサリーなどを
取り付けないでください。

•  ルームミラーに市販のワイドミ
ラーなどを取り付けないでくだ
さい。

•  エアバッグを取り外したり、関連
部品や配線などを改造しないでく
ださい。誤作動でけがをしたり、
正しく作動しなくなります。

G けがのおそれがあります
以下のエアバッグ収納部には、バッ
ジ、ステッカー、リモコンなどを貼
付したり、市販のカップホルダーや
アクセサリーなどを取り付けないで
ください。

•  ステアリングパッド部

•  助手席側のダッシュボードパネル部

 エアバッグの作動

車が一定以上の衝撃を受けると、高温
のガスが排出されて、収納されている
エアバッグが瞬時にふくらみます。

これにより、乗員の頭部や胸部への衝
撃を分散・軽減します。

G 火傷やけがのおそれがあります
•  エアバッグの関連部品に身体を触
れないでください。部品が熱くなっ
ており、火傷をするおそれがあり
ます。

•  作動したエアバッグは、必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で新品と交換してください。

  未作動のエアバッグを廃棄すると
きは、廃棄専用の処置が必要です。
メルセデス・ベンツ指定サービス
工場、または専門業者に依頼して
ください。

G けがのおそれがあります
エアバッグの作動時にわずかに白煙
が発生することがありますが、火災
の心配はありません。

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の
ある方は一時的に呼吸障害を起こす
おそれがありますので、安全を確認
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ
インドウを開き換気を行なってくだ
さい。

!エアバッグは高温のガスによりふ
くらむため、すり傷や火傷、打撲な
どをすることがあります。

iエアバッグの作動時に爆発音が聞
こえますが、通常では聴力への影響
はありません。
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また、助手席には乗員検知機能を装備
しており、助手席に乗員がいないと判
断したときは助手席エアバッグは作動
しません。

!助手席に重い荷物などを置かない
でください。事故などのときに助手
席エアバッグが作動するおそれがあ
ります。

i車の前方からの衝撃が弱いときは
シートベルトテンショナーだけが作
動し、運転席 /助手席エアバッグ
は作動しないことがあります。

 ウインドウバッグ

横方向からの強い衝撃を受けると、衝
撃を受けた側のウインドウバッグ①が
作動し、頭部などへの衝撃を分散・軽
減します。

ウインドウバッグは、運転席 /助手
席エアバッグの作動、助手席の乗員の
有無、シートベルトの着用に関わらず、
以下のときに作動します。

•  衝突の最初の段階で、横方向から一
定以上の衝撃を検知したとき

•  車両が横転したときは、ウインドウ
バッグの作動がシートベルトによる
保護効果を高めるとシステムが判断
したとき

iエアバッグが作動すると、SRS警
告灯が点灯します。

 エアバッグの種類と収納場所

エアバッグ名 収納場所

運転席
エアバッグ

ステアリング
パッド部

助手席
エアバッグ

助手席ダッシュ
ボードパネル部

ウインドウ
バッグ

フロントピラー
とリアピラー間
のルーフライニ
ング部

 運転席 /助手席エアバッグ

前方からの強い衝撃を受けると作動
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分
散・軽減します。

運転席エアバッグ①と助手席エアバッ
グ②は、以下のときに作動します。

•  衝突の最初の段階で、前方から一定
以上の衝撃を検知したとき

•  エアバッグの作動が、シートベルト
による保護効果を高めるとシステム
が判断したとき

•  シートベルトを正しく着用している
とき

•  車両の横転などにより、縦方向から
一定以上の衝撃を検知したとき
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運転席 / 助手席エアバッグが作動し
ない場合があるとき

立木や電柱への衝突のとき立木や電柱への衝突のとき

トラックの下に潜り込んだときトラックの下に潜り込んだとき

斜め前方への衝突のとき斜め前方への衝突のとき

 エアバッグの作動条件

運転席 / 助手席エアバッグが作動す
るとき

作動範囲作動範囲

　正面衝突など車の前方左右
　約30°以内の方向から
　強い衝撃を受けたとき

　正面衝突など車の前方左右
　約30°以内の方向から
　強い衝撃を受けたとき

かたいコンクリートの壁
などに正面衝突したとき
かたいコンクリートの壁
などに正面衝突したとき

運転席 / 助手席エアバッグが作動し
ないとき

後ろから衝突されたとき後ろから衝突されたとき

横方向から衝突されたとき横方向から衝突されたとき
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いずれかのエアバッグが作動する場合
があるとき

中央分離帯や縁石などに
衝突したとき
中央分離帯や縁石などに
衝突したとき

深い穴や溝に落ちたとき深い穴や溝に落ちたとき

床下に強い衝撃を受けたとき床下に強い衝撃を受けたとき

  リアヘッドレスト

G けがのおそれがあります
乗車しているときは、必ずヘッドレス
トを取り付けてください。また、ヘッ
ドレストができるだけ垂直の角度に
なり、ヘッドレストの中央が目の高
さになるように調整してください。
事故のとき、首にけがをするおそれ
があります。

ウインドウバッグが作動するとき

客室部分に横方向から
強い衝撃を受けたとき
客室部分に横方向から
強い衝撃を受けたとき

ウインドウバッグが作動しない場合が
あるとき

斜め方向から衝撃を受けたとき斜め方向から衝撃を受けたとき

客室以外の側面に衝撃を受けたとき客室以外の側面に衝撃を受けたとき
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  チャイルドセーフティシート

G けがのおそれがあります
•  シートベルトが正しく着用でき
ない体格の子供などは、チャイル
ドセーフティシートを使用してく
ださい。急ブレーキ時や急な進路
変更時、事故のときなどに身体を
車内に激しくぶつけたり、車外に
放り出されて致命的なけがをする
おそれがあります。

•  シートベルトが正しく着用でき
ない体格の子供が、そのままシー
トベルトを着用すると、首を締め
付けたり、腹部を強く圧迫したり
して致命的なけがをするおそれが
あります。

•  6歳未満の子供を乗車させるとき
は、チャイルドセーフティシート
を使用することが法律で義務付け
られています。

•  6歳以上の子供でも、シートベル
トが正しく着用できない子供は、
チャイルドセーフティシートを使
用してください。

•  身長 150cm未満の子供はチャイ
ルドセーフティシートを使用して
確実に身体を固定してください。

•  子供の体格に適合したチャイルド
セーフティシートを使用し、子供
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー
トベルトで確実に固定してくだ
さい。

•  子供を膝の上に乗せて走行しない
でください。急ブレーキ時や急な
進路変更時、事故のときなどに身
体を車内に激しくぶつけたり、車
外に放り出されて致命的なけが
をするおそれがあります。

  子供を乗せるとき

シートベルトは身長 150cm以上の乗
員が使用することを前提にしていま
す。シートベルトが正しく着用できな
い体格の子供などは、適切なチャイル
ドセーフティシートを使用してくだ
さい。

G けがのおそれがあります
チャイルドセーフティシートを使用
している場合でも、子供だけを車
内に残して車から離れないでくだ
さい。

•   運転装置に触れてけがをするおそ
れがあります。

•  誤ってドアを開き、事故の原因に
なります。

•  炎天下では車内が高温になり、熱中
症を起こすおそれがあります。

•  寒冷時には車内が低温になり、命
にかかわるおそれがあります。

G けがのおそれがあります
•  重い物やかたい物を積載するとき
は、確実に固定してください。

•  荷物が固定されていなかったり適
切な位置に置かれていないと、以
下のような場合に子供がけがをす
る危険性が増加します。

 ◇ 事故

 ◇ 急ブレーキ

 ◇ 急な進路変更

荷物の積み方について、詳しくは
（�151ページ）をご覧ください。
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•  チャイルドセーフティシートは確
実に装着してください。急ブレー
キ時などに、チャイルドセーフティ
シートが放り出されてけがをする
おそれがあります。

•  チャイルドセーフティシートは直
射日光に当てないでください。炎
天下では車内に置いたチャイルド
セーフティシートが高温になり、
子供が火傷をするおそれがあり
ます。

•  チャイルドセーフティシートの取
り扱いや装着方法については、製
品に添付されている取扱説明書を
お読みください。

iチャイルドセーフティシートに関す
る注意事項を記載したステッカーが、
サンバイザーに貼付されています。

純正チャイルドセーフティシート

Daimler AGでは、子供の体重や年齢に
応じた純正チャイルドセーフティシー
トを用意しています。

選択の目安

シート名 体　重 年　齢

ベビー
セーフ
プラス

約 10kg以下
または
約 13kg以下

新生児～
9カ月位
または
18カ月位

デュオ
プラス

9～ 18kg 8カ月～
4歳位

キッド 15～ 36kg 3歳半～
12歳位

※  チャイルドセーフティシートの種類や名
称は予告なく変更されることがあります。
詳しくは販売店におたずねください。

•  センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを助手席に装着する
ときは、必ず助手席エアバッグオ
フ表示灯が点灯することを確認し
てください。

•  センサー付き純正チャイルドセー
フティシート以外のチャイルド
セーフティシートは、リアシート
に装着してください。やむを得ず
助手席シートに装着するときは、
前向きに装着するタイプのみとし、
助手席シートをもっとも後ろの位
置にしてください。事故のとき、
助手席エアバッグが作動する衝撃
で致命的なけがをするおそれがあ
ります。

•  センサー付き純正チャイルドセー
フティシートを助手席シートに装
着しても助手席エアバッグオフ表
示灯が点灯しないときは、チャイ
ルドセーフティシートをリアシー
トに装着してください。やむを得
ず助手席シートに装着するときは
前向きに装着し、助手席シートを
もっとも後ろの位置にしてくだ
さい。

•  チャイルドセーフティシートの下
にクッションなどを置かないでく
ださい。チャイルドセーフティシー
トが確実に装着されないおそれが
あります。

•  チャイルドセーフティシートが損
傷しているときは新品と交換して
ください。大きな衝撃を受けたり、
損傷したものは子供を保護できま
せん。
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 チャイルドセーフティシート検知シス
テム

助手席のシート座面とセンサー付き純
正チャイルドセーフティシートとの
間で自動的に信号の発信 /受信を行
ない、チャイルドセーフティシートの
有無を判断するシステムです。

助手席にセンサー付きの純正チャイ
ルドセーフティシートを装着すると、
助手席エアバッグの機能が解除され、
助手席エアバッグオフ表示灯が点灯
します。

助手席エアバッグオフ表示灯

助手席エアバッグオフ表示灯①は、エ
ンジンスイッチを 1か 2の位置にす
ると点灯し（点灯しないときは表示灯
が故障しています）、数秒後に消灯し
ます。

点灯してから数秒後に消灯しないと
き、またセンサー付き純正チャイル
ドセーフティシートを装着してい
ないのに点灯するときは、システム
の故障です。すみやかにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受
けてください。

G けがのおそれがあります
センサー付き純正チャイルドセーフ
ティシートを助手席に装着するとき
は、必ず助手席エアバッグオフ表示灯
が点灯することを確認してください。

•  助手席にセンサー付き純正チャイ
ルドセーフティシートを装着して
も助手席エアバッグオフ表示灯が
点灯しないときは、助手席エアバッ
グの機能は解除されていません。
純正チャイルドセーフティシート
はリアシートに装着してください。
また、すみやかにメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で点検を受
けてください。

•  チャイルドセーフティシート検知
システムに対応していないタイプ
の純正チャイルドセーフティシー
トは必ずリアシートに装着してく
ださい。

•  やむを得ずチャイルドセーフティ
シートを助手席に装着するときは、
必ず前向きに装着し、助手席シート
をもっとも後ろの位置にしてださい。

•  助手席のシートクッションに、電
源の入ったパソコンや携帯電話な
どの電子機器、または磁気カード
や ICカードなどを置かないでくだ
さい。チャイルドセーフティシート
検知システムが誤作動して、事故の
ときに助手席エアバッグが作動し
ないおそれやセンサー付き純正チャ
イルドシートを検知できずに助手席
エアバッグが作動するおそれがあり
ます。
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固定機構を使用する

�  チャイルドセーフティシートを、製
品に付属の取扱説明書に従って正し
く装着します。

�  シートベルトのプレートをバックル
に差し込んだ状態でシートベルト
をいっぱいまで引き出した後、チャ
イルドセーフティシートが確実に固
定できる位置までシートベルトを巻
き取らせます。

!チャイルドセーフティシートを固
定した後、シートベルトが引き出し
方向に動かないことを確認してくだ
さい。

固定機構を解除する

�  シートベルトのプレートをバック
ルから外し、シートベルトを巻き
取らせます。

!シートベルトを着用した状態で上
体を大きく動かしたときに、シート
ベルトが引き出されてチャイルド
セーフティシート固定機構が作動す
ることがあります。このときは、固
定機構を解除してから、シートベル
トを再度着用してください。

•  助手席のシート座面とセンサー付
き純正チャイルドセーフティシー
トの間に物を入れないでください。
チャイルドセーフティシートを検
知できなくなるおそれがあります。

i助手席エアバッグオフ表示灯が点
灯して助手席エアバッグが解除さ
れているときも、助手席のシート
ベルトテンショナーやウインドウ
バッグの機能は解除されません。

 チャイルドセーフティシート固定機構

チャイルドセーフティシートを装着す
るとき、シートベルトをロックするシ
ステムです。運転席以外のシートベル
トに装備されています。

※  車種や仕様により、後席シートベルトに
チャイルドセーフティシート固定機構が
装備されていない場合があります。

G けがのおそれがあります
子供をチャイルドセーフティシート
固定機構で遊ばせないでください。
固定機構が作動するとシートベルト
が引き出し方向に動かなくなるため、
誤ってシートベルトが首に巻き付く
と、窒息など致命的なけがをするお
それがあります。
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 ISO-FIX対応チャイルドセーフティ
シート固定装置

① 固定装置

左右のリアシートに、ISO-FIX対応チャ
イルドセーフティシート用の固定装置
①を装備しています。

G けがのおそれがあります
•  固定装置は、体重 22kg以下の子
供を乗せるときに使用してくだ
さい。

•  チャイルドセーフティシートは、
必ず製品の取扱説明書の指示に
従い、左右の固定装置に装着して
ください。装着のしかたを誤ると、
事故のとき、十分な効果が得られ
なかったり、チャイルドセーフティ
シートが外れるおそれがあります。

•  チャイルドセーフティシートや固
定装置が事故で損傷したり強い負
荷を受けた場合は、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で新品に
交換してください。

 テザーアンカー

① テザーフック
② テザーアンカー

ラゲッジルームにテザーアンカー②を
装備しています。

それぞれのテザーアンカーには、テ
ザーベルトを使用して、テザーアン
カーに対応した専用チャイルドセー
フティシートを装着することができ
ます。

チャイルドセーフティシートの上部を
固定することにより、事故のとき、チャ
イルドセーフティシートの前方への移
動を抑えることができます。

チャイルドセーフティシートの取り
扱いや装着方法については、製品に添
付されている取扱説明書をお読みく
ださい。

i純正チャイルドセーフティシート
には、テザーベルトを装備してい
ないタイプがあります。詳しくは販
売店におたずねください。
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テザーフックを取り付ける

�  セーフティネットを取り外します
（�155ページ）。

�  リアシートにチャイルドセーフティ
シートを装着します。

  装着方法については、製品に添付
されている取扱説明書をお読みく
ださい。

�  ヘッドレストの 2本の支柱の間に
テザーベルト③を通します。

�  テザーフック①をテザーアンカー②
にかけます。

�  テザーベルト③を締め付けます。

  締め付け方法については、製品に添
付されている取扱説明書をお読みく
ださい。

�  必要であれば、ヘッドレストを少し
下げます。

  テザーベルトの動きが妨げられてい
ないことを確認してください。

G けがのおそれがあります
•  テザーベルトは、チャイルドセー
フティシートの位置に対応した
テザーアンカーに取り付けてくだ
さい。

•  テザーベルトがねじれたり、複数
のテザーベルトが交差しないこと
を確認してください。

•  テザーアンカーに、テザーベルト
が確実に固定されていることを確
認してください。

 チャイルドプルーフロック

子供が後席に乗車するときは、以下の
チャイルドプルーフロックを使用して
ください。

•  リアドア / テールゲートのチャイ
ルドプルーフロック

•  リアドアウインドウのチャイルドプ
ルーフロック

G 事故やけがのおそれがあります
子供が後席に乗車するときは、チャ
イルドプルーフロックを設定してく
ださい。子供がリアドアやテールゲー
ト、リアドアウインドウを開くと、
事故やけがの原因になります。



46
安
全
装
備

乗員安全装備

リアドア / テールゲートのチャイル
ドプルーフロックを設定する

左側リアドア

テールゲート

車内のレバーを引いてもリアドアや
テールゲートが開かなくなります。

�  ノブ①を、エマージェンシーキーの
先端やドライバーなどで下側の位置
にします。

�  リアドアまたはテールゲートを閉じ
ます。

�  解除するときは、ノブ①を上側の位
置にします。

iチャイルドプルーフロックを設
定したリアドアやテールゲートを
開くときは、リモコン操作やドア
ロックスイッチでリアドアやテー
ルゲートを解錠して、車外から開い
てください。

リアドアウインドウのチャイルドプ
ルーフロックを設定する

リアドアのスイッチによるリアドアウ
インドウの操作ができなくなります。

�  セーフティスイッチ①をpの見
える位置（右にスライド）にします。

  リアドアのスイッチでドアウインド
ウを開閉できなくなります。

�  解除するときは、セーフティスイッ
チを の見える位置（左にスラ
イド）にします。

iセーフティスイッチの設定 / 解除
にかかわらず、運転席ドアのスイッ
チでは、リアドアウインドウを操作
できます。



47

安
全
装
備

走行安全装備

 走行安全装備

走行安全装備には、以下のものがあり
ます。

•  ABS（アンチロック・ブレーキング・
システム）

•   BAS（ブレーキアシスト）

•  ESP（エレクトロニック・スタビリ
ティ・プログラム）

•   EBV（エレクトロニック・ブレーキ
パワー・ディストリビューション）

•  4ETS（エレクトロニック・トラク
ション・サポート）

i雪道や凍結路を走行するときは、
ウィンタータイヤやスノーチェーン
の装着をお勧めします。

 このような路面状況では、ウィン
タータイヤやスノーチェーンを装
着することで、走行安全装備の効果
が発揮されます。

G 事故のおそれがあります
走行安全装備が適切に作動しても、
車両操縦性や走行安定性の確保、制
動距離の短縮には限界があります。
常に道路や天候の状況に注意し、十
分な車間距離を保って運転してくだ
さい。

 また、タイヤのグリップが失われた
状況では、走行安全装備は効果を発
揮しません。

  ABS

ABS（アンチロック・ブレーキング・
システム）は、急ブレーキ時や滑り
やすい路面でのブレーキ時など、車が
不安定な状況になったときに、タイヤ
のロックを防ぎ、ステアリングでの車
両操縦性を確保する装置です。

ABSは路面の状態に関わらず、走行
速度が約 8km/hを超えると作動でき
るようになります。

滑りやすい路面では、軽くブレーキペ
ダルを踏み込んだだけでも ABSは作
動します。

G 事故のおそれがあります
ブレーキ操作をするときは、ブレー
キペダルをしっかりと踏み込んでく
ださい。ポンピングブレーキを行な
うと制動距離が長くなるおそれがあ
ります。

G 事故のおそれがあります
•  ABSはブレーキ操作を補助する
装置で、無謀な運転からの事故を
防ぐものではありません。ABSが
適切に作動しても、車両操縦性や
走行安定性の確保には限界があり
ます。

  また、タイヤのグリップが失われ
た状況では効果を発揮しません。

•  ABS作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。
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G 事故のおそれがあります
•  ABSに異常があるときは、ブレー
キペダルを強く踏み込むとタイヤ
はロックします。その結果、ステ
アリングでの車両操縦性が制限さ
れ、制動距離が長くなるおそれが
あります。

•  故障により、ABSの機能が解除さ
れたときは、BAS と ESP、4ETS
の機能も解除されます。常に道路
や天候の状況に注意して運転して
ください。

!ABSは制動距離を短くする装置で
はありません。以下のような路面が
滑りやすい状況では、ABSを装備
していない車と比べ制動距離が長く
なることがあります。

 •  雪の積もった路面や凍結した
路面

 •  砂利道などの荒れた路面

 •  石だたみのように摩擦係数が連
続して変化する路面

 •  スノーチェーン装着時

!マルチファンクションディスプレ
イに ABSに関する故障 /警告メッ
セージが表示されたときは（�217
ページ）をご覧ください。

iABSに異常があると、ESPに関す
る故障 /警告メッセージが表示さ
れることがあります。すみやかにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

iバッテリー電圧が低下すると ABS
が一時的に機能を停止します。電圧
が回復すると、機能も元に戻ります。

iディファレンシャルロックをオン
にすると、ABSが解除され、ABS
警告灯と ESP表示灯が点灯します。
また、マルチファンクションディ
スプレイに "ABS ｼﾖｳﾌｶﾉｳ ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏ
ｽ DIF- FERENTIAL LOCK" と表示さ
れます（�106ページ）。

 ABSが作動したとき

ABS が作動すると、ブレーキペダ
ルに脈動を感じたり車体が振動する
ことがありますが、異常ではありま
せん。そのままペダルを踏み続けて
ください。

強い制動力が必要なときは、ブレー
キペダルをいっぱいまで踏み込んで
ください。

iエンジン始動後や発進直後にブ
レーキペダルを踏み込むと、ペダル
がわずかに振動したりモーターの音
が聞こえることがありますが、これ
は、システムが自己診断をしている
ときの音で異常ではありません。

!  ABS警告灯

エンジンスイッチを 2の位置にすると
点灯し（点灯しないときは警告灯が故
障しています）、エンジン始動後に消
灯します。

エンジン始動後に消灯しないときや、
エンジンがかかっているときに点灯し
たときは、ABSに異常があります。

通常のブレーキ時の制動力は確保され
ま す が、ABS、ESP、BAS、4ETS は
作動しません。

いつもより慎重に運転し、すみやかに
メルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。
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i BASに異常があるときは、マル
チファンクションディスプレイに
ABSに関する故障 / 警告メッセー
ジが表示されますが、ブレーキは通
常通り作動します。

iバッテリー電圧が低下すると BAS
が一時的に機能を停止します。電圧
が回復すると機能も元に戻ります。

  ESP

ESP（エレクトロニック・スタビリティ・
プログラム）は、タイヤの空転時や横
滑り時など、車が不安定な状況になっ
たときに、車両操縦性や走行安定性を
確保しようとするシステムです。

G 事故のおそれがあります
•  ESPは車両操縦性や走行安定性
を高めるシステムで、無謀な運転
からの事故を防ぐものではありま
せん。ESPが作動しても、車両操
縦性や走行安定性の確保には限界
があります。また、タイヤのグリッ
プが失われた状況では効果を発揮
しません。

•  ESP作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

!前輪または後輪を持ち上げてけん
引されるときや、ダイナモメーター
上でパーキングブレーキのテストを
行なうときは、エンジンスイッチを
2の位置にしないでください。ESP
によりブレーキが作動し、ブレーキ
システムや駆動系部品を損傷するお
それがあります。

  BAS

BAS（ブレーキアシスト）は、緊急ブ
レーキの操作時に、短い時間で大きな
制動力を確保するブレーキの補助装置
です。

BASの操作は、通常のブレーキ操作
と同じですが、ブレーキペダルを踏み
込む速さなどをセンサーが検知して、
緊急ブレーキと判断したときに自動的
に作動します。

BASはブレーキペダルから足を放せ
ば自動的に解除されます。

G 事故のおそれがあります
•  BASは緊急ブレーキの操作を補
助する装置で、無謀な運転からの
事故を防ぐものではありません。
BASが作動しても制動距離の短縮
には限界があります。また、タイ
ヤのグリップが失われた状況では
効果を発揮しません。

•  BASに異常があるときもブレーキ
は通常通り作動しますが、緊急ブ
レーキ時には制動距離が長くなる
おそれがあります。

•  BAS作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

!マルチファンクションディスプレ
イに ABSに関する故障 /警告メッ
セージが表示されたときは BASは
作動しません。詳しくは（�217ペー
ジ）をご覧ください。

i BASに異常があると、ABSも正し
く作動しなくなることがあります。
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iエンジンがかかっている状態で、
駐車場などのターンテーブルで回転
させたり、駐車場のらせん状のアプ
ローチを走行しているときなどに、
マルチファンクションディスプレ
イに ESPに関する故障 / 警告メッ
セージが表示されたり、ESP表示
灯や ABS警告灯が点灯することが
あります。

  このようなときは、安全な場所に停
車して、エンジンスイッチを 0の
位置に戻し、エンジンを再始動して
ください。しばらく走行すると故
障 / 警告メッセージや ESP表示灯、
ABS警告灯は消灯します。

d  ESP表示灯

エンジンスイッチを 2の位置にすると
点灯し（点灯しないときは表示灯が故
障しています）、エンジン始動後に消
灯します。発進時または走行中に点滅
したときは、ESPまたは 4ETS（�52
ページ）が作動しています。

また、以下のときは点灯したままにな
ります。

•  ESPの機能が解除されているとき
（�51ページ）

•  ESPが故障しているとき（�217、
218ページ）

!ダイナモメーターを使用して検
査などを行なうときは、必ず 2軸
ダイナモメーターを使用してくだ
さい。ブレーキシステムや駆動系部
品を損傷するおそれがあります。

  詳しくはメルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

!マルチファンクションディスプ
レイに ESPに関する故障 / 警告
メッセージが表示されたときは、
（�217､218ページ）をご覧くだ
さい。

iディファレンシャルロックをオン
にすると、ABSと BAS、ESPの機
能が解除されます。

i指定のサイズで 4輪とも同じ銘柄
のタイヤを装着しないと、ESPが
作動することがあります（走行中に
ESP表示灯が点滅したままになり
ます）。

iABSに不具合が生じたときは、
ESPも機能を停止します。

i ABS警告灯!が点灯している
ときは、ESPも作動しません。メ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。
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ESPの機能を解除する

�  エンジンがかかっているときに、
ESPオフスイッチ①を押します。

  ESPの機能が解除され、ESP表示
灯が点灯したままになります。

ESPを待機状態にする

�  エンジンがかかっているときに、再
度 ESPオフスイッチ①を押します。

  ESPが待機状態になり、ESP表示
灯が消灯します。

G 事故のおそれがあります
ESPオフスイッチで ESPの機能を解
除したときは、必ず路面の状況に合
わせた速度で慎重に運転するととも
に、以下の操作は絶対に行なわない
ようにしてください。

•  急ハンドル

•  急ブレーキ

•  急発進、急加速

•  急激なエンジンブレーキ操作

G 事故のおそれがあります
ESPの機能を解除する必要がなく
なったときは、ESPを待機状態にし
てください。車が不安定な状況になっ
たときに、車両操縦性や走行安定性
を確保することができません。

G 事故のおそれがあります
走行中に ESP表示灯が点灯している
ときは、ESPの機能が解除されてい
ます。道路や天候の状況に合わせて
慎重に運転してください。

G 事故のおそれがあります
ESP表示灯が点滅しているときは、
タイヤが空転しているか、車が横滑
りしています。アクセルペダルを踏
む力を少しゆるめて、道路や天候の
状況に注意して運転してください。
また、以下の操作は絶対に行なわない
ようにしてください。

• 急ハンドル

• 急ブレーキ

• 急発進、急加速

• 急激なエンジンブレーキ操作

• ESPの機能の解除

 ESPオフスイッチ

① ESPオフスイッチ

ESPオフスイッチは、ESPの機能を
解除するためのスイッチです。

深い雪や砂、砂利などの上を走行する
ときや、スノーチェーンを装着してい
るときなどは、ESPの機能を解除した
ほうが走行しやすい場合があります。
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  EBV

EBV（エレクトロニック・ブレーキパ
ワー・ディストリビューション）は、
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ
時の車両操縦性と走行安定性を確保し
ようとするシステムです。

G 事故のおそれがあります
EBVに異常があるときも通常のブ
レーキは作動しますが、後輪がロッ
クするおそれがあります。路面の状況
に合わせて慎重に運転してください。

  4ETS

4ETSは、滑りやすい路面などで車輪
が空転したときにブレーキを効かせて
発進時や加速時の駆動力を確保しよう
とするシステムです。

4ETSは速度が約 60km/h以下のとき
に作動します。

4ETSが作動すると、ESP表示灯（�50
ページ）が点滅します。

G 事故のおそれがあります
ESP表示灯が点滅しているときは、
タイヤが空転しているか、車が横滑
りしています。アクセルペダルを踏
む力を少しゆるめて、道路や天候の
状況に注意して運転してください。
また、以下の操作は絶対に行なわない
ようにしてください。

• 急ハンドル

• 急ブレーキ

• 急発進、急加速

• 急激なエンジンブレーキ操作

• ESPの機能の解除

ESPの機能が解除されると、以下の状
態になります。

•  ESPは作動せず、車両操縦性や走
行安定性を確保しようとすることが
できなくなります。

•  エンジンの出力制御は行なわれず、
駆動輪が空転することがあります。
この空転により、グリップを向上
させることができます。

•  駆動輪が空転した場合、ブレーキ
制御による駆動輪の確保は行なわ
れます。

•  ブレーキを効かせたときは ESPは
自動的に作動します。

•  走行速度が約60km/h以上のときに、
タイヤのグリップの限界を検知した
ときは、ESPが作動します。

iESPの機能を解除しているときに
タイヤの空転や横滑りを感知する
と、ESP表示灯が点滅しますが、
ESPは作動しません。

iエンジンを始動したとき、ESPは
常に待機状態になります。

iESPの機能を解除しても、4ETS
の機能は解除されません。
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 盗難防止システム

 盗難防止警報システム

システムが待機状態のとき、以下のよ
うな状況を感知すると、サイレンと非
常点滅灯の点滅で周囲に知らせます。

•  ドアが開けられたとき

•  テールゲートが開けられたとき

•  ボンネットが開けられたとき

•  けん引などで車が持ち上げられて車
が傾いたとき（けん引防止警報機能）
（�54ページ）

•  ウインドウが割られたり、車内で人
などが動いたとき（室内センサー）
（�55ページ）

システムを待機状態にする

�  リモコン操作で車を施錠します。

  けん引防止警報機能解除スイッチの
表示灯①が点滅し、約 10秒後に待
機状態になります。

  システムが待機状態のときは、表示
灯①が点滅を続けます。

システムの待機状態を解除する

�  リモコン操作で解錠します。

G 事故のおそれがあります
•  4ETSは駆動力を確保し、車両操縦
性や走行安定性を高めるシステム
で、無謀な運転からの事故を防ぐ
ものではありません。4ETSが適切
に作動しても、駆動力の確保には
限界があります。

•  4ETS作動時の安全確保や危険回避
については運転者に全責任があり
ます。

!前輪または後輪を持ち上げてけん
引されるときや、ダイナモメーター
上でパーキングブレーキのテスト
を行なうときは、エンジンスイッ
チを 2の位置にしないでください。
4ETSによりブレーキが作動し、ブ
レーキシステムや駆動系部品を損
傷するおそれがあります。

iABSに不具合が生じたときは、
4ETS、ESP、BASの機能も解除さ
れます。

iESPの機能を解除しても、4ETS
の機能は解除されません。
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iリモコン操作での解錠後約 40秒
以内に、以下のいずれかの操作をし
ないと、再び施錠され、システムが
待機状態になります。

 •  ドアを開く

 •  テールゲートを開く

 •  エンジンスイッチにキーを差し
込む

 •  ドアロックスイッチ（解錠）を
押す

!システムが待機状態のときに車内
からドアやテールゲートを開くと警
報が作動します。車内に人がいると
きは待機状態にしないでください。

!システムを待機状態にしても、表
示灯①が点滅しない場合は、システ
ムが故障しています。すみやかにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

警報の作動

警報が作動すると、サイレンが約 30
秒間鳴り、非常点滅灯が通常の約 2倍
の速さで約 5分間点滅します。また、
ルームランプも約 5分間点灯します。

バッテリーの接続が絶たれたときも、
サイレンが鳴ります。

iリモコン操作で施錠した後、エ
マージェンシーキーで運転席ドアや
テールゲートを解錠して開くと、警
報が作動します。

警報が作動したときの停止方法

�  キーの解錠ボタンか施錠ボタンを
押すか、エンジンスイッチにキーを
差します。

iドアやテールゲート、ボンネット
などを開いて警報が作動したときは、
それらをすぐに閉じても、警報は停止
しません。

  けん引防止警報機能

盗難防止警報システムが待機状態のと
き、けん引などで車が持ち上げられて
車が傾くと、けん引防止警報機能が作
動して、サイレンと非常点滅灯の点滅
で周囲に知らせます。

けん引防止警報機能を待機状態にする

�  リモコン操作で車を施錠します。

  約 30秒後にけん引防止警報機能が
自動的に待機状態になります。

けん引防止警報機能の待機状態を解
除する

�  リモコン操作で解錠します。

警報が作動したときの停止方法

�  キーの解錠ボタンか施錠ボタンを
押すか、エンジンスイッチにキーを
差します。
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車を立体駐車場に入れたり、カーフェ
リーや車両運搬車に載せて移動すると
きは、けん引防止警報機能が作動する
ことがあります。そのようなときは
けん引防止警報機能を解除してから施
錠してください。

けん引防止警報機能を解除する

�  エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

�  けん引防止警報機能解除スイッチ①
を押します。

  表示灯②が数秒間点灯し、その後消
灯して、けん引防止警報機能が解除
されます。

�  リモコン操作で車を施錠します。

  けん引防止警報機能が解除され、
車が傾いても警報が作動しなくな
ります。

iけん引防止警報機能を解除して
も、盗難防止警報システムは作動し
ます。

  室内センサー

車を施錠して、室内センサーを待機状
態にしたときは、車内で物体の動きを
検知すると、サイレンが鳴り、非常点
滅灯が点滅します。

例えば、ウインドウが割られたり、車
内に手や物などが侵入したときなどに
警報が作動します。

室内センサーは車内のルーフ中央部に
あります。

システムを待機状態にする

�  室内センサーが正常に作動しなくな
るおそれがあるため、以下を確認し
てください。

 •  ドアウインドウが完全に閉じ
ていること

 •  スライディングルーフが完全に
閉じていること

 •  ルームミラーやアシストグリッ
プにマスコットなどをかけてい
ないこと

�  リモコン操作で車を施錠します。

  けん引防止警報機能解除スイッチの
表示灯が点滅し、約 30秒後に待機
状態になります。

待機状態を解除する

�  リモコン操作で車を解錠します。

警報が作動したときの停止方法

�  キーの解錠ボタンか施錠ボタンを
押すか、エンジンスイッチにキーを
差します。
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車内に人や動物が残る場合やドアウ
インドウ、スライディングルーフを
少し開いておく場合などは、室内セ
ンサーを解除してから車を施錠して
ください。

室内センサーの解除

�  エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

�  室内センサー解除スイッチ①を押し
ます。

  表示灯②が数秒間点滅し、その後
消灯して、室内センサーが解除さ
れます。

�  リモコン操作で車を施錠します。
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i新たにキーをつくる場合は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

  リモコン機能

① 発信部
② 表示灯
③ 施錠ボタン
④ 解錠ボタン
⑤ エマージェンシーキー

リモコン機能付きのキーが 2本付属し
ています。

それぞれのキーにはエマージェンシー
キーを収納しています。

エンジンスイッチにキーを差し込んで
いないときに以下の操作ができます。

• 以下の各部の解錠 / 施錠

 ◇ ドア

 ◇ テールゲート

 ◇ 燃料給油フラップ

•  ドアウインドウとスライディング
ルーフの開閉

操作時に表示灯②が 1回点滅します。

 オープン / クローズ

  キー

G 事故やけがのおそれがあります
•  子供だけを残して車から離れないで
ください。施錠されていても、誤っ
て車内のドアレバーを引いてドアを
開いたり、運転装置に触れて、事故
やけがをするおそれがあります。

•  車から離れるときは、短時間でも必
ず車を施錠してください。また、車
内にキーを残したまま車から離れな
いでください。事故や盗難のおそれ
があります。

•  重い物や必要以上に大きな物、ステ
アリングなどの操作部に接触する物
をキーホルダーとして取り付けない
でください。

  キーホルダー自体の重みや、キーホ
ルダーがステアリングなどに接触す
ることでキーがまわると、エンジン
が停止して事故を起こすおそれがあ
ります。

!キーを紛失したときは、盗難や事
故を防ぐため、ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

!キーは衝撃や水から避けてくださ
い。故障の原因になります。

!キーの先端部を汚したり覆ったり
しないでください。故障や誤作動の
おそれがあります。

!貴重品は絶対に車内に置いたまま
にしないでください。盗難のおそれ
があります。
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!キーを強い電磁波にさらすと、
リモコンに障害が発生するおそれ
があります。

!高圧電線や電波発信塔付近などの
強電界下でリモコン操作を行なう
と、リモコンが作動しなかったり、
誤作動するおそれがあります。

i車両がバッテリーあがりを起こし
たときは、キーの電池が正常でもリ
モコン操作での解錠 / 施錠はでき
ません。

iキーの電池が消耗すると操作時に
表示灯が点灯せず、リモコン操作が
できなくなりますが、エンジンは始
動できます。

解錠する

�  解錠ボタン④を押します。

  ドア、テールゲート、燃料給油フラッ
プが解錠され、非常点滅灯が 1回
点滅します。

iリモコン操作での解錠後約 40秒
以内に、以下のいずれかの操作をし
ないと、再び施錠されます。

 •  ドアを開く

 •  テールゲートを開く

 •  エンジンスイッチにキーを差し
込む

 •  ドアロックスイッチ（解錠）を
押す

施錠する

�  施錠ボタン③を押します。

  ドア、テールゲート、燃料給油フラッ
プが施錠され、非常点滅灯が 3回
点滅します。

!リモコン操作で施錠したときは、
非常点滅灯が 3回点滅したこと、
ドア、テールゲート、燃料給油フ
ラップが確実に施錠され、すべて
のドアウインドウとスライディン
グルーフが閉じていることを確認
してください。 

 リモコン機能の設定切替

リモコン操作での解錠時に、運転席ド
アと燃料給油フラップだけを解錠する
ことができます。

リモコン機能の設定を切り替える

�    施錠ボタン③と解錠ボタン④を同時
に約 6秒間押し続けます。

  キーの表示灯②が 2回点滅し、設
定が切り替わります。

この状態では以下のように作動します。

•  解錠ボタン④を 1回押すと、運転
席ドアと燃料給油フラップが解錠さ
れます。

•  続けて約 40秒以内に解錠ボタン④
を押すと、助手席ドアとリアドア、
テールゲートが解錠されます。

リモコン機能の設定を元に戻す

�    再度、施錠ボタン③と解錠ボタン④
を同時に約 6秒間押し続けます。

  キーの表示灯②が 2回点滅し、元
の設定に戻ります。
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 ロケイターライティング

周囲が暗いとき、リモコン操作で車を
解錠すると、車幅灯、フロントフォグ
ランプ、ドアミラー下部のランプ、テー
ルランプ、ライセンスランプが点灯し
ます。

点灯したランプは、運転席ドアを開い
たとき、または約40秒後に消灯します。

この機能の設定と解除については
（�124ページ）をご覧ください。

  ドアの開閉

G 事故のおそれがあります
•  ドアは確実に閉じてください。ドア
の閉じかたが不完全（半ドア）な場
合、走行中にドアが開くおそれがあ
ります。

•  ドアを開くときは、周囲の安全を十
分確認してください。

•  同乗者がドアを開くときは、危険がな
いことを運転者が確認してください。

!車から離れるときは、エンジンを
停止し、必ずドアを施錠してくだ
さい。

!ドアを閉じるときは、身体や物を
挟まないように注意してください。
車の周りに子供がいるときは、特に
注意してください。

i助手席のドアとリアドア、テール
ゲートは、開いているときにロック
ノブを押し込んでから閉じると施錠
されます。

iドアが完全に閉じていない状態で
走行すると、マルチファンクション
ディスプレイに警告マークが表示さ
れます（�219ページ）。

 車内からの開閉

運転席ドア

車内から開く

�  ドアレバー③を矢印の方向に引き
ます。

  ドアが施錠されているときは、ロッ
クノブ①が上がって解錠され、ドア
も開きます。

車内から閉じる

�  インナーグリップ②を持って確実に
閉じます。
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 車外からの開閉

車外から開く

�  キーシリンダー②を押し、ドアハン
ドル①を持ってドアを開きます。

車外から閉じる

�  ドアハンドル①を持って確実に閉じ
ます。

  車速感応ドアロック

走行速度が約 15km/h以上になると、
ドアとテールゲートを自動的に施錠し
ます。

この機能の設定と解除については
（�126ページ）をご覧ください。

!車速感応ドアロックを設定した状
態で、車を押したり、タイヤ交換
などで車を持ち上げるときは、エ
ンジンスイッチを 0の位置にして
ください。車輪が回転すると施錠
され、車外に閉め出されるおそれ
があります。

i車速感応ドアロックで施錠された
ドアをドアロックスイッチで解錠す
ると、ドアかテールゲートを開くか
エンジンを再始動するまで、車速感
応ドアロックは作動しません。

i車速感応ドアロックで施錠された
ドアを車内から開いて解錠したとき
は、開いたドアを再度閉じて走行速
度が約 15km/h以上になると、ド
アは再び施錠されます。

i車速感応ドアロックにより車が施
錠されていても、事故などのときに
車両が一定以上の衝撃を受けるとド
アは自動的に解錠されます。

  車内からの解錠 /施錠

G 事故やけがのおそれがあります
子供だけを残して車から離れないでく
ださい。施錠されていても、誤って車
内からドアを開いて、事故やけがをす
るおそれがあります。

 ドアごとの解錠 /施錠

解錠する

�  ドアレバー②を矢印の方向に引き
ます。

 このときドアも開きます。

施錠する

�  ロックノブ①を押し込みます。
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!施錠後は、すべてのロックノブが
完全に下がっていることを確認して
ください。

!ロックノブが完全に下がっていな
いドアがあるときは、そのドアを
いったん開き、再度閉じてから施錠
してください。

 ドアロックスイッチでの解錠 /施錠

すべてのドアとテールゲートを解錠 / 
施錠できます。

解錠する

�  ドアロックスイッチ（解錠）①を押
します。

施錠する

�  ドアロックスイッチ（施錠）②を押
します。

iドアロックスイッチで施錠して
も、燃料給油フラップは施錠されま
せん。

iリアドアやテールゲートが開いて
いるときにドアロックスイッチで
施錠すると、開いているリアドア
やテールゲートのロックノブが下
がります。そのまま閉じると施錠
されます。

i助手席ドアが開いているときは、
ドアロックスイッチでは施錠できま
せん。

i運転席ドアが開いているときに、
ドアロックスイッチで施錠すると、
運転席以外のドアが施錠されます。

iリモコン操作で施錠してあるとき
は、ドアロックスイッチでは解錠で
きません。
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 車外からの開閉

テールゲートを開く

�  キーシリンダー①を押し、テール
ゲートハンドル②を持ってテール
ゲートを開きます。

テールゲートを閉じる

�  テールゲートハンドル②を持って確
実に閉じます。

 車内からの開閉

テールゲートを開く

�  レバー②を矢印の方向に引きます。

テールゲートを閉じる

�  インナーグリップ①を持って確実に
閉じます。

  テールゲート

G 中毒のおそれがあります
エンジンがかかっているときは、テー
ルゲートを開いたままにしないでくだ
さい。排気ガスが車内に入り、意識不
明になったり、中毒死するおそれがあ
ります。

G 事故やけがのおそれがあります
子供だけを残して車から離れないでく
ださい。施錠されていても、誤って車
内からテールゲートを開いて、事故や
けがをするおそれがあります。

G けがのおそれがあります
テールゲートを閉じるときは、身体や
物を挟まないように注意してくださ
い。車の周りに子供がいるときは、特
に注意してください。

!テールゲートを開くときは、後方
に十分な空間があり、身体や物に接
触するおそれのないことを確認して
ください。

!テールゲートを閉じたときは、
テールゲートが確実に閉じているこ
とを確認してください。

iリモコン操作で解錠できないとき
は、車外からエマージェンシーキー
で解錠することができます。

iラゲッジルームの中にキーを残し
たままにしないでください。キー
が取り出せなくなるおそれがあり
ます。
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 車内からの解錠 /施錠

車内から解錠する

�  レバー②を矢印の方向に引きます。

 このときテールゲートも開きます。

車内から施錠する

�  ロックノブ①を押し込みます。

iリモコン操作で施錠した後に、レ
バーを引いてテールゲートを解錠し
て開くと、盗難防止警報システムが
作動します。警報を停止するには、
キーの解錠ボタンか施錠ボタンを押
すか、キーをエンジンスイッチに差
し込みます。

 エマージェンシーキーでのテールゲー
トの解錠 /施錠

① キーシリンダー
②  解錠方向
③  施錠方向

リモコンが機能しないときは、エマー
ジェンシーキーでテールゲートを解錠
/ 施錠できます。

解錠する

�  キーシリンダー①にエマージェン
シーキー（�238ページ）を差し込
みます。

�  解錠方向②にまわします。

施錠する

�  キーシリンダー①にエマージェン
シーキーを差し込みます。

�  施錠方向③にまわします。

iリモコン操作で施錠されていると
きに、エマージェンシーキーでテー
ルゲートを解錠して開くと、盗難防
止警報システムが作動します。警報
を停止するには、キーの解錠ボタン
か施錠ボタンを押すか、キーをエン
ジンスイッチに差し込みます。

iエマージェンシーキーでテール
ゲートを解錠 / 施錠しても、ドア、
燃料給油フラップは解錠 / 施錠さ
れません。
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 エンジンスイッチ

作動内容
g 0：キーを差し込む /抜く位置

1 1： エンジンを停止したまま電
気装備の一部を使用すると
きの位置

3 2：走行するときの位置
  すべての電気装備が使用で
きます。

3 3：エンジンを始動する位置
  エンジンスイッチを 3の位
置までまわして手を放すと、
自動的にスターターが作動
し続け、エンジンが始動し
ます。

G 事故のおそれがあります
ごく短時間でも、車から離れるときは
エンジンスイッチからキーを抜いてく
ださい。また、子供だけを車内に残さ
ないでください。いたずらから車の発
進、火災などの事故が発生するおそれ
があります。また、炎天下では車内が
非常に高温になり、熱中症を起こすお
それがあります。

タッチスタート

エンジンスイッチを 3の位置までま
わすと、手を放しても自動的にスター
ターが作動し続けて、エンジンが始動
します。

!走行中にエンジンを停止しないで
ください。エンジンブレーキが効か
なくなります。また、ブレーキやス
テアリングの操作に非常に大きな力
が必要になります。

!バッテリーあがりを防止するた
め、駐車時は必ずエンジンスイッチ
からキーを抜いてください。

iセレクターレバーがBに入っ
ていないときはエンジンスイッチか
らキーを抜くことができません。

iエンジンスイッチからキーを抜か
ずに 0の位置で長時間放置してい
ると、キーがまわせなくなることが
あります。このときは、キーをいっ
たん抜き、再度差してからまわして
ください。

iキーの発信部が覆われていたり、
汚れていると、エンジンを始動でき
なくなります。
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 シート

リアシートのバックレストを倒した
り、リアシートを折りたたむことがで
きます。詳しくは（�153ページ）を
ご覧ください。

G けがのおそれがあります
子供だけを車内に残して車から離れ
ないでください。シート調整スイッ
チに触れるとシートが動き出し、け
がをするおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
運転席シートは、必ず停車している
ときに調整してください。走行中に
調整して操作を誤ると、車のコント
ロールを失い、事故を起こすおそれ
があります。

G けがのおそれがあります
シートを調整するときは、身体や物
などが挟まれないように注意してく
ださい。

シートを調整するときは、エアバッ
グに関する注意もご覧ください（�35
ページ）。

子供を乗せるときは（�40ページ）
もご覧ください。

!シートを調整するときは、足元や
シートの下などに物がないことを確
認してください。シートや物を損傷
するおそれがあります。

!シートを後方に移動したり、バッ
クレストを後方に倒すときはリア
シートと接触しないように注意して
ください。シートやシートバックポ
ケットの収納物を損傷するおそれが
あります。

!バックレストの角度やヘッドレス
トの高さを調整するときは、サン
バイザーを収納してください。ヘッ
ドレストが最も高い位置にあるとき
は、サンバイザーとヘッドレストが
接触するおそれがあります。

  フロントシートの調整

運転席シートのスイッチ
① ヘッドレストの高さ
② バックレストの角度
③ シートの前後位置
④ シートクッションの角度
⑤ シートの高さ

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
とき、または操作する側のフロントド
アが開いているときにシートの調整が
できます。
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  電動ランバーサポート

運転席シートのスイッチ

① ランバーサポートの位置の調整（上）
② ランバーサポートの強さの調整（弱）
③ ランバーサポートの位置の調整（下）
④ ランバーサポートの強さの調整（強）

ランバー（腰部）のサポートを調整で
きます。

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに調整できます。

サポートの位置を調整する

�  スイッチ①（上）または③（下）
を押して、サポートの位置を調整
します。

サポートの強さを調整する

�  スイッチ②（弱）または④（強）
を押して、サポートの強さを調整
します。

i車を解錠したときや、ドアを開い
たとき、エンジンスイッチを 1の
位置にしたときに、ランバーサポー
トの設定が自動的にリセットされる
ことがあります。

バックレストの角度を調整する

�  シート調整スイッチを矢印②の方向
に操作します。

シートの前後位置を調整する

�  シート調整スイッチを矢印③の方向
に操作します。

シートクッションの角度を調整する

�  シート調整スイッチを矢印④の方向
に操作します。

シートの高さを調整する

�  シート調整スイッチを矢印⑤の方向
に操作します。

ヘッドレストの高さを調整する

�  シート調整スイッチを矢印①の方向
に操作します。

 ヘッドレストの角度を調整する

�  ヘッドレストの下部を持って、矢印
の方向に動かします。
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  シートヒーター

G 火傷のおそれがあります
シートヒーターを強で連続して使用
しないでください。また、コートや厚
手の衣服などを着用している状態や、
毛布などの保温性の高いものをシー
トにかけた状態でシートヒーターを
使用しないでください。

異常過熱による低温火傷（紅斑、水
ぶくれ）を起こすおそれがあります。

!以下の事項に該当する方は、熱す
ぎたり、低温火傷をするおそれが
ありますので、十分に注意してく
ださい。

 •  乳幼児、お年寄り、病人、体が
不自由な方

 •  皮膚の弱い方

 •  疲労の激しい方

 •  眠気をさそう薬を服用された方

 •  飲酒した方

!シートに凸部のある重量物を置か
ないでください。故障の原因になり
ます。

i多くの電気装備を使用していた
りバッテリーの電圧が低くなると、
シートヒーターが停止することがあ
ります。このときはスイッチの表示
灯が点滅します。電圧が回復すると、
再び自動的に作動し、表示灯が点灯
します。

  ヘッドレスト

G けがのおそれがあります
乗車しているときは、必ずヘッドレス
トを取り付けてください。事故のとき、
首にけがをするおそれがあります。

G けがのおそれがあります
ヘッドレストの中心が目の高さになる
ように調整してください。事故のとき、
首にけがをするおそれがあります。

 フロントヘッドレスト

ヘッドレストのリセット

バッテリーがあがったりバッテリーの
接続が一時的に断たれたときは、ヘッ
ドレストのリセットが必要になること
があります。

�  シートをいっぱいまで前方に移動し
てから、ヘッドレストをいっぱいま
で上下させます。

 リアヘッドレスト

ヘッドレストの角度を調整する

�  ヘッドレストの下部を持って、前後
に動かします。

 ヘッドレストの取り外し

�  ヘッドレストを引き上げて取り外し
ます。

ヘッドレストの取り付け

�  ヘッドレストの支柱を取り付け穴に
差し込み、押し込みます。
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 フロントシートヒーター

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに使用できます。

スイッチを押すごとに点灯する表示灯
の数が変わり、シートヒーターの作動
内容が切り替わります。

シートヒーターを使用する

�  シートヒータースイッチ①を押し
ます。

  シートヒータースイッチを押すごと
に点灯する表示灯②の数が変わり、
シートヒーターの作動内容が切り替
わります。

シートヒーターを停止する

�  シートヒータースイッチ①を押し
て、表示灯②を消灯させます。

点灯している
表示灯の数

作動内容

3 シートヒーターが
強で作動します。
約 5分後に自動的
に中に切り替わり
ます。

2 シートヒーターが
中で作動します。
約 10分後に自動
的に弱に切り替わ
ります。

1 シートヒーターが
弱で作動します。
約 20分後に自動
的に停止します。

0 停止しています。
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 ステアリング

G けがのおそれがあります
子供だけを車内に残して車から離れな
いでください。ステアリング調整レ
バーを操作することでステアリングが
動きだし、ステアリングに身体を挟ま
れるおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
ステアリングの調整は、必ず停車中に
行なってください。走行中に行なって
操作を誤ると、車のコントロールを失
い、事故を起こすおそれがあります。

G けがのおそれがあります
運転中はステアリングのパッド部を持
たないでください。万一のとき、運転
席エアバッグの作動を妨げるおそれが
あります。

ステアリングのパッド部にカバーをし
たり、バッジやステッカー、オーディ
オのリモコンなどを貼り付けないでく
ださい。運転席エアバッグの作動を妨
げたり、作動時にけがをするおそれが
あります。

!ステアリングをいっぱいまでま
わした状態を長く保持しないでく
ださい。ステアリング装置を損傷
するおそれがあります。

!故障などでエンジンを停止してけ
ん引するときは、十分注意してくだ
さい。エンジンが停止していると、
通常のときに比べてステアリング操
作に非常に大きな力が必要です。

 リアシートヒーター

エンジンスイッチが 2の位置のときに
使用できます。

シートヒーターを強で使用する

�  リアシートヒータースイッチ②の下
側を押します。

  表示灯①が 2つ点灯します。

  シートヒーターが強で作動し、約 5
分後に自動的に弱に切り替わります。

シートヒーターを弱で使用する

�  リアシートヒータースイッチ②の上
側を押します。

  表示灯①が 1つ点灯します。

  シートヒーターが弱で作動し、約
30分後に自動的に停止します。

シートヒーターを停止する

�  強で使用しているときはリアシー
トヒータースイッチ②の下側を押
します。

�  弱で使用しているときはリアシー
トヒータースイッチ②の上側を押
します。

i左リアシートのシートヒーターを
作動させると、中央リアシートも暖
まります。
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  ステアリング位置の調整

① 前後位置の調整
② 上下位置の調整

ステアリングを調整するときは、以下
のことに注意してください。

•  ステアリングを握ったとき、腕に適
度な余裕がある

•  足を自由に動かせて、ペダルが十分
に踏み込める

•  メーターパネルのすべてのメーター
類やマルチファンクションディスプ
レイ、警告灯や表示灯を確認できる

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
とき、または運転席ドアが開いている
ときに調整できます。

前後位置の調整をする

�  レバーを①の方向に操作します。

上下位置の調整をする

�   レバーを②の方向に操作します。

iステアリングの位置は、運転席
シートの位置やドアミラーの角度と
併せて記憶させることができます
（�74ページ）。

  イージーエントリー機能

運転席への乗り降りを容易にするた
め、次のいずれかの操作をすると、ス
テアリングが上方に移動します。

• エンジンスイッチからキーを抜く

•  エンジンスイッチが 0か 1の位置
のときに運転席ドアを開く

ステアリングは、次のいずれかの操作
をすると、元の位置に戻ります。

•  運転席ドアが閉じている状態で、エ
ンジンスイッチにキーを差し込む

•  エンジンスイッチが 0の位置のと
きは、運転席ドアを閉じてから 1
の位置にする

•  エンジンスイッチが 1の位置のと
きは、運転席ドアを閉じて 2の位
置にする

この機能の設定と解除については
（�126ページ）をご覧ください。

G けがのおそれがあります
イージーエントリー機能が作動してい
るときは、乗員の身体が挟まれないよ
うに注意してください。特に子供には
注意してください。

身体が挟まれそうになったときは、以
下の操作をしてください。

•  ステアリング調整レバーをいずれか
の方向に操作する

•  運転席ドアのいずれかのポジション
スイッチ（�74ページ）を押す

iステアリングの位置によっては、
ステアリングが上方に移動しないこ
とがあります。
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 ミラー

G 事故のおそれがあります
ミラー類は必ず走行前に、後方が十分
確認できるように調整してください。
走行中に調整すると、事故を起こすお
それがあります。

ルームミラーやドアミラーには死角が
あります。車線変更をするときなどは、
必ずルームミラーおよびドアミラーで
後方を確認してください。また、肩ご
しに直接斜め後方を確認してください。

!ルームミラーやドアミラーの汚れ
を取るときにガラスクリーナーを使
用するときは、必ずメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場に相談してく
ださい。ガラスクリーナーによって
は、ミラーが変色するおそれがあり
ます。

  ルームミラー

ルームミラーの角度を調整する

�  手でルームミラーの角度を調整し
ます。

  ドアミラー

G 事故のおそれがあります
ドアミラーに写った像は実際よりも遠
くにあるように見えます。車線変更を
するときなどは、肩ごしに直接斜め後
方を確認してください。

! ドアミラーは車体の側面から突き
出ています。すれ違いや車庫入れの
とき、また、歩行者などに十分注意
してください。

iより広い視界を確保するため、
ドアミラーの外側部分は凸面に
なっています。

iドアミラーにはヒーターが装着さ
れています。以下のときには自動的
に温められ、凍結を防ぎます。

 •  リアデフォッガーを使用してい
るとき（�147ページ）

 •  外気温度が低く、エンジンがか
かっているとき

 ドアミラーの角度調整

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに調整できます。



73

車
両
の
操
作

ミラー

ドアミラーの角度を調整する

�  調整したい側のドアミラー選択ボタ
ン②または③を押します。

�  ドアミラー調整スイッチ①を操作し
てドアミラーの角度を調整します。

iドアミラーの角度は、運転席シー
トやステアリングの位置と併せて記
憶させることができます（�74ペー
ジ）。

 ドアミラーの格納 /展開

�  手で格納 / 展開します。

!走行するときはドアミラーを走行
時の位置に戻してください。

!ドアミラーを動かしているとき
は、手を挟んだり、異物が挟まらな
いように注意してください。

   車の周りに子供がいるときは、特に
注意してください。

!洗車機を使用するときはドアミ
ラーを格納してください。ドアミ
ラーを損傷するおそれがあります。

  自動防眩機能

① センサー

周囲が暗く、エンジンスイッチが 1か
2の位置のとき、ルームミラーのセン
サー1が後続車のライトを感知する
と、自動的にルームミラーの色の濃度
が変わり、眩しさを防止します。

i車種や仕様により、ドアミラーも
連動して防眩になります。

G 事故のおそれがあります
荷物を高く積み重ねているときや
セーフティネットを装着したときな
ど、センサーが後続車のライトに照
射されない場合は、自動防眩機能は
作動しません。十分注意して走行し
てください。事故を起こすおそれが
あります。

G けがのおそれがあります
ミラーのガラスが損傷すると、液体が
漏れ出すことがあります。この液体は
物を腐食させる性質がありますので、
皮膚や目に直接触れないよう注意して
ください。

万一、液体が目に入ったときや皮膚に
付着したときは、ただちに清潔な水で
十分洗い流し、医師の診断を受けてく
ださい。

!液体が車の塗装面に付着したとき
は、ただちに水で湿らせた布などで
拭き取ってください。塗装面を損傷
するおそれがあります。

iセレクターレバーがCに入っ
ているときやフロントルームランプ
が点灯しているときは、自動防眩機
能は解除されます。
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メモリー機能

  サイドアンダーミラー

車体右側下部の視界を確保するため
に、サイドアンダーミラー①が装備さ
れています。

サイドアンダーミラーを収納 / 展開
する

�   サイドアンダーミラーを、いずれか
の矢印の方向にまわします。

!サイドアンダーミラーを収納する
ときは、方向指示灯のレンズに当た
らないように注意してください。ミ
ラーやレンズを損傷するおそれがあ
ります。

 メモリー機能

  シート位置の記憶

運転席シート

シート位置をポジションスイッチに記
憶させることができます。

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
とき、または操作する側のフロントド
アが開いているときに記憶と呼び出し
ができます。

シート位置を記憶させる

�  正しいシート位置に調整します。

  運転席では、ステアリングの位置
（�71ページ）、ドアミラーの角度
（�72ページ）も正しく調整します。

iドアミラーの角度を記憶させると
きは、エンジンスイッチを 1か 2
の位置にします。

�  メモリースイッチ①を押します。

�  3秒以内に 1～ 3のいずれかのポ
ジションスイッチ②を押します。

  そのポジションスイッチにシート位
置が記憶されます。
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メモリー機能

  シート位置の呼び出し

G 事故のおそれがあります
運転席シートのシート位置の呼び出
しは、必ず停車中に行なってくださ
い。走行中に行なって操作を誤ると、
車のコントロールを失い、事故を起
こすおそれがあります。

�  呼び出したいポジションスイッチ②
の1～3のいずれかを押し続けます。

  シートなどが動きはじめ、記憶させ
た位置になると停止します。

!バックレストを大きく後方に傾け
た位置にしているときは、記憶位置
を呼び出す前に、バックレストを起
こしてください。

i 安全のため、ポジションスイッチ
から手を放すと、シートなどの動
きが停止します。

  助手席側ドアミラーのパーキング
ヘルプ機能

セレクターレバーをCに入れたと
きに、助手席側ドアミラーの角度があ
らかじめ記憶されていた角度になり、
車両後方の視界を確保して後退を容易
にします。

後退時のドアミラーの角度を記憶さ
せる

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�  助手席側ドアミラー選択ボタン②を
押します。

�  ドアミラー調整スイッチ①で、後退
時に後方を確認しやすい角度にドア
ミラーを調整します。

�   運転席シートのメモリースイッチ④
を押します。

�  約 3秒以内に調整スイッチ①をい
ずれかの方向に押します。

  このとき助手席側ドアミラーが動か
なければ、そのときの角度に記憶さ
れます。

i助手席側ドアミラーが動いたときは
最初からやり直してください。

�  調整スイッチ①で走行時の角度に助
手席ミラーを調整します。

!走行する前に、後方が十分確認で
きるように助手席側ドアミラーの角
度を調整してください。
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シートベルト

記憶させたドアミラーの角度を呼び
出す

エンジンスイッチが 2の位置のときに
作動します。

�  助手席側ドアミラー選択ボタン②を
押します。

�  セレクターレバーをCに入れます。

  助手席側ドアミラーの角度が、あ
らかじめ記憶されていた角度にな
ります。

i運転席側ドアミラーが選択されて
いるときは、この機能は働きません。

 このときは、助手席側ドアミラー選
択ボタンを押して、助手席側ドアミ
ラーを選択してください。

助手席側ドアミラーは次のいずれかの
ときに元の角度に戻ります。

•  走行速度が約 10km/h以上になった
とき

•  セレクターレバーをCの位置か
ら他の位置に入れて約 4秒経過し
たとき

•  運転席側ドアミラー選択ボタン③を
押したとき

 シートベルト

  シートベルトの着用

G けがのおそれがあります
シートベルトを正しく着用していな
かったり、シートベルトがバックル
に確実に差し込まれていないと、シー
トベルトの機能が十分に発揮されず
に、致命的なけがをするおそれがあ
ります。

•  着用前に、シートベルトやバック
ルに損傷や汚れがないことを確認
してください。

•  乗員全員が、常にシートベルトを
正しく着用していることを確認し
てください。

•  シートベルトは身体に密着させて、
ねじれのないように着用してくだ
さい。

•  コートなどの厚手の衣類は着用し
ないでください。

•  肩を通るベルトは肩の中央にかけ
てください。絶対に首や脇の下に
は通さないでください。また、シー
トベルトを引き上げて胸に密着さ
せてください。

•  腰を通るベルトは腰骨のできるだ
け低い位置にかけてください。

•  ペンや眼鏡など、衣類のポケット
に入れたとがった物やこわれやす
い物にシートベルトをかけないで
ください。

•  シートベルトクリップなどを使用
してシートベルトにたるみをつけ
ないでください。
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シートベルト

•  1本のシートベルトを 2人以上で
共用したり、シートベルトと身体
の間にバッグなどを挟み込まな
いでください。

•  シートベルトをドアに挟んだり、
鋭利な部分に当てないでください。

•  シートベルトにたばこの火など、
熱いものを近付けないでください。

•  バックル部分に異物を入れないで
ください。

•  シートベルトを分解したり、改造
しないでください。

•  子供を膝の上に座らせて走行しな
いでください。急な進路変更時や
急ブレーキ時、衝突時などに子供
を保護することができず、子供と
他の乗員が致命的なけがをするお
それがあります。

•  身長 150cm未満の乗員または 12
歳未満の子供は、シートベルトを
正しく着用することができません。
必ずチャイルドセーフティシート
を適切なシートに装着して、子供
の安全を確保してください。

  詳しくは（�40ページ）をご覧く
ださい。

•  チャイルドセーフティシートを装
着するときは、製品に添付されて
いる取扱説明書に従ってください。

•  妊娠中の方やけがの治療中の方は、
医師に相談の上、シートベルトを
着用してください。

•  シートベルトを使って、重い荷物
などを固定しないでください。

•  乗員が装着しているシートベル
トで荷物などを固定しないでく
ださい。

G けがのおそれがあります
シートベルトの効果は、バックレスト
ができるだけ垂直に近い位置で、乗
員が上体を起こして座っている場合
にのみ発揮することができます。絶
対にバックレストを大きく寝かせた
状態で走行しないでください。急ブ
レーキ時や衝突時などに致命的なけ
がをするおそれがあります。

G けがのおそれがあります
•  汚れていたり損傷しているシート
ベルトや、事故で衝撃を受けた
シートベルト、改造を受けたシー
トベルトは、適切な保護性能を発
揮することができません。事故な
どのときに致命的なけがをするお
それがあります。

  シートベルトに汚れや損傷がない
ことを定期的に確認してください。

  損傷しているシートベルトや事故
などで衝撃を受けたシートベルト
は、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検し、必要であれば
交換してください。

•  純正部品以外のシートベルトは使
用しないでください。

•  シートベルトの強度が低下し、乗
員保護機能が損なわれるため、清
掃するときは以下の点に注意して
ください。

 ◇  強い酸性やアルカリ性洗剤、有
機溶剤などを使用しない

 ◇  乾燥時にドライヤーや直射日光
を当てない

 ◇  シートベルトを漂白したり、染
色しない
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シートベルト

 フロントシート / 左右リアシート

運転席シート

シートベルトを着用する

�  シート位置を調整し、バックレス
トをできるだけ垂直に近い角度に
します。

�  ベルトガイド4からシートベルト
をゆっくり引き出します。

  シートベルトがロックして引き出
せないときは、シートベルトを少
し戻してから、再びゆっくり引き
出します。

�  シートベルトにねじれがないことを
確認し、プレート2の先端をバッ
クル1に差し込みます。

�  腰を通るベルトは腰骨のできるだけ
低い位置にかかるようにして、ベル
トにたるみがないように身体に密着
させます。

�  肩を通るベルトが肩の中央にかかっ
ていることを確認します。

�  必要に応じてシート位置を調整しま
す（�66ページ）。

�  必要に応じて肩を通るベルトを引
き上げて、ベルトを身体に密着さ
せます。

シートベルトを外す

�  手でプレート 2 を持ち、バック
ル 1 の解除ボタン 3 を押して、
シートベルトをゆっくり巻き取ら
せます。

 中央リアシート

中央リアシートには分割収納式シート
ベルトを装備しています。

シートベルトを着用する

�  シートベルトホルダー1に収納さ
れているプレート4、7を後方に
引いて取り出します。

�  シートベルトをゆっくり引き出し
ます。

�  シート左側のバックル2に、シー
トベルト先端のプレート4を差し
込みます。
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シートベルト

�  プレート⑦を持ち、腰を通るベルト
が腰骨のできるだけ低い位置にかか
るようにして、ベルトにたるみがな
いように身体に密着させます。

�  シート右側のバックル⑤に、プレー
ト⑦を差し込みます。

�  肩を通るベルトが肩の中央にか
かっていることを確認します。

�  必要に応じて肩を通るベルトを引
き上げて、ベルトを身体に密着さ
せます。

シートベルトを収納する

�  右側バックルの解除ボタン⑥を押し
ながらプレート⑦を取り外します。

�  プレート⑦の先端またはドライバー
などで左側バックルの解除ボタン
③を押しながらプレート④を取り
外し、シートベルトをゆっくり巻
き取らせます。

�  シートベルトホルダー①にプレー
ト④、⑦を差し込みます。

!プレート④、⑦は、シートベルト
ホルダー①に確実に差し込んでくだ
さい。

iバックル②、⑤は、シートの切り
欠き部に収納することができます。

  シートベルト着用警告

üシートベルト警告灯

エンジンスイッチを 2の位置にすると
点灯し、数秒後に消灯します。

点灯しないときは警告灯の異常です
ので、すみやかにメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

エンジンがかかっているときに運転席
の乗員がシートベルトを着用していな
いときは、シートベルト警告灯が点灯
します。

シートベルト警告音

運転席の乗員がシートベルトを着用し
ないでエンジンスイッチを 2の位置に
するかエンジンを始動すると、警告音
が数秒間鳴り、シートベルトの着用を
促します。

走行中のシートベルト警告

走行速度が約 25km/h以上になった
ときに、運転席の乗員がシートベルト
を着用していないかシートベルトを
バックルから外したときは、シートベ
ルト警告灯が点滅して、断続的な警告
音も鳴ります。

そのままの状態で約 60秒間走行する
か、または停車したときは警告灯は点
灯に変わり、警告音も鳴り止みます。
ただし、シートベルトを着用しないま
ま再び走行を始めて速度が約25km/h
以上になると、この警告は繰り返し行
なわれます。
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シートベルト

  フロントシートベルト / 左右リア
シートベルトの高さ調整

シートベルトが首にかかったり、肩か
ら外れたりしないように高さを調整し
ます。

高さは 5段階に調整できます。

高さを調整する

�  上げるときは、調整ノブ1をその
まま上げます。

�  下げるときは、調整ノブ1を引き
ながら下げます。

  調整後は確実にロックしていること
とを確認してください。

  正しい運転姿勢

G 事故のおそれがあります
運転席の乗員は必ず運転前に自分の
運転姿勢に合った正しいシート位置
に調整してください。また、ステアリ
ングの調整は、必ず運転前に行なって
ください。

 運転中に調整して操作を誤ると、車
のコントロールを失い、事故を起こ
すおそれがあります。

G けがのおそれがあります
•  バックレストと背中の間に物を挟
まないでください。事故のとき、
けがをするおそれがあります。

•  バックレストを大きく後方に傾け
た状態で走行しないでください。
急ブレーキ時や衝突時などに身体
がシートベルトの下を抜けてベル
トの力が腹部や首にかかり、致命
的なけがをするおそれがあります。
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ランプ

正しい運転姿勢になるようにシート
を調整してください。

�  以下のことに注意して、シートと
ヘッドレストを調整します。

 •  運転席エアバッグとの間隔を、
できるだけ確保する

 •  バックレストはできるだけ垂直
にする

 •  シートベルトが正しく着用できる

 •  大腿部がシートクッションに軽く
支えられている

 •  ペダルが楽に踏み込める

 •  ヘッドレストの中央が目の高さ
にある

�  以下のことに注意して、ステアリン
グを調整します。

 •  ステアリングを握ったときに、
腕に適度な余裕がある

 •  足を自由に動かせて、ペダルが
十分に踏み込める

 •  メーターパネルのすべてのメー
ター類やマルチファンクション
ディスプレイ、警告灯や表示灯
を確認できる

�  以下のことに注意して、シートベル
トを着用します。

 •  シートベルトが身体に密着して
いる

 •  肩を通るベルトが肩の中央にか
かっている

 •  腰を通るベルトが腰骨のできる
だけ低い位置にかかっている

 ランプ

  ランプスイッチ

1 ランプスイッチ
2 フロントフォグランプ表示灯
3 リアフォグランプ表示灯

ランプスイッチ1をまわして各位置
に合わせます。

位置 作動内容

$ すべてのランプが消灯

Ã 周囲の明るさに応じて自動
的に点灯 / 消灯

T 車幅灯、テールランプ、ラ
イセンスランプやスイッチ
などの照明が点灯

L 車幅灯などに加え、ヘッド
ランプが点灯

!エンジンを停止した状態で、ラン
プを長時間点灯しないでください。
バッテリーがあがるおそれがあり
ます。
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ランプ

 車幅灯

車幅灯を点灯する

�  ランプスイッチ1をTの位置に
合わせます。

 ヘッドランプ

ヘッドランプは手動または自動で点灯 
/消灯することができます。

ヘッドランプが点灯すると、メーター
パネルのヘッドランプ表示灯Lが
点灯します。

ヘッドランプを手動で点灯する

�  ランプスイッチ1をLの位置に
合わせます。

ヘッドランプを自動で点灯する

�  ランプスイッチ1をÃの位置に
合わせます。

  周囲が暗いとき、エンジンスイッチ
を 1の位置にすると、車幅灯、テー
ルランプ、ライセンスランプが点灯
します。

  エンジンを始動すると、上記に加え
てヘッドランプも点灯します。

G 事故のおそれがあります
•  ランプの点灯 / 消灯に関する責任は
運転者にあります。ランプの自動点
灯機能は運転者を支援する機能です。

•  以下の状況などではランプは自動的
に点灯しなかったり、点灯していた
ランプが消灯して事故を起こすおそ
れがあります。このときは、手動で
ランプを点灯してください。

 ◇  霧の中を走行するとき

 ◇  対向車のランプなどにより、セ
ンサーが正常に作動しないとき

•  ランプスイッチをÃからLの
位置にするときは、必ず停車してく
ださい。ランプが一瞬消灯して事故
を起こすおそれがあります。

!ランプが自動的に点灯していると
きは、エンジンスイッチを 0の位
置に戻して運転席ドアを開くと警告
音が鳴り、マルチファンションディ
スプレイに " ﾗｲﾄ ｦ ｵﾌ ﾏﾀﾊ ｷｰｦ ﾇｲﾃ ｸ
ﾀﾞｻｲ " と表示されます。このときは
必ずランプスイッチを$の位置
にするか、エンジンスイッチから
キーを抜いてください。バッテリー
があがるおそれがあります。

!ランプスイッチをTかLの
位置にしたまま、エンジンスイッ
チからキーを抜いて運転席ドアを
開くと、警告音が鳴り、マルチファ
ンションディスプレイに " ﾗｲﾄ ｦ ｹ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ " と表示されます。この
ときはランプを消灯してください。
バッテリーがあがるおそれがあり
ます。
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!フォグランプは、霧などの悪天候
で、十分な視界が確保できないとき
以外には使用しないでください。対
向車や後続車の迷惑になります。

 パーキングランプ

暗がりでの駐車時に後続車などに車の
存在を知らせるため、車幅灯とテール
ランプだけを点灯します。

パーキングランプを点灯する

エンジンスイッチが 0の位置のとき、
またはキーを差し込んでいないときに
点灯させることができます。

�  ランプスイッチ1をXまたは
Wの位置にします。

位置 作動内容

X 右側のパーキングランプが
点灯

W 左側のパーキングランプが
点灯

  車外ランプ消灯遅延機能

周囲が暗いときにエンジンを停止する
と、車幅灯、フロントフォグランプ、
テールランプ、ライセンスランプが点
灯し、ドアやテールゲートを開いて閉
じた後、約 15秒後に消灯します。

この機能の設定と解除については
（�124ページ）をご覧ください。

車外ランプ消灯遅延機能を一時的に解
除する

�  エンジンを停止した後、エンジンス
イッチを再度 2の位置にします。

iフロントウインドウの上部中央に
は明るさを感知するセンサーがあり
ます。センサーにステッカーなどを
貼付すると、自動点灯機能が働かな
くなります。

iランプスイッチがÃの位置の
ときは、トンネルなどの暗い場所や
悪天候のときなどに、ランプが自動
的に点灯することがあります。

 フォグランプ

フロントフォグランプを点灯する

�  ランプスイッチ①の位置がTま
たはLのとき、ランプスイッチ
①を 1段引きます。

  フロントフォグランプが点灯し、フ
ロントフォグランプ表示灯②が点灯
します。

フロントフォグランプとリアフォグラ
ンプを点灯する

�  ランプスイッチ①の位置がTま
たはLのとき、ランプスイッチ
①を 2段引きます。

   フロントフォグランプとリアフォグ
ランプが点灯し、フロントフォグラ
ンプ表示灯②とリアフォグランプ表
示灯③が点灯します。

G 事故のおそれがあります
ランプスイッチがÃの位置のとき
は、フォグランプを点灯することがで
きません。

霧の中を走行するときは、あらかじめ
ランプスイッチをLの位置にして
ヘッドランプを点灯してください。
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i車外ランプが消灯するまでの時間
は、ドアまたはテールゲートを閉じ
てから消灯するまでのおよその時間
です。

iエンジンを停止してからドアや
テールゲートを閉じたままにする
か、開いてそのままにしてから約
60秒後にランプは消灯し、この機
能は解除されます。

iこの機能は、ランプが消灯してか
ら約 10分以上経過すると働かなく
なります。

  ヘッドランプの下向き /上向きの
切り替え

!対向車があるときや市街地を走行
するときは、ヘッドランプを上向き
にしないでください。

ヘッドランプを下向きにする

�  コンビネーションスイッチを2の
位置にします。

ヘッドランプを上向きにする

�  コンビネーションスイッチを1の
位置にします。

  メーターパネルのハイビーム表示灯
Kが点灯します。

パッシングする

�  エンジンスイッチが 1または 2の
位置のときに、コンビネーションス
イッチを3の方向に引きます。

  引いている間ヘッドランプが上向き
で点灯します。

  また、メーターパネルのハイビーム
表示灯Kが点灯します。

  コンビネーションスイッチから手を
放すと2の位置に戻ります。

  方向指示

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに点滅させることができます。

右側の方向指示灯を点滅させる

�  コンビネーションスイッチを1の
方向に操作します。
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左側の方向指示灯を点滅させる

�  コンビネーションスイッチを2の
方向に操作します。

ステアリングを直進に戻すとコンビ
ネーションスイッチは自動的に戻りま
す。戻らないときは手で戻してください。

方向指示灯が点滅しているときは、
メーターパネルの方向指示表示灯も点
滅します。

i方向指示灯を使用しているときに
非常点滅灯スイッチを押すと、非常
点滅灯に切り替わります。再度、非
常点滅灯スイッチを押すと、方向指
示灯に切り替わります。

iコンビネーションスイッチを軽く
操作すると、方向指示灯が 3回点
滅します。

  非常点滅灯

故障などの非常時に、やむを得ず路上
で停車するときなどに使用します。

非常点滅灯を使用する

�  非常点滅灯スイッチ①を押します。
すべての方向指示灯が点滅し、ス
イッチと、メーターパネルの方向指
示表示灯も点滅します。

非常点滅灯を消灯させる

�  再度、非常点滅灯スイッチ1を押
します。

!非常時以外は使用しないでくだ
さい。

!エンジンを停止して長時間使用す
ると、バッテリーがあがるおそれが
あります。

i非常点滅灯を使用しているときに
コンビネーションスイッチを左折ま
たは右折方向に操作すると、その方
向の方向指示灯の点滅に切り替わり
ます。

  方向指示灯が消灯すると、再び非常
点滅灯に切り替わります。

iエンジンスイッチが 1か 2の位置
のとき、エアバッグかシートベル
トテンショナーが作動すると、非
常点滅灯が自動的に点滅します。
自動的に点滅した非常点滅灯を消
灯するときは、非常点滅灯スイッ
チを押します。
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  ヘッドランプウォッシャー

ヘッドランプウォッシャーを作動させる

エンジンスイッチが 2の位置のときに
作動します。

�  ヘッドランプウォッシャースイッチ
1を押します。

!ヘッドランプウォッシャーを使用
するときは、歩行者に水しぶきや
ウォッシャー液がかからないように
注意してください。

!ヘッドランプには樹脂製レンズを
使用しているため、必ず専用の純正
ウォッシャー液を使用してくださ
い。レンズを損傷するおそれがあり
ます。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ウォッシャーの操作をしない
でください。ウォッシャーポンプを
損傷するおそれがあります。

i冬季にはウォッシャー液の濃度に
注意し、冬用の純正ウォッシャー液
を使用してください。

iエンジンがかかっていて車幅灯が
点灯しているときに、フロントウ
インドウウォッシャー（�91ペー
ジ）を約 5回噴射させると、ヘッ
ドランプウォッシャーがヘッドラ
ンプに向けて噴射されます。

  コーナリングランプ

以下のときに、方向指示灯の点滅、ま
たはステアリング操作に連動して、フ
ロントフォグランプが点灯します。

•  周囲が暗いとき

•  エンジンがかかっていて、走行速度
が約 40km/h以下のとき

•  ヘッドランプが点灯しているとき

方向指示灯の点滅との連動

�  方向指示灯を点滅させます。

  点滅させた側のフロントフォグラン
プが点灯します。

セレクターレバーがCに入ってい
るときは、フロントフォグランプは点
灯しません。

ステアリング操作との連動

�  ステアリングを操作します。

  操作した側のフロントフォグランプ
が点灯します。

セレクターレバーがCに入ってい
るときは、ステアリングを操作した方
向と逆側のフロントフォグランプが点
灯します。

i点滅させた方向指示灯の方向と、
ステアリングの操作方向が異なると
きは、方向指示灯と同じ側のフロン
トフォグランプが点灯します。

iフロントフォグランプはゆっくり
消灯するため、一時的に左右両側の
フロントフォグランプが点灯するこ
とがあります。
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•  フロントドアを開くとフロントルー
ムランプ④が点灯します。

  リアドアを開くとリアルームランプ
（�88ページ）が点灯します。

 ◇   エンジンスイッチが 2の位置の
ときは、ドアを閉じるとただち
に消灯します。

   ドアを開いたままのときは消灯
しません。

 ◇   エンジンスイッチが 0か 1の位
置のとき、またはキーが抜いて
あるときは、ドアを閉じると約
10秒後に消灯します。

   ドアを開いたままのときは約 5
分後に消灯します。

•  テールゲートを開くとラゲッジルー
ムランプが点灯します。

  テールゲートを閉じるとただちに消
灯します。

  テールゲートを開いたままのときは
約 10分後に消灯します。

!車を施錠したときは、ルームラン
プが消灯することを確認してくだ
さい。

ルームランプを常時消灯モードにする

�  ルームランプスイッチ③の右側を
押します。

  以下のいずれかの操作をしても、
ルームランプは点灯しません。

 ・  エンジンスイッチからキーを抜く

 ・  リモコン操作で解錠する

 ・  ドアを開く

 ・  テールゲートを開く

  ルームランプ

①  リアルームランプ / ラゲッジルーム
ランプスイッチ

② 読書灯（右側）スイッチ
③ ルームランプスイッチ
④ 読書灯（左側）スイッチ

 ルームランプの点灯 /消灯

ルームランプを自動点灯モードにする

�  ルームランプスイッチ③を左右ど
ちら側にも押されていない状態に
します。

周囲が暗いときに以下の操作をする
と、ルームランプが点灯 /消灯します。

•  エンジンスイッチからキーを抜くと
点灯し、約 10秒後に消灯します。

  この機能の設定と解除については
（�125ページ）をご覧ください。

•  リモコン操作で解錠すると点灯し、
約 30秒後に消灯します。



88
車
両
の
操
作

ランプ

ルームランプを手動で点灯する

�  ルームランプスイッチ③の左側を
押します。

 フロント読書灯

フロント読書灯を点灯 / 消灯する

�  読書灯スイッチ②または④を押し
ます。

  読書灯が点灯 / 消灯します。

 リアルームランプ

① 読書灯（右側）スイッチ
② 読書灯（左側）スイッチ

リアルームランプを点灯 / 消灯する

�  エンジンスイッチが 2の位置のと
き、リアルームランプ /ラゲッジ
ルームランプスイッチ①（�87ペー
ジ）を押します。

 リア読書灯

リア読書灯を点灯 / 消灯する

�  読書灯スイッチ①または②を押し
ます。

  読書灯が点灯 / 消灯します。

 ラゲッジルームランプ

① ラゲッジルームランプ

ルームランプが自動点灯モード（�87
ページ）で周囲が暗いときにテール
ゲートを開くと点灯します。

また、エンジンスイッチが 2の位置の
とき、リアルームランプ / ラゲッジ
ルームランプスイッチ①（�87ペー
ジ）を押すと、点灯 / 消灯します。

ラゲッジルームランプの消灯

テールゲートを開いてラゲッジルーム
ランプが点灯したときは、リアルー
ムランプ / ラゲッジルームランプス
イッチ①を押しても、ラゲッジルーム
ランプは消灯しません。

長時間テールゲートを開いたままにす
るときは、バッテリーあがりを防ぐた
めに、以下の方法でラゲッジルームラ
ンプを消灯してください。
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② ロックプレート
③ テールゲートハンドルのキーシリンダー

�  テールゲートのロックプレート②
を矢印の方向にいっぱいまでまわ
します。

 ラゲッジルームランプが消灯します。

�  再度ラゲッジルームランプを点灯す
るときは、テールゲートハンドルの
キーシリンダー③を押します。

!テールゲートを閉じる前には、必
ずテールゲートハンドルのキーシリ
ンダーを押し、ロックプレートを元
の位置（イラストの位置）に戻して
ください。

 ロックプレートが下方にロックされ
た状態でテールゲートを閉じようと
すると、ロックプレートがボディの
ロック部に当たり、ロックプレート
やボディのロック部などを損傷する
おそれがあります。

 乗降用ランプ

ドア下部に乗降用のランプがあります。

ルームランプが自動点灯モードのとき
に、ドアを開くと点灯します。

 ドアミラー下部のランプ

ロケイターライティング機能（�60
ページ）として作動します。

周囲が暗いとき、リモコン操作で車を
解錠すると点灯し、フロントドアを開
くと開いた側のドアミラーランプが消
灯します。フロントドアを開かない場
合は、約 40秒後に消灯します。

 ステップカバーランプ

① ステップカバーランプ

フロントドアを開くと点灯します。

フロントドアを開いたままのときは、
約 5分後に消灯します。

iG 55 AMG longは、リアのステッ
プカバーにもランプを装備してい
ます。

 リアドアを開くと約 5分間点灯し
ます。

 アンビエントランプ *

ドアのアームレスト下部にあります。

車外ランプの点灯 /消灯に連動して
点灯 /消灯します。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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  フロントワイパー

①  ティップ機能 / ウインドウウォッ
シャーの噴射

② ワイパー作動モードのマーク

 フロントワイパーを作動させる

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに作動します。

�  コンビネーションスイッチをまわし
てワイパー作動モードのマーク②を
Ｉ～ IIIに合わせます。

位置 作動内容

0 停止

Ｉ AUTOモード

II 低速モード

III 高速モード

!エンジンを停止するときは、必ず
コンビネーションスイッチを 0の
位置に戻してください。コンビネー
ションスイッチが I～ IIIの位置の
ままエンジンスイッチを 1の位置
にすると、ワイパーが作動し、ウイ
ンドウが濡れていないときは傷が付
くおそれがあります。

 ワイパー

!ワイパーやウインドウウォッ
シャーを使用するときは、歩行者に
水しぶきやウォッシャー液がかから
ないように注意してください。

!ウインドウを拭くときなどは、必
ずワイパーを停止してください。ワ
イパーが動き、けがをするおそれが
あります。

!ウインドウが乾いているときはワ
イパーを使用しないでください。ウ
インドウの表面に細かい傷が付くお
それがあります。ウインドウが汚れ
ている場合は、必ずウォッシャー液
を噴射してからワイパーを使用して
ください。

!寒冷時にはワイパーブレードがウ
インドウに貼り付くことがありま
す。作動させる前に貼り付いていな
いことを確認してください。貼り付
いたままワイパーを操作すると、ワ
イパーブレードやモーターを損傷す
るおそれがあります。

!雪などが付着しているときは、雪
などを取り除いてからワイパーを操
作してください。作業の際には、安
全のため、エンジンスイッチから
キーを抜いてください。
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!ワイパーを使用する必要がないと
きは、必ずコンビネーションスイッ
チを 0の位置にしてください。フ
ロントウインドウの汚れや光線の乱
反射などでレインセンサーが誤作動
し、フロントウインドウが濡れてい
ないときでもワイパーが作動するこ
とがあります。

iAUTOモードは、レインセンサー
が感知した雨滴量や走行速度などに
応じて、ワイパーの作動を自動的に
切り替えます。

iコンビネーションスイッチが II、
IIIの位置のときも、停車時または
ごく低速での走行時のワイパーの作
動は、レインセンサーにより自動調
整されます。

iAUTOモードのときは、停車時に
フロントドアを開くとワイパーは停
止します。ワイパーは以下のときに
作動を再開します。

 •  セレクターレバーがBまたは
Aに入っているときは、フロ
ントドアを閉じてセレクターレ
バーを他の位置に入れたとき

 •  セレクターレバーが7または
Cに入っているときは、フロ
ントドアを閉じたとき

iフロントワイパーが作動しないと
きは、別のモードを選択すると作動
することがあります。

iコンビネーションスイッチがＩの
位置のとき、エンジンスイッチを 1
の位置にすると、フロントウインド
ウが濡れていなくてもフロントワイ
パーが 1回作動します。

iコンビネーションスイッチをＩの
位置にすると、フロントワイパーが
1回作動します。

iボンネットが開いているときはフ
ロントワイパーは作動しません。

 ワイパーを 1回だけ作動させる
（ティップ機能）

�  コンビネーションスイッチを矢印①
の方向に軽く押します。

  ウォッシャー液が噴射せずにワイ
パーが 1回だけ作動します。

この機能はフロントウインドウが濡れ
ているときだけ使用してください。

 ウインドウウォッシャーを噴射させる

�  エンジンスイッチが 1か 2の位置
のときに、コンビネーションスイッ
チを矢印①の方向にいっぱいまで押
します。

  押している間、ウインドウウォッ
シャー液が噴射し、ワイパーも作動
します。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ウォッシャーの操作をしない
でください。ウォッシャーポンプを
損傷するおそれがあります。

i冬季にはウォッシャー液の濃度に
注意し、冬用の純正ウォッシャー液
を使用してください。

iエンジンがかかっていて車幅灯が
点灯しているときに、フロントウ
インドウウォッシャーを約 5回噴
射させると、ヘッドランプウォッ
シャーがヘッドランプに向けて噴射
されます。
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 レインセンサー

③ レインセンサー

フロントウインドウの図の位置にレイ
ンセンサー③があります。

!レインセンサーの上にステッカー
などを貼付しないでください。レイ
ンセンサーが正しく機能しなくなり
ます。

  リアワイパー

①  リアワイパースイッチ
② リアウインドウウォッシャースイッチ
③  表示灯

 リアワイパーを作動させる

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに作動します。

�  リアワイパースイッチ①を押します。

  リアワイパーが間欠モードで作動
し、スイッチの表示灯③が点灯し
ます。

停止するときは、再度リアワイパース
イッチを押します。

 リアウインドウウォッシャーを噴射さ
せる

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに作動します。

�  リアウインドウウォッシャースイッ
チ②を押します。

  ウォッシャー液が噴射され、リアワ
イパーが数回作動します。

iフロントワイパーが作動している
ときに、セレクターレバーをC

に入れると、リアワイパーが以下の
ように作動します。

 •  フロントワイパーが間欠作動の
とき

  間欠で作動します。

 •  フロントワイパーが低速または
高速作動のとき

  低速で作動します。
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 パワーウインドウ

  ドアウインドウの開閉

G けがのおそれがあります

•  ドアウインドウを開くときは、ドア
ウインドウに触れたり、身体を寄り
かけないでください。ドアウインド
ウとドアフレームとの間に身体が引
き込まれて、けがをするおそれがあ
ります。

•  ドアウインドウを閉じるときは、身
体や物が挟まれないように注意して
ください。挟まれそうになったとき
は、ただちにドアウインドウスイッ
チを操作してドアウインドウを開い
てください。

•  子供だけを車内に残して車から離
れないでください。運転装置に触
れてけがをしたり、事故の原因に
なります。

  また、車内が高温または低温になる
と、命に関わるおそれがあります。

•  子供が車内からドアやドアウインド
ウを開くと、事故やけがの原因にな
ります。

  子供を乗せるときは、リアドアや
テールゲート、リアドアウインドウ
のチャイルドプルーフロックを使用
してください。

運転席ドアのスイッチ
① チャイルドプルーフロックスイッチ
② 左側フロントドアウインドウスイッチ
③ 右側フロントドアウインドウスイッチ
④ 右側リアドアウインドウスイッチ
⑤ 左側リアドアウインドウスイッチ

ドアウインドウスイッチは各ドアにあ
ります。

運転席ドアには、すべてのドアウイン
ドウスイッチがあります。

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに操作できます。

ドアウインドウを開く

�  スイッチ②③④⑤を軽く押します。

  押している間だけ開きます。

  スイッチ②③④⑤をいっぱいまで押
すと、自動で開きます。

ドアウインドウを閉じる

�  スイッチ②③④⑤を引きます。

  押している間だけ閉じます。

!車から離れるときや洗車のとき
は、すべてのドアウインドウが完
全に閉じていることを確認してく
ださい。
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iドアウインドウが自動で開いてい
るときに、スイッチを操作すると、
その位置で停止します。

i運転席ドアのスイッチで助手席ま
たはリアドアのドアウインドウを開
閉しているときは、助手席ドアまた
はリアドアのスイッチは操作できま
せん。

iリモコン操作でドアウインドウを
開閉することができます。

i運転席ドアのチャイルドプルーフ
ロックスイッチ①で、リアドアに
あるリアドアウインドウスイッチを
操作できなくすることができます
（�46ページ）。

  ドアウインドウが自動で開かないとき

バッテリーあがりやバッテリーの交換
などで、一時的に電源が断たれたとき
は、ドアウインドウが自動で開かなく
なることがあります。

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�  スイッチを引いて全閉にし、そのま
ま約 2秒以上保持します。

この操作を他のドアウインドウでも行
なってください。再び、ドアウインド
ウが自動で開くようになります。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

  コンビニエンスオープニング

車内が暑くなっているときなど、乗車
する前に車内の空気を換気したいとき
は、リモコン操作でドアウインドウと
スライディングルーフを開くことがで
きます。

�  キーの先端部を運転席ドアのドアハ
ンドル1に向けて、キーの解錠ボ
タン2を押し続けます。

  すべてのドアウインドウとスライ
ディングルーフが開きます。

  解錠ボタンから指を放すと、作動中
のドアウインドウとスライディング
ルーフはその位置で停止します。

!高圧電線や電波発信塔付近などの
強電界下でリモコン操作を行なう
と、リモコンが作動しなかったり、
誤作動することがあります。

!リモコン操作でドアウインドウとス
ライディングルーフを開閉するとき
は、必ず運転席ドアハンドルに向け
て操作してください。車の前方また
は後方から操作すると作動しません。

iエンジンスイッチにキーを差し込
んでいるときは、リモコン操作はで
きません。
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  コンビニエンスクロージング機能

車から降りた後に、リモコン操作でド
アウインドウとスライディングルーフ
を閉じることができます。

G けがのおそれがあります

リモコン操作でドアウインドウやスラ
イディングルーフを閉じているとき
に身体や物が挟まれそうになったとき
は、ただちに施錠ボタンから手を放し、
解錠ボタンを押し続けて、ドアウイン
ドウとスライディングルーフを開いて
ください。

�  キーの先端部を運転席ドアのドアハ
ンドル1に向けて、キーの施錠ボ
タン2を押し続けます。

  すべてのドアウインドウとスライ
ディングルーフが閉じます。

  施錠ボタンから指を放すと、作動中
のドアウインドウとスライディング
ルーフはその位置で停止します。

!高圧電線や電波発信塔付近などの
強電界下でリモコン操作を行なう
と、リモコンが作動しなかったり、
誤作動することがあります。

!ドアウインドウやスライディング
ルーフを閉じるときは、開口部に異
物がないことを確認してください。

!車から離れる前に、すべてのドア
ウインドウとスライディングルー
フが閉じていることを確認してく
ださい。

iエンジンスイッチにキーを差し
込んでいるときは、リモコン操作
はできません。
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 走行と停車

  エンジンの始動

G 事故のおそれがあります
運転席の足元には、物を置かないでくだ
さい。ブレーキペダルやアクセルペダル
の下に物が入ると、ペダルを操作できな
くなるおそれがあります。

フロアマットは純正品のみを正しく
使用してください。また、フロアマッ
トを重ねて使用しないでください。
ペダル操作ができなくなるおそれが
あります。

少しでも車を動かすときはエンジン
を始動してください。エンジンが停
止していると、ブレーキやステアリ
ングの操作に非常に大きな力が必要
になります。

G 中毒のおそれがあります
車庫などの換気の悪い場所ではエンジ
ンを停止してください。排気ガスに含
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸
化炭素中毒を起こしたり、死亡するお
それがあります。

一酸化炭素は、無色無臭のため気が付
かないうちに吸い込んでいるおそれが
あります。

!エンジンを始動するときは、アク
セルペダルを踏まないでください。

iエンジンを始動した直後は、ブ
レーキペダルの踏みしろが大きく
なり、踏みごたえが弱くなること
があります。

 シフト位置

シフト位置

B 駐車およびエンジン
始動 / 停止の位置

C 後退するときの位置

A

動力が伝わらない位置
押したり、けん引して
もらうことで車を移動
できます。

7

走行するときの位置
1速～5速（7G-TRONIC
装備車は 1速～ 7速）
の範囲で自動的に変速
します。
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エンジンを始動する

�   パーキングブレーキが確実に効いて
いることを確認します。

�   セレクターレバーがBに入って
いることを確認します。

�   確実にブレーキペダルを踏みます。

�   エンジンスイッチにキーを差し込
み、アクセルペダルを踏まずに 3
の位置までまわして手を放します。

!エンジンは、セレクターレバーが
Aに入っているときも始動でき
ますが、安全のため、必ずセレクター
レバーをBに入れ、ブレーキペ
ダルを踏んで始動してください。

!少しでも車を動かすときはエンジ
ンを始動してください。エンジンが
停止していると、ブレーキやステア
リングの操作に非常に大きな力が必
要になります。

iランプやエアコンディショナーなど、
バッテリーの負担になる装置を停止
しておくと始動性が良くなります。

  発進

G 事故のおそれがあります
アクセルペダルを踏んだ状態でセレク
ターレバーを操作しないでください。
車が急発進したり、オートマチックト
ランスミッションを損傷するおそれが
あります。

!セレクターレバーをCに入れ
るときは、完全に停車してください。
トランスミッションを損傷するおそ
れがあります。

!エンジンが暖まっていないとき
は、エンジン保護のため、必要以上
にエンジン回転数を上げないでくだ
さい。

!滑りやすい路面で発進するとき
は、駆動輪を空転させないようにし
てください。駆動系部品を損傷する
おそれがあります。

iエンジンスイッチが 2の位置で、
ブレーキペダルを踏んでいないと、
セレクターレバーをBから動か
すことはできません。

�  ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ
や踏みごたえを確認します。

�  パーキングブレーキを解除します。

�  ブレーキペダルを踏んだまま、セレ
クターレバーを7またはCに
入れます。

iギアが完全に切り替わるのを待っ
てください。
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�  ブレーキペダルを徐々に戻して、
アクセルペダルをゆっくり踏み込
みます。

iエンジンが冷えているときは、よ
り高いエンジン回転数でシフトアッ
プが行なわれます。これにより、排
気ガスを浄化する触媒がより早く適
正温度に達します。

 ヒルスタートアシスト

上り坂での発進時に車が後退するのを
防ぎ、発進を容易にします。

また、上り坂を後退して登るときは発
進時の前進も防ぎます。

G 事故のおそれがあります
ヒルスタートアシストはパーキングブ
レーキに代わるものではありません。
駐車するときは必ずパーキングブレー
キを確実に効かせ、セレクターレバー
をBに入れてください。

ヒルスタートアシストを作動させる

�  上り坂での発進時に、通常通りブ
レーキペダルから足を放してアクセ
ルペダルを踏みます。

  ヒルスタートアシストが自動的に約
1秒間ブレーキを効かせ、車が後退
するのを防ぎます。

ヒルスタートアシストは以下のときに
は作動しません。

•  傾斜していない路面、または下り坂
で発進するとき

•  セレクターレバーがAに入って
いるとき

•  パーキングブレーキが効いているとき

•  ESPが故障して解除されているとき

  駐車

G 事故のおそれがあります

•  停車する前にエンジンを停止しない
でください。ブレーキやステアリン
グの操作に非常に大きな力が必要に
なります。

•  駐車時や車を離れるときは、セレク
ターレバーをBに入れ、パーキ
ングブレーキを確実に効かせ、エン
ジンを停止してください。

•  子供だけを車内に残して車から離
れないでください。運転装置に触
れてけがをしたり、事故の原因に
なります。

G 火災のおそれがあります

マフラーは非常に高温になります。周
囲に枯れ草や紙くず、油など燃えやす
いものがある場所には駐停車しないで
ください。

!短時間でも車から離れるときは、
ドアウインドウやスライディング
ルーフを閉じて、車を施錠してくだ
さい。
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車が動き出すのを防ぐため、以下のこ
とを行なってください。

•  パーキングブレーキを効かせてく
ださい。

•  セレクターレバーをBに入れて、
エンジンスイッチからキーを抜いて
ください。

•  トランスファーがニュートラルに
なっていないことを確認してくだ
さい。

•  上り坂や下り坂では、前輪を歩道方
向に向けてください。

  パーキングブレーキ

G 事故のおそれがあります

•  子供だけを残して車から離れないで
ください。パーキングブレーキを解
除して車が動き出し、事故を起こす
おそれがあります。

•  急な坂道で駐車するときは、パー
キングブレーキを確実に効かせて
ください。さらに輪止めをして、
前輪を歩道方向に向けてください。

G 火災のおそれがあります
パーキングブレーキを効かせたまま走
行しないでください。パーキングブ
レーキが過熱して効かなくなったり、
火災が発生するおそれがあります。

パーキングブレーキを解除する

�  ブレーキペダルをいっぱいまで踏み
ます。

�  パーキングブレーキレバー②を少し
引き上げ、解除ノブ①をいっぱいま
で押し込んでからパーキングブレー
キレバーを下げます。

  メーターパネルのブレーキ警告灯
Jが消灯します。

パーキングブレーキを効かせる

�  パーキングブレーキレバー②を引き
上げます。

  メーターパネルのブレーキ警告灯
Jが点灯します。

!パーキングブレーキは完全に停車
してから効かせてください。

iパーキングブレーキを解除せずに
走行すると、警告音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに警告
メッセージが表示されます。
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 オートマチックトランスミッション

G 事故のおそれがあります
運転席の足元には、物を置かないでく
ださい。ブレーキペダルやアクセルペ
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作
できなくなるおそれがあります。

フロアマットは純正品のみを正しく使
用してください。車に合ったものを使
用しないと、ペダル操作ができなくな
るおそれがあります。

停車中は、必ずパーキングブレーキを
効かせてください。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエン
ジンブレーキを効かせないでくださ
い。スリップして車のコントロールを
失い、事故を起こすおそれがあります。

  エンジンの停止

G 事故のおそれがあります
走行中にエンジンを停止しないでくだ
さい。エンジンブレーキが効かなくな
ります。また、ブレーキやステアリン
グの操作に非常に大きな力が必要にな
ります。

�  完全に停車します。

�  ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキレバーを確実に引
き、セレクターレバーをBに入
れます。

!セレクターレバーがB以外に
入っているときもエンジンを停止で
きますが、必ずパーキングブレーキ
を効かせて、セレクターレバーを
Bに入れてください。

�  エンジンスイッチを 0の位置にし
ます。

�  ブレーキペダルから足をゆっくり放
します。
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  シフト位置の選択

�  セレクターレバーを動かして、シフ
ト位置を選択します。

!シフト位置を選択するときは、完
全に停車して、ブレーキペダルを踏
んでください。

iエンジンスイッチが 2の位置で、
ブレーキペダルを踏んでいないとき
は、セレクターレバーをBから
動かすことができません。

 シフト位置表示

① シフト位置表示
 （ドライブに入っている状態）

エンジンスイッチを 2の位置にする
と、マルチファンクションディスプレ
イのシフト位置表示①に、選択された
シフト位置が反転して表示されます。

 シフト位置

B 駐車およびエンジン始
動 / 停止の位置

C 後退するときの位置

A 動力が伝わらない位置
押したり、けん引して
もらうことで車を移動
できます。

7 走行するときの位置
1速～ 5速（7G-TRONIC
装備車は 1速～ 7速）
の範囲で自動的に変速
します。

G 事故のおそれがあります
必要な場合を除き、走行中はセレク
ターレバーをAに入れないでくだ
さい。エンジンブレーキが効かないた
め、事故を起こすおそれがあります。
また、駆動系部品を損傷するおそれが
あります。
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  ティップシフト

オートマチックトランスミッションの
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え
ることにより、不必要なシフトアップ
を抑えます。

G 事故のおそれがあります
滑りやすい路面状況やカーブを走行
しているときは、低いギアレンジを
選択してエンジンブレーキが効くと、
駆動輪がグリップを失うおそれがあ
ります。また、駆動輪を空転させると、
駆動系部品を損傷するおそれがあり
ます。

① 低いギアレンジを選択
② 高いギアレンジを選択

③ ギアレンジ表示

ティップシフトにする
�  セレクターレバーが7に入って
いるときにセレクターレバーを①
側に操作します。

  ティップシフトに切り替わり、選
択されたギアレンジがマルチファン
クションディスプレイのギアレンジ
表示③に表示されます。

低いギアレンジを選択する

�  セレクターレバーを①側に操作し
ます。

高いギアレンジを選択する
�  セレクターレバーを②側に操作し
ます。

ティップシフトを解除する
�  セレクターレバーを②側に操作し
て保持します。

  ギアレンジ表示③に "D" が表示さ
れます。
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ギアレンジ 作動内容

7 1速～5速（7G-TRONIC
装備車は 1速～ 7速）
の範囲で自動的に変
速します。

3* 1速～ 6速の範囲で
自動的に変速します。

D* 1速～ 5速の範囲で
自動的に変速します。

? 1速～ 4速の範囲で
自動的に変速します。

= 1速～ 3速の範囲で
自動的に変速します。
緩やかな坂道などを
走行するときに使用
します。

5 1速～ 2速の範囲で
自動的に変速します。
急な坂道やエンジン
ブレーキが必要なと
きに使用します。

4 1速に固定されます。
エンジンブレーキが
最大に作用します。

iギアレンジ表示の数字は選択した
ギアレンジを示しており、必ずし
も実際のギアを示すものではあり
ません。

i加速時にエンジン回転数が許容回
転数を超えるようなときは、自動的
にシフトアップされ、高いギアレン
ジが選択されます。

iエンジン回転数が許容回転数を超
えるようなときは、低いギアレンジ
を選択できません。

iエンジンが暖まっていないとき
は、ギアシフト操作を行なっても、
選択したギアレンジに変わらないこ
とがあります。

iティップシフトにしたときに選択
されるギアレンジは、そのときの走
行速度やエンジン回転数などにより
異なります。

iティップシフトにしていないときに
セレクターレバーを②側に操作する
と、走行速度やエンジン回転数に応
じてシフトアップが行なわれます。

!クロスカントリーギアになってい
るときは、自動的に高いギアレンジ
が選択されないことがあります。エ
ンジンの許容回転数を超えないよう
に注意してください。

  運転のヒント

アクセルペダルの位置

アクセルペダルの踏み加減に応じて、
ギアが変速するタイミングが変化し
ます。

•  軽く踏んだときはシフトアップする
タイミングが早くなります。

•   深く踏み込んだときはシフトアップ
するタイミングが遅くなります。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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キックダウン

急な加速が必要な場合はキックダウン
を行ないます。

�  アクセルペダルをいっぱいまで踏み
込みます。

  エンジン回転数に応じて自動的に低
いギアに変速し、素早く加速します。

�  希望する速度でアクセルペダルをゆ
るめると、シフトアップします。

!キックダウンするときは、周囲の
状況に注意しながら操作してくださ
い。事故を起こすおそれがあります。

停車する

�  一時的に停車するときは、セレク
ターレバーを7に入れたままブ
レーキペダルを踏みます。

�  やむを得ず停車が長くなるときは、
パーキングブレーキを確実に効か
せ、セレクターレバーをBに入
れます。

G 事故のおそれがあります
停車中は空ぶかしをしないでくださ
い。万一、セレクターレバーが7

かCに入ると、車が急発進して重
大な事故を起こすおそれがあります。

!急な上り坂などではアクセルペダ
ルの踏み加減によって停車状態を保
たないでください。トランスミッ
ションに負担がかかり、過熱や故障
の原因になります。

!停車中はブレーキペダルを確実に
踏み、クリープ現象で車が動かない
ようにしてください。

  クロスカントリーギア

急勾配の走行や渡河時、トレーラーを
けん引するときなど、強い駆動力を必
要とする場合は、トランスファーをク
ロスカントリーギアにします。

クロスカントリーギアにすると、駆動
力が強くなり、クロスカントリーギア
を解除しているときに比べて速度が約
1/2になります。

 クロスカントリーギアの操作

①  トランスファースイッチ

クロスカントリーギアにする

�  エンジンがかかっていて、約
40km/h以下で走行しているとき
に、セレクターレバーをAに入
れます。

�  トランスファースイッチ①の 
"LOW"  を押します。
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②  トランスファー表示

クロスカントリーギアになると、トラン
スファー表示②に "L" と表示されます。

クロスカントリーギアを解除する

�  エンジンがかかっていて、約
70km/h以下で走行しているとき
に、セレクターレバーをAに入
れます。

�  トランスファースイッチ①の
"HIGH" を押します。

クロスカントリーギアが解除される
と、トランスファー表示②に "H" と表
示されます。

!マルチファンクションディスプレ
イに " ﾄﾗﾝｽﾌｧ ｹｰｽﾉ ｼﾌﾄ ｼﾞｮｳｹﾝ ﾌｼﾞｭｳﾌﾞ
ﾝ " などと表示された場合は、トラン
スファーの切り替えが行なわれてい
ません。セレクターレバーの位置や
走行速度、トランスファーがニュー
トラルになっていないことを確認し、
再度操作を行なってください。

!マルチファンクションディスプレ
イに " ﾄﾗﾝｽﾌｧ ｹｰｽ ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ ﾃﾝｹﾝ " 
と表示された場合は、システムが故
障しています。ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受
けてください。

 けん引されるとき

けん引されるときなどは、駆動装置の
損傷を避けるため、トランスファーを
ニュートラルにします。

ニュートラルにする

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�  パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

� ブレーキペダルを踏みます。

�  セレクターレバーをAに入れ
ます。

�  トランスファー表示②に "N" と表
示されるまで、トランスファース
イッチ①の "LOW" を押し続けます。

ニュートラルを解除する

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�  パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

� ブレーキペダルを踏みます。

�  セレクターレバーをAに入れ
ます。

�  トランスファー表示②に "H" と表示さ
れるまで、トランスファースイッチ
①の "HIGH" を押し続けます。

 トランスファーが接続されます。

または

�  トランスファー表示②に "L" と表示さ
れるまで、トランスファースイッチ
①の "LOW" を押し続けます。

 トランスファーが接続されます。
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G 事故のおそれがあります
駐車するときは、トランスファーを
ニュートラルにしないでください。
オートマチックトランスミッションの
セレクターレバーがBに入ってい
ても、トランスファーが固定されない
ため、車が動き出し、事故を起こすお
それがあります。

iトランスファーがニュートラルの
とき、パーキングブレーキが解除
された状態で運転席ドアを開くと、
警告音が鳴り、マルチファンクショ
ンディスプレイに " ﾄﾗﾝｽﾌｧ ｹｰｽ ﾆｭｰ
ﾄﾗﾙ " と表示されます。

  ディファレンシャルロック

ディファレンシャルロックは、セン
ターデフ、リアデフ、フロントデフ
をロックすることにより、空転した
車輪以外の車輪に駆動力を伝える機
能です。

以下のときにスイッチを操作して、
ディファレンシャルロックをオンにし
てください。

•  岩石路や脱輪時など、片輪が宙に浮
き、走行できなくなったとき

•  片輪が雪上にあり、他の車輪がアス
ファルト上などで脱出できなくなっ
たとき

脱出後は、ただちにディファレンシャ
ルロックを解除してください。

G 事故のおそれがあります
•  緊急時の脱出以外は、雪道や凍結
路でディファレンシャルロックを
使用しないでください。またディ
ファレンシャルロックをオンにし
たときは、急発進をしないでくだ
さい。車の向きが急に変わり事故
を起こすおそれがあります。

•  ディファレンシャルロックをオン
にしたまま舗装道路や固い路面を
走行しないでください。差動機構
がロックされて左右輪が等速で回
転するため、旋回時でも直進しよ
うとする力が強く作用し、急激に
直進状態に戻ることがあり、事故
を起こすおそれがあります。

•  コーナリング中にディファレン
シャルロックの操作を行なわない
でください。車のコントロールを
失い、事故を起こすおそれがあり
ます。

•  ディファレンシャルロックをオ
ンにすると、ABS、4ETS、ESP、
ABSの機能が解除されます。

!ディファレンシャルロックは緊急
時の脱出などに使用した後はただち
に解除してください。駆動装置を損
傷するおそれがあります。

!車を一軸シャシーダイナモ上で動
かすときは、必ずパーキングブレー
キを確実に効かせ、短時間であって
も駆動アクスル以外を持ち上げる
か、プロペラシャフトを外してくだ
さい。このとき、センターディファ
レンシャルロックを必ずオンにして
ください。トランスファーケースを
損傷するおそれがあります。
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 ディファレンシャルロックスイッチ

① 作動表示灯（赤色）
②  フロントアクスルディファレンシャル
ロックスイッチ

③  センターディファレンシャルロックス
イッチ

④  リアアクスルディファレンシャルロッ
クスイッチ

⑤ 表示灯（黄色）

ディファレンシャルロックをオンにする

ディファレンシャルロックは、セン
ター→リアアクスル→フロントアクス
ルの順序でのみ、作動させることがで
きます。

�  車輪が空転していないときに、車輪
を直進状態にしてから、オンにする
ディファレンシャルロックのスイッ
チを押します。

  スイッチの下側の表示灯⑤と ESP
表示灯dが点灯します。

  ディファレンシャルロックが機械的
に作動すると、ABS、ESP、BAS、
4ETSの機能が解除されます。

  また、スイッチ上側の作動表示灯①
と ABS警告灯#も点灯し、マ
ルチファンクションディスプレイ
に "ABS ｼﾖｳﾌｶﾉｳ ﾛｯｸ ｻﾚﾃｲﾏｽ DIF-
FERENTIAL LOCK" と表示されます。

!ディファレンシャルロックをオン
にするときは、速度を歩く程度まで
落としてください。

!ディファレンシャルロックをオン
にするときは、必ず車輪が空転して
いないことを確認してください。車
輪が空転しているときにオンにする
と、車が思わぬ方向に飛び出すおそ
れがあります。

!ディファレンシャルロックをオン
にしているときは、車両のステアリ
ング操作が制限されます。十分に注
意して走行してください。また、加
速するときは、アクセルペダルを
ゆっくり踏んでください。

iスイッチを押してから機械的に作
動するまでは、若干の時間と多少の
走行距離が必要な場合があります。
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ディファレンシャルロックを解除する

�  車輪を直進状態にしてから、ディ
ファレンシャルロックのスイッチを
押します。

  スイッチ下側の表示灯が消灯します。

  ディファレンシャルロックが機械
的に解除されると、ABS、ESP、
BAS、4ETSが待機状態になります。

  また、スイッチ上側の作動表示灯と
ESP表示灯d、ABS警告灯#

が消灯し、マルチファンクション
ディスプレイの表示が消えます。

ディファレンシャルロックを解除し
ても作動表示灯が消灯しないときは、
ディファレンシャルロックが解除され
ていません。

このときは、路面と天候の状態に合わ
せて運転し、ステアリング操作をゆっ
くり行なってください。

しばらく走行すると、作動表示灯が消
灯し、ディファレンシャルロックが解
除されます。

!ディファレンシャルロックを解除
しても作動表示灯が消灯しないとき
は、ステアリングを大きくまわさな
いでください。駆動装置を損傷する
おそれがあります。

iディファレンシャルロックは、オ
ンにしたときとは逆の順序で解除さ
れます。

iリアアクスルのディファレンシャ
ルロックを解除すると、フロントア
クスルディファレンシャルロックが
自動的に解除されます。

iセンターディファレンシャルロッ
クを解除すると、すべてのディファ
レンシャルロックが自動的に解除さ
れます。

iスイッチを押してから機械的に解
除されるまでは、若干の時間と多
少の走行距離が必要な場合があり
ます。

 ディファレンシャルロックの使いかた

前輪の片側が空転しているとき

空転

駆動駆動

駆動

センターディファレンシャルロックを
オンにします。

後側の 2輪に駆動力が伝わります。
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後輪の片側が空転しているとき

駆動

駆動空転

駆動

センターディファレンシャルロックと
リアアクスルディファレンシャルロッ
クをオンにします。空転していない
他の 3輪（前側の 2輪と後輪の片輪）
に駆動力が伝わります。

前後輪の片側が空転しているとき

駆動

駆動空転

空転 駆動

駆動 空転

空転

すべてのディファレンシャルロック
（センターディファレンシャルロック、
リアアクスルディファレンシャルロッ
ク、フロントアクスルディファレン
シャルロック）をオンにします。

空転していない他の 2輪（前輪の片側
と後輪の片側）に駆動力が伝わります。

 メーターパネル

メーターパネルの各部の名称について
は（�24ページ）をご覧ください。

G 事故のおそれがあります
メーターパネルやマルチファンクショ
ンディスプレイが故障すると、車両の
状態や速度、外気温度、故障 /警告メッ
セージなどが表示できなくなることが
あります。十分注意して走行してくだ
さい。また、すみやかにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

  マルチファンクションディスプレイ

時刻や外気温度、各種設定画面、故障
/ 警告メッセージなどを表示します。

マルチファンクションディスプレイは
以下のときに表示されます。

•  エンジンスイッチを 1か 2の位置
にしたとき（エンジンスイッチを 0
の位置にするか、キーを抜いてから
約 30秒後に消灯）

•  車外ランプが点灯したとき（車外ラン
プが消灯してから約 30秒後に消灯）

詳しくは（�112ページ）をご覧くだ
さい。
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  メーターパネル照度調節ボタン / 
  リセットボタン

①  メーターパネル照度調整ボタン /リ
セットボタン

メーターパネルの照度を調節する

メーターパネルの照明が点灯している
ときに明るさを調整できます。

�  メーターパネル照度調整ボタン①を
時計回りにまわすと明るくなり、反
時計回りにまわすと暗くなります。

トリップメーターや各種設定をリセッ
トする

�  リセットボタン①を押し続けます。

  アンビエントランプ *の照度調整

アンビエントランプの照度は、メー
ターパネルの照度に連動します。

�  メーターパネル照度調整ボタン①を
時計回りにまわすと明るくなり、反
時計回りにまわすと暗くなります。

  冷却水温度計

エンジン冷却水の温度を表示します。

i指定の冷却水を適切な混合比で使
用しているときは、約 120℃まで
はオーバーヒートは起こしません。

i暑い日や上り坂が続くときなど
に、120℃付近を示すことがあり
ますが、マルチファンクションディ
スプレイに冷却水に関する故障 / 
警告メッセージ（�221､222ペー
ジ）が表示されない限り、問題あ
りません。

  トリップメーターのリセット

�  車両情報メイン画面を表示させます
（�114ページ）。

�  表示が 0.0になるまで、リセット
ボタン①を押し続けます。

  時刻表示

COMANDシステムで設定した時刻を
表示します。

詳しくは別冊「COMANDシステム 取
扱説明書」をご覧ください。

*オプションや仕様により、異なる装備です。
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  タコメーター

1分間あたりのエンジン回転数を表示
します。

!指針がエンジンの許容回転数を超
えて、レッドゾーンに入らないよう
にしてください。エンジンを損傷す
るおそれがあります。

 エンジン回転数が許容回転数を超え
ると、エンジン保護のため、燃料供
給が行なわれなくなります。

H 環　境

必要以上にエンジン回転数を上げて
走行しないでください。燃料を不必
要に消費し、大気汚染の原因になり
ます。

  外気温度表示

G 事故のおそれがあります
外気温度が氷点温度よりわずかに暖
かいときは、特に森林地帯や橋の上
などでは路面が凍りやすくなります。
スリップするおそれがあるため、天
候に応じた運転を行なってください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

名称

1 マルチファンクションディスプ
レイ

2 設定スイッチ / 音量スイッチ
W X

•  各種設定の設定グループ選択
画面でのグループの選択

•  設定項目画面での数値や設定
の変更や、機能のオン / オ
フの選択

•  各メイン画面やオーディオ画
面表示中の音量の調節

3 通話開始スイッチ / 通話終了
スイッチ
6 ~

電話の発信/受信/保留/切断

4 表示切り替えスイッチ
V U

メイン画面の選択

5 スクロールスイッチ
& *

•  選択したメイン画面内の各画
面の切り替え

•  オーディオの選曲
•  ラジオ・テレビの選局
•  DVDビデオのチャプター選択
•  電話画面表示中の電話帳や発
信履歴の選択

i ステアリングスイッチでの
COMANDシステムの操作について
は、別冊「COMANDシステム取扱
説明書」をご覧ください。

 マルチファンクションディスプレイ

マルチファンクションディスプレイ
は、故障 / 警告メッセージや各種情
報などを表示・設定するシステムです。

 マルチファンクションステアリング

マルチファンクションディスプレイの
操作は、ステアリングのスイッチで行
ないます。

G 事故のおそれがあります
マルチファンクションディスプレイ
を操作するときは、常に周囲の状況
に注意してください。

G 事故のおそれがあります
走行中にステアリングのスイッチを
操作するときは、直進時に行なって
ください。ステアリングをまわしな
がら操作すると、事故を起こすおそ
れがあります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 メイン画面一覧

デンワ オフ

スタート カラ

0 km
0:29 h

    0 km/h
5.4 km/l

セッテイ

リセット ハ
リセットボタン
ヲ ３ ビョウカン
オシマス

ホウイ

NW

0.0
km

27

※故障があるときに
　表示されます

AUDIO off

コショウ
ガ   2

1 車両情報 114

2 オーディオ 116

3 ナビ 118

4 故障表示 118

5 各種設定 119

6 トリップコンピュー
ター

127

7 電話 129
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。
*オプションや仕様により、異なる装備です。

 車両情報

「車両情報」には以下の画面があります。

•  車両情報メイン画面（トリップメー
ター、オドメーター）

•  車両情報サブ画面

•  走行速度 / 外気温度表示画面

•  メンテナンスインジケーター画面
（�202ページ）

•  エンジンオイル量点検画面（�173
ページ）

 車両情報メイン画面（トリップメー
ター /オドメーター）

0.0
km

27

①  トリップメーター
②  オドメーター

車両情報メイン画面を表示させる

�  VまたはUを押して、車両情
報メイン画面を表示させます。

トリップメーター

リセット後の走行距離を表示します。

トリップメーターをリセットする
（0.0に戻す）

�  リセットボタン（�110 ページ）
を、表示が 0.0 になるまで押し続
けます。

オドメーター

これまでに走行した距離の総合計を表
示します。

 車両情報サブ画面

＋20.5℃
20:30

PRND  H

①  外気温度表示 / 走行速度表示
②  時刻表示 / 可変スピードリミッターの
設定速度表示

③ シフト位置表示 / ギアレンジ表示
④ トランスファー表示

外気温度表示 / 走行速度表示

外気温度または走行速度を表示します。

表示の切り替えは各種設定の "メー
ター " の "車両情報サブ画面の表示設
定画面 "（�122ページ）で行ないます。

G 事故のおそれがあります
外気温度表示が 0℃以上でも、路面が
凍結していることがあります。走行
には十分注意してください。

!外気温度の上昇や下降は、少し遅
れて表示に反映されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

i外気温度をフロントバンパー付近
で測定しているため、外気温度表示
は路面からの輻射熱などの影響を受
けます。したがって、外気温度表示
が実際の外気温度と異なることがあ
ります。

時刻表示 /可変スピードリミッターの
設定速度表示

時刻または可変スピードリミッターで
設定した速度を表示します。

i可変スピードリミッターについ
て、詳しくは（�135ページ）をご
覧ください。

シフト位置表示 / ギアレンジ表示

オートマチックトランスミッション
のシフト位置を表示します（�101
ページ）。

また、ティップシフト（�102ページ）
にしたときのギアレンジを表示します。

トランスファー表示

トランスファーの位置を表示します
（�105ページ）。

 走行速度 /外気温度表示画面

80 km/h

20:30

① 走行速度 /外気温度表示
② 時刻表示

走行速度 / 外気温度表示①は、走行
速度または外気温度を表示します。

表示の切り替えは各種設定の "メー
ター " の "車両情報サブ画面の表示設
定画面 "（�122ページ）で行ないます。
走行速度 / 外気温度表示画面を表示
させる

�  VまたはUを押して、車両
情報メイン画面を表示させます
（�114ページ）。

�  &または*を押して、走行速
度 / 外気温度表示画面を表示させ
ます。

i各種設定の "メーター " の "車
両情報サブ画面の表示設定画面 " 
（�122ページ）で "ガイキオンド " 
を選択すると、この画面は走行速度
表示になります。

  "車両情報サブ画面の表示設定画面 " 
で "ソクド "を選択すると、この画
面は外気温度表示になります。

i車両情報サブ画面に可変スピード
リミッターの設定速度が表示され
ているときは、時刻表示②が表示さ
れます。

i走行速度の表示単位を km/hま
たはmphに切り替えることができ
ます（�121ページ）。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 音楽を選曲する

①  音楽ソース表示（"DISC" / "M.CARD" 
/ "HDD" / "MEDIA" / "AUX"）

②  トラック番号

COMANDシステムで再生している音
楽ソース（ディスク、メモリーカード、
ミュージックレジスター、メディアイ
ンターフェース、外部入力）が音楽ソー
ス表示1に表示されます。

�  V またはU を押して、オー
ディオ画面を表示させます。

音楽を選曲する

ディスク、メモリーカード、ミュー
ジックレジスター、メディアインター
フェースのいずれかを再生していると
きは選曲を行なうことができます。

�  &または*を押します。

  次の曲または前の曲が選曲され
ます。

i音楽再生の詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。

 オーディオ

 ラジオ局を選択する

①  "FM1"または "FM2"
  "AM1"または "AM2"
②  プリセット番号 / 受信周波数

COMANDシステムで、FMラジオま
たは AMラジオを受信しているときに
表示・選局できます。

�  VまたはUを押して、オー
ディオ画面を表示させます。

ラジオ局をプリセット選局する

�  &または*を押します。

  次または前のプリセット番号の放送
局に移動します。

ラジオ局を自動選局する

�  & または* を押して保持し
ます。

  受信周波数が移動して、次に受信で
きる周波数で停止します。

iラジオの詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 テレビ局を選局する

①  "TV1"または "TV2"
②  プリセット番号 / チャンネル番号

COMANDシステムで、テレビを受信
しているときに表示・選局できます。

�  VまたはUを押して、オー
ディオ画面を表示させます。

テレビ局をプリセット選局する

�  &または*を押します。

  次または前のプリセット番号のテレ
ビ局に移動します。

テレビ局を自動選局する

�  & または* を押して保持し
ます。

  受信チャンネルが移動して、次に受
信できるチャンネルで停止します。

iテレビの詳細については、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。

 DVDビデオのチャプターを選択する

①  チャプター番号

COMANDシステムで、DVDビデオ
を再生しているときに表示・選択でき
ます。

�  VまたはUを押して、オー
ディオ画面を表示させます。

チャプターを選択する

�  &または*を押します。

  次のチャプターまたは前のチャプ
ターが再生されます。

iDVDビデオの詳細については、別
冊「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 ナビ

COMANDシステムのナビ機能をマル
チファンクションディスプレイに表示
できます。

ナビ画面を表示させる

�  COMANDシステムの電源をオンに
します。

�  VまたはUを押して、ナビ画
面を表示させます。

ルート案内を行なっていないとき

①  進行方向の方位表示

マルチファンクションディスプレイに
進行方向の方位①が表示されます。

ルート案内を行なっているとき

マルチファンクションティスプレイに
上記の画面が表示されます。

 故障表示

故障表示画面

1 故障件数画面
（この例では、2件故障があり
ます）

2 故障 /警告メッセージ画面の例

故障や異常が起きたとき、車の状況を
メッセージで表示します。

G 事故のおそれがあります
表示される故障や異常は一部の限ら
れた装備についてであり、表示される
内容も限られています。故障や異常
の表示は運転者を支援するものです。
発生した故障や異常に対処して車の
安全性を確保する責任は運転者にあ
ります。

i故障や異常がないときは、故障表
示画面は表示されません。

自動表示機能

エンジンがかかっているときに故障
や異常が発生したときは、故障 /警
告メッセージ画面が自動的に表示さ
れます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

複数の故障や異常があるときは、故
障 /警告メッセージ画面が約 5秒間
隔で順番に表示されます。

ステアリングのVUや&*、
またはリセットボタンを押すと、故
障 /警告メッセージが消えます。

故障メッセージを手動で確認する

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに表示できます。

�  VまたはUを押して、故障件
数画面①を表示させます。

 故障件数が数字で表示されます。

�  &または*を押して、故障 /
警告メッセージ画面②を順番に表
示させます。すべて表示されると、
故障件数画面①に戻ります。

 故障表示のリセット

マルチファンクションディスプレイ
に故障 /警告メッセージが表示され
ているときは、エンジンスイッチを 0
の位置にすると、故障 /警告メッセー
ジの表示が消えます。

ただし、故障状況が変わらない場合は、
次にエンジンスイッチを 1か 2の位
置にするか、エンジンを始動したとき、
再び故障 /警告メッセージが表示さ
れます。

!故障 / 警告メッセージが表示され
たときは、必ずメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

!表示される故障 / 警告メッセージ
については（�215ページ）をご覧
ください。

 各種設定

「各種設定」には以下の画面があります。

•  各種設定メイン画面

•  設定グループ選択画面

•  各種設定項目の初期化画面

•  各種設定項目の初期化完了画面

i設定の変更は、安全のため、必ず
停車中に行なってください。

 各種設定メイン画面

セッテイ

リセット ハ
リセットボタン
ヲ ３ ビョウカン
オシマス

各種設定メイン画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種設
定メイン画面を表示させます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 設定グループ選択画面

セッテイ

⊕
メーター
ライト
シャリョウ
⊖

設定グループ選択画面を表示させる

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、設定グ
ループを選択します。

�  選択したグループ名を確認して、
&を押すと、選択したグループ
内の最初の設定項目画面が表示され
ます。

設定項目画面を選択する

�  &または*を押して、設定項
目画面を選択します。

数値や設定を変更する/機能のオン/
オフを選択する

�  WまたはXを押して、数値や
設定を変更したり、機能のオン / 
オフを選択します。

  選択した設定が記憶されます。

 各種設定項目の初期化

各グループ内のすべての項目を工場出
荷時の設定に初期化する（戻す）こと
ができます。

各種設定項目を初期化する

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�119ページ）。

�  リセットボタン（�110ページ）を
約 3秒間押し続けます。

セッテイ
コウシﾞョウノ
セッテイ ニ
リセット
シマスカ?
カクニンハ

 リセットボタン

初期化画面

  上記の初期化画面が約 5秒間表示
されます。

�  初期化画面が表示されている間に、
再度リセットボタンを押します。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

セッテイ

コウシﾞョウ ノ
セッテイ ニ
リセット
サレマシタ

初期化完了画面

  初期化が実行され、上記の初期化完
了画面が表示されます。

i初期化画面が表示されてから約 5
秒間リセットボタンを押さずにいる
と、各種設定メイン画面に切り替わ
ります。

i各種設定項目を初期化すると、設
定グループ選択画面が表示されます。

i走行中に初期化操作を行なったと
きは、安全のため、初期化されない
項目があります。

 メーター

「メーター」では、以下の画面での設
定を行なうことができます。

•  速度・距離単位設定画面

•  ディスプレイ言語設定画面

•  車両情報サブ画面の表示設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�119ページ）。

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"メー
ター " を選択します。

設定項目画面を表示させる

� &を押します。

  メーターの最初の設定項目画面が表
示されます。

速度・距離単位設定画面

ヒョウジタンイ
ソクド / キョリ

⊕
km
マイル
⊖

マルチファンクションディスプレイの
速度と走行距離の表示単位の設定がで
きます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

km 表示が km/h、km に
なります。

マイル 表示がmph、マイル / 
MIになります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

!1mphは約 1.6km/hです。表示
単位がマイル表示になっていると、
誤って速度を超過するおそれがあり
ます。必ず km表示を選択してくだ
さい。

ディスプレイ言語設定画面

ケﾞンコﾞ

⊕
English
ニホンコﾞ
⊖

ディスプレイに表示する言語の設定が
できます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

English 英語表示になります。

ニホンゴ 日本語表示になります。

i この画面で設定した言語を
COMAND システムにも適用で
きます。詳細については、別冊
「COMANDシステム取扱説明書」
をご覧ください。

車両情報サブ画面の表示設定画面

ステータス
ヒョウシﾞ
⊕

ソクトﾞ
カﾞイキオンド

⊖

車両情報サブ画面（�114ページ）に
表示される項目の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ソクド 車両情報サブ画面
の表示が走行速度
になります。

ガイキオンド 車両情報サブ画面
の表示が外気温度
になります。

i車両情報サブ画面の表示を切り替
えると、走行速度 / 外気温度表示
画面（�115ページ）の表示も切り
替わります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 ライト

「ライト」では、以下の画面での設定
を行なうことができます。

•  ヘッドランプ点灯モード設定画面

•  ロケイターライティング設定画面

•  車外ランプ消灯遅延機能設定画面

•  ルームランプ消灯遅延機能設定画面

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�119ページ）。

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。

設定グループを選択する

�   WまたはXを押して、"ライ
ト " を選択します。

設定項目画面を表示させる

� &を押します。

  ライトの最初の設定項目画面が表示
されます。

ヘッドランプ点灯モード設定画面

ヘットﾞライト
セッテイ
⊕

ツネニ オン
マニュアル

⊖

ヘッドランプの点灯モードの設定がで
きます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

ツネニ オン 常時点灯モードです。
ランプスイッチが
$かÃのときに、
エンジンを始動する
と、ヘッドランプなど
が常に点灯します。

マニュアル 手動点灯モードです。
ヘッドランプなどを点
灯するときはランプス
イッチを操作します。
日本ではこのモードに
設定してください。

!設定が常時点灯モードのときは、
安全のため走行中に設定を変更する
ことはできません。

 このときは、マルチファンクション
ディスプレイに " ｾｯﾃｲ ﾊ ﾃｲｼﾁｭｳ ﾉﾐ 
ｶﾉｳ "と表示されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

表示 設定内容

オン 周囲が暗いときにリ
モコン操作で解錠す
ると、車幅灯、フロ
ントフォグランプ、
テールランプ、ドア
ミラー下部のランプ、
ライセンスランプが
点灯します。

オフ ロケイターライティン
グは作動しません。

詳しくは（�60ページ）をご覧くだ
さい。

車外ランプ消灯遅延機能設定画面

ヘットﾞライト
オフ チエン

⊕
オン
オフ
⊖

周囲が暗いときにエンジンを停止する
と車外ランプが点灯する機能の設定が
できます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

i常時点灯モードは、走行中の常時
点灯が義務付けられている諸国に
対応しています。日本では手動点
灯モードに設定して使用してくだ
さい。

i常時点灯モードで自動的に点灯す
るランプは、ヘッドランプ、車幅
灯、テールランプ、ライセンスラン
プです。ヘッドランプを上向きにし
たり、フォグランプなどを点灯する
ときは、各スイッチを操作してくだ
さい。

ロケイターライティング設定画面

ロケイター
ライティンクﾞ

⊕
オン
オフ
⊖

周囲が暗いときにリモコン操作で解
錠すると車外ランプが点灯する機能の
設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

表示 設定内容

オン 周囲が暗いときにエン
ジンを停止すると、車
幅灯、フロントフォグ
ランプ、テールランプ、
ライセンスランプが点
灯し、ドアやテール
ゲートを開いて閉じた
後、約 15秒後に消灯
します。

オフ 車外ランプ消灯遅延機
能は作動しません。

詳しくは（�83ページ）をご覧くだ
さい。

ルームランプ消灯遅延機能設定画面

ルームランフﾟ
オフ チエン

⊕
オン
オフ
⊖

ルームランプが自動点灯モードで周囲
が暗いときにエンジンスイッチから
キーを抜くと、フロントルームランプ
が点灯する機能の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

オン ルームランプが自動
点灯モードで周囲が
暗いときにエンジン
スイッチからキーを
抜くと、フロントルー
ムランプが約 10秒間
点灯します。

オフ ルームランプ消灯遅延
機能は作動しません。

詳しくは（�87ページ）をご覧くだ
さい。

 シャリョウ 

「シャリョウ」では、車速感応ドアロッ
クの設定を行なうことができます。

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�119ページ）。

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"シャ
リョウ " を選択します。

� &を押します。

  シャリョウの設定項目画面が表示さ
れます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

車速感応ドアロック設定画面

オートマティック
トﾞアロック

⊕
オン
オフ
⊖

走行速度が約 15km/h以上になった
ときに、ドアとテールゲートを自動
的に施錠する機能の設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

オン 車速感応ドアロックが
作動します。

オフ 車速感応ドアロックは
作動しません。

詳しくは（�61ページ）をご覧くだ
さい。

 コンフォート

「コンフォート」では、イージーエント
リーの設定を行なうことができます。

設定グループ選択画面を表示させる

�  VまたはUを押して、各種
設定メイン画面を表示させます
（�119ページ）。

�  各種設定メイン画面表示中に&

を押して、設定グループ選択画面を
表示させます。

設定グループを選択する

�  WまたはXを押して、"コン
フォート "を選択します。

�  &を押します。

  コンフォートの設定項目画面が表示
されます。

イージーエントリー設定画面

G けがのおそれがあります
•  子供だけを残して車から離れない
でください。誤ってエンジンスイッ
チからキーを抜いたり、運転席ド
アを開くとイージーエントリーが
作動し、けがをするおそれがあり
ます。

•  イージーエントリーの作動中に身
体や物が挟まれないように注意し
てください。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 トリップコンピューター

「トリップコンピューター」には以下
の画面があります。

•  エンジン始動からの情報表示画面

•  リセットからの情報表示画面

•  走行可能距離表示画面

 エンジン始動からの情報表示画面

スタート カラ

24 km
0：45 h

    32 km/h
  7.5 km/l

① エンジン始動からの走行距離（km）
② エンジン始動からの経過時間（h）
③ エンジン始動からの平均速度（km/h）
④ エンジン始動からの平均燃費（km/l）

エンジンを始動したときを起点として
情報を表示します。

エンジンスイッチを 0の位置にして
から、またはキーを抜いてから約 4
時間経過すると、エンジン始動からの
情報表示画面は自動的にリセットさ
れます。

イージー
エントリー
⊕
オン
オフ
⊖

運転席への乗り降りを容易にするイー
ジーエントリーの設定ができます。

�  WまたはXを押して、反転表
示を移動します。

表示 設定内容

オン イージーエントリーが
作動します。

オフ イージーエントリーは
作動しません。

詳しくは（�71ページ）をご覧くだ
さい。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

リセットからの情報表示画面を表示さ
せる

�  VまたはUを押して、リセッ
トからの情報表示画面を表示させ
ます。

�  &を押して、リセットからの情
報表示画面を表示させます。

リセットからの情報表示画面をリセッ
トする

�  リセットからの情報表示画面が表示
されているときに、リセットボタン
（�110ページ）を押し続けます。

iリセットからの情報表示画面は、
リセットしてから 9,999時間経過
後、または 99,999km走行後に自
動的にリセットされます。

 走行可能距離画面

ソウコウカノウ:
150 km

現在の燃料残量で走行可能なおよその
距離を計算し、予測値として表示します。

エンジン始動からの情報表示画面を表
示させる

�  VまたはUを押して、エンジ
ン始動からの情報表示画面を表示さ
せます。

エンジン始動からの情報表示画面をリ
セットする

エンジン始動からの情報表示画面は手
動でリセットすることもできます。

�  エンジン始動からの情報表示画面が
表示されているときに、リセット
ボタン（�110ページ）を押し続け
ます。

iエンジン始動からの情報表示画面
は、リセットしてから 999時間経
過後、または 9,999km走行後に自
動的にリセットされます。

 リセットからの情報表示画面

リセット カラ

2250 km
54：52 h

  41 km/h
 8.0 km/l

① リセットからの走行距離（km）
② リセットからの経過時間（h）
③ リセットからの平均速度（km/h）
④ リセットからの平均燃費（km/l）

リセットしたときを起点として情報を
表示します。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

走行可能距離画面を表示させる

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�  VまたはUを押して、エンジ
ン始動からの情報表示画面を表示さ
せます（�127ページ）。

�  *を押して、走行可能距離画面
を表示させます。

!走行可能距離は、現在までの平均
燃費と燃料残量から計算した予測値
であり、今後の走行状況に応じて大
きく変動することがあります。

燃料残量が少ないときは、以下のメッ
セージが表示されます。

ソウコウカノウ:
－R－ km

最寄りのガソリンスタンドで給油して
ください。

 電話

携帯電話を COMANDシステムに接
続することにより、ハンズフリー通話
ができます。

iCOMANDシステムには Bluetooth®

接続またはケーブル接続で携帯電話
を接続できます。詳しくは、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。

G 事故のおそれがあります
安全のため、運転者は走行中の携帯
電話の接続や、携帯電話本体の使用
は避けてください。

走行中は電話をかけないでください。

また、走行中に電話がかかってきた
ときは、あわてずに安全な場所に停
車してから受けてください。

どうしても電話を受けなければなら
ないときは、ハンズフリー機能で「か
け直す」ことを伝え、安全な場所に
停車してからかけ直してください。

i走行中は一部の機能が使用できな
くなります。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 電話画面を表示させる

マチウケ

デンワ

�  COMANDシステムの電源をオンに
します。

�  携帯電話を COMANDシステムに
接続します。

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

  マルチファンクションディスプレ
イに "デンワ マチウケ " と表示さ
れます。

 着信した電話を受ける

チャクシン．．．
エイギョウブ．．．

デンワ

発信元が電話帳データに登録されている場合

電話が着信すると上記のような画面が
表示されます。

�  着信呼び出し中に6を押します。

 通話を終える（電話を切る）

�  ~を押します。

 通話を保留する

�  着信呼び出し中に~を押します。

i上記の操作は電話画面を表示し
ていないときも行なうことができ
ます。

 電話帳から電話を発信する

COMANDシステムに登録されている
電話帳から電話を発信できます。

iCOMANDシステムの電話帳には、
COMANDシステムから直接電話
帳データを入力したり、携帯電話
や PCカードからデータをダウン
ロードできます。詳しくは、別冊
「COMANDシステム 取扱説明書」
をご覧ください。

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

�  &または*を押して、電話帳
を呼び出します。

�  &または*を押して、発信先
を選択します。

  電話帳のリストがスクロールします。

i&または*を約 2秒以上押
し続けると、電話帳データがスク
ロールします。

 &または*を約 4秒以上押し
続けると、電話帳登録項目の名前
のアルファベットおよび読みがな
の "あかさたな ..."ごとにスクロー
ルします。
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� 6を押します。

  マルチファンクションディスプレイ
に、"ハッシン ..." のメッセージと
発信した電話番号が表示されます。
電話帳に名前が登録されているとき
は、名前も表示されます。また、発
信した番号が履歴に登録されます。

i電話帳データに複数の電話番号
が登録されているときは、さらに
&または*を押して電話番号
を選択してから、6を押すと発
信されます。

iステアリングの~スイッチを
押し、電話を発信しないで電話帳を
閉じたときは、待ち受け画面に戻り
ます。

 発信履歴から電話を発信する

�  VまたはUを押して、電話画
面を表示させます。

�  COMANDディスプレイに "デンワ 
マチウケ " と表示されているとき
に、6を押します。

 発信履歴が表示されます。

�  &または*を押して、発信先
を選択します。

�  6を押します。

 走行装備

走行装備には、以下のものがあります。

•  クルーズコントロール/可変スピー
ドリミッター

 走行速度を制御する機能です。

•  パークトロニック

  車庫入れや狭い場所での運転時に、
障害物とのおよその距離を知らせ
ます。

オフロード走行については、「オフ
ロード走行」（�195ページ）をご覧
ください。

  クルーズコントロール

アクセルペダルを踏まなくても、設定
した速度を自動的に維持して走行でき
ます。

設定できる速度は約30km/h以上です。

G 事故のおそれがあります
車の走行速度や先行車との車間距離
の確保など、クルーズコントロール
使用時の安全確保や危険回避につい
ては運転者に全責任があります。

クルーズコントロールを使用してい
るときは、運転者は常に道路状況に
注意を払ってください。
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G 事故のおそれがあります
以下のような場合はクルーズコント
ロールを使用しないでください。車
のコントロールを失い、事故を起こす
おそれがあります。

•  急な下り坂、急カーブ、曲がりく
ねった道路を走行しているとき

•  加減速を繰り返すような交通状況
や交通量の多い道路を走行してい
るとき

•  雨で濡れた路面や積雪路、凍結路
などの滑りやすい路面を走行し
ているとき

•  降雨時や降雪時、濃霧時など視界
が確保できないとき

!クルーズコントロールは、主に高
速道路や自動車専用道路で使用する
ことを想定したものです。市街地で
は使用しないでください。

!指定のサイズで 4輪とも同じ銘柄
のタイヤを装着しないと、クルーズ
コントロールが誤作動するおそれが
あります。

!マルチファンクションディスプレ
イにクルーズコントロールに関する
故障 /警告メッセージが表示され
たときは（�224ページ）をご覧く
ださい。

!急な上り坂では、クルーズコント
ロールが速度を維持するためにシフ
トダウンしますが、設定した速度を
維持できないことがあります。この
ようなときはアクセルペダルを踏ん
で加速してください。

!急な下り坂などで惰性がついたと
きは、設定速度を維持できないこ
とがあります。このようなときは、
ブレーキペダルを踏むか、ティッ
プシフトで低いギアレンジを選択
しエンジンブレーキの効きを強く
して、減速してください。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

 クルーズコントロールの使いかた

1  現在の走行速度に設定する / 設定速度
を上げる

2 表示灯
3  前回の設定速度に設定する / 現在の
走行速度に設定する

4  現在の走行速度に設定する / 設定速
度を下げる

5  クルーズコントロールと可変スピード
リミッターを切り替える

6 クルーズコントロールを解除する
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可変スピードリミッター（�135ペー
ジ）と同じレバーを使用します。

レバーの表示灯②が消灯しているとき
に、クルーズコントロールを操作でき
ます。

レバーの表示灯②が点灯しているとき
は、可変スピードリミッターを操作で
きる状態です。レバーを⑤の方向に
押すと表示灯が消灯し、クルーズコン
トロールの操作ができる状態に切り替
わります。

クルーズコントロールを設定する

�   レバーの表示灯②が消灯しているこ
とを確認します。

  点灯しているときは、レバーを⑤
の方向に押して、表示灯を消灯さ
せます。

�   希望の速度まで加速、または減速し
ます。

�   希望の速度に達したときに、レバー
を①か④の方向に操作します。

 そのときの速度に設定されます。

または

�   レバーを③の方向に引きます。

  •  設定速度が記憶されているとき
は、記憶されている速度に設定
されます。

  •  設定速度が記憶されていないと
きは、そのときの速度に設定さ
れます。

アクセルペダルから足を放すと、設定
した速度を維持するように走行します。

G 事故のおそれがあります
記憶されている設定速度に再度設定す
るときは、周囲が安全な状況であるこ
とを確認してください。走行中の速度
と設定速度に大きな差があると、急
加速して事故を起こすおそれがあり
ます。

iクルーズコントロールの設定速度
の表示とスピードメーターおよびマ
ルチファンクションディスプレイの
速度表示には、若干の誤差が生じる
ことがあります。

i上り坂などを走行するときは、設
定した速度を維持できないことがあ
りますが、路面が平坦になると、設
定した速度に戻ります。

iクルーズコントロールの設定速度
は記憶されます。ただし、エンジン
スイッチを一度 0か 1の位置にする
と、記憶された速度は消去されます。

i以下のときはクルーズコント
ロールを設定できません。このと
きは、マルチファンクションディ
スプレイに "- - - km/h" が数秒間
点滅します。

 •    走行速度が約 30km/h以下のとき

 •   ESPの機能が解除されているとき

設定速度を上げる

�  レバーを①の方向に上げ続けます。

�  希望の速度になったら手を放します。

  手を放したときの速度に設定され
ます。
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iアクセルペダルを踏んでも、ク
ルーズコントロールは解除されま
せん。追い越しなどで一時的に速度
を上げるときは、アクセルペダルを
踏んで速度を上げてください。アク
セルペダルから足を放すと元の設定
速度に戻ります。

設定速度を下げる

�  レバーを④の方向に下げ続けます。

�  希望の速度になったら手を放します。

  手を放したときの速度に設定されます。

iレバーを④の方向に下げて減速し
ているときに、シフトダウンするこ
とがあります。

クルーズコントロールの設定を解除する

� レバーを⑥の方向に押します。

または

� ブレーキペダルを踏みます。

または

� レバーを⑤の方向に押します。

  レバーの表示灯②が点灯し、可変ス
ピードリミッターの操作ができる状
態に切り替わります。

i以下のときは、クルーズコント
ロールは自動的に解除されます。

 •   セレクターレバーをAに入れ
たとき

 •  ESPの機能を解除したとき

 •  ESPが作動したとき

 •  走行速度が約 30km/h以下に
なったとき

  このときは確認音が鳴り、マルチ
ファンクションディスプレイに " ｸﾙ
ｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ ｵﾌ " と表示されます。

 また、パーキングブレーキを効かせ
たときも自動的に解除されます。

G 事故のおそれがあります
クルーズコントロールはセレクター
レバーをAに入れても解除され
ますが、必要な場合を除き、走行中
はセレクターレバーをAに入れ
ないでください。エンジンブレーキ
が効かないため、事故を起こしたり、
トランスミッションを損傷するおそ
れがあります。
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G 事故のおそれがあります
走行中は軽くブレーキペダルを踏む
などしてブレーキを効かせ続けない
でください。ブレーキシステムが過
熱し制動距離が長くなったり、ブレー
キが効かなくなるおそれがあります。

!マルチファンクションディスプレ
イに可変スピードリミッターに関す
る故障 / 警告メッセージが表示さ
れたときは（�224ページ）をご覧
ください。

!急な下り坂などで惰性がついたと
きは、設定速度を維持できないこと
があります。

  このようなときは、ブレーキペダ
ルを踏むか、ティップシフトで低い
ギアレンジを選択しエンジンブ
レーキの効きを強くして、減速し
てください。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

  可変スピードリミッター

制限速度を設定すると、アクセルペダ
ルを踏み込んでいても、設定した速度
を超えないように走行することができ
ます。

設定できる制限速度は 30km/h～
210km/hまでの間です。

ただし、車の最高速度以上に制限速度
を設定しても、車の最高速度以上の速
度で走行することはできません。
※  上記は車両の機能の説明です。公道を走行する際
は、必ず法定速度や制限速度を遵守してください。

※  車種や仕様により、設定できる速度が異なる場合
があります。

iトランスファーがクロスカント
リーギアになっているときは、設定
できる速度の上限が 100km/hに
なります。

G 事故のおそれがあります
•   走行時は法定速度を遵守してくだ
さい。可変スピードリミッター使
用時の安全確保や危険回避につい
ては運転者に全責任があります。

•  運転を交代するときは、必ず交代す
る運転者に、可変スピードリミッ
ターの機能と設定した制限速度を
伝えてください。 

  可変スピードリミッターの機能を
知らずに運転すると、アクセルペ
ダルを踏んでも速度が上がらず、
事故を起こすおそれがあります。

•  可変スピードリミッターはブレー
キペダルを踏んでも解除できま
せん。

•   可変スピードリミッターは設定し
た制限速度以上に加速する必要の
ないときに使用してください。
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 可変スピードリミッターの使いかた

1  現在の走行速度に設定する / 30km/h
に設定する /設定速度を上げる

2 表示灯
3  前回の設定速度に設定する / 現在の
走行速度に設定する / 30km/hに設
定する

4  現在の走行速度に設定する / 30km/h
に設定する / 設定速度を下げる

5  可変スピードリミッターとクルーズコ
ントロールを切り替える

6 可変スピードリミッターを解除する

クルーズコントロール（�131ページ）
と同じレバーを使用します。

レバーの表示灯②が点灯しているとき
に、可変スピードリミッターを操作で
きます。

レバーの表示灯②が消灯しているとき
は、クルーズコントロールを操作でき
る状態です。レバーを⑤の方向に押す
と表示灯②が点灯し、可変スピードリ
ミッターの操作ができる状態に切り替
わります。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

可変スピードリミッターを設定する

�  レバーの表示灯②が点灯しているこ
とを確認します。

  点灯していないときは、レバーを⑤
の方向に押して、表示灯を点灯させ
ます。

�  レバーを①か④の方向に操作します。

 •  走行速度が約 30km/h以下のと
きは 30km/hに設定されます。

 •  走行速度が約 30km/h以上のと
きはそのときの速度に設定され
ます。

または

�  レバーを③の方向に引きます。

  •  設定速度が記憶されているとき
は、記憶されている速度に設定
されます。

  •  設定速度が記憶されていない場
合、走行速度が約 30km/h以下
のときは、30km/hに設定され
ます。

  •  設定速度が記憶されていない場
合、走行速度が約 30km/h以上
のときは、そのときの速度に設
定されます。
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※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

i可変スピードリミッターの設定速
度の表示と、スピードメーターおよ
びマルチファンクションディスプレ
イの速度表示には、若干の誤差が生
じることがあります。

i可変スピードリミッターの設定速
度は記憶されます。ただし、エンジ
ンスイッチを一度0か1の位置にす
ると、記憶された速度は消去され
ます。

iアクセルペダルを踏んでキックダ
ウンしているときは可変スピードリ
ミッターを設定することはできま
せん。このときは、マルチファンク
ションディスプレイに "- - - km/h" 
が数秒間点滅します。

設定速度を上げる

�  レバーを①の方向に操作します。

  10km/h単位で設定速度が上がり
ます。

  1km/h単位の端数で速度が設定さ
れていたときは、設定速度が切り上
がり、その後 10km/h単位で設定
速度が上がります。

または

�  レバーを③の方向に操作します。

  1km/h 単位で設定速度が上がり
ます。

�  希望する速度になったらレバーから
手を放します。

 そのときの速度に設定されます。

リミット

設定した制限速度がマルチファンクションディ
スプレイに表示された例
⑦ 設定速度

  マルチファンクションディスプレイ
に "リミット " と設定速度⑦が数秒
間表示されます。

0 km/h

PRND  H
LIM      40km/h

設定した制限速度が車両情報サブ画面に移動し、
表示された例
⑧ 設定速度

  数秒後に車両情報サブ画面に設定速
度⑧が表示されます。

!可変スピードリミッターを設定す
るときは、周囲の状況、特に後方
の車などに注意しながら操作して
ください。事故を起こすおそれが
あります。
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設定速度を下げる

�  レバーを④の方向に操作します。

  10km/h単位で設定速度が下がり
ます。

  1km/h単位の端数で速度が設定さ
れていたときは、設定速度が切り下
がり、その後 10km/h単位で設定
速度が下がります。

�  希望する速度になったらレバーから
手を放します。

 そのときの速度に設定されます。

!設定速度を変更するときは、周囲
の状況、特に後方の車などに注意し
ながら操作してください。事故を起
こすおそれがあります。

可変スピードリミッターを解除する

�  レバーを⑥の方向に押します。

または

�  レバーを⑤の方向に押します。

  レバーの表示灯②が消灯し、クルー
ズコントロールの操作ができる状態
に切り替わります。

!可変スピードリミッターを解除し
ても、設定速度は記憶されています。
記憶されている速度が走行速度より
も低い場合、記憶されている速度に
再度設定すると、アクセルペダルを
踏んでいても車は減速します。

i次の操作をしたときは可変スピー
ドリミッターが自動的に解除され
ます。

 •  アクセルペダルを踏んでキック
ダウンしたとき

  このときは確認音が鳴ります。

   ただし、設定速度より約 20km/
h以上低い速度までは、一時的に
キックダウンしても可変スピー
ドリミッターは解除されません。

 •  エンジンを停止したとき

G 事故のおそれがあります
可変スピードリミッターはブレーキ
ペダルを踏んでも解除されません。

  パークトロニック

リアバンパーにあるセンサーで障害物
などを感知し、車と障害物とのおよそ
の距離を、インジケーターと警告音で
運転者に知らせます。

G 事故のおそれがあります
パークトロニックは運転者を支援す
るシステムです。運転者はパークト
ロニックだけに頼らず、必ず周囲の
状況を確認してください。

G けがのおそれがあります
車の周辺に人や動物がいないことを
確認してください。
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黄色インジケーターが 4個、赤色イン
ジケーターが 2個あり、センサーと
障害物とのおよそ距離を、インジケー
ターの点灯数で示します。

 パークトロニックの作動

エンジンスイッチが 2の位置で、セレ
クターレバーがCに入っていると
きに作動します。

センサー感知範囲に障害物が入ったとき

障害物がセンサー感知範囲（約 150
～ 100cm）に入ると、黄色インジケー
ターが１個点灯します。障害物との距
離が短くなるにつれ、点灯するインジ
ケーターの数が増えます。

4個目の黄色インジケーターが点灯す
ると、警告音が断続的に鳴ります。

障害物との距離が近くなったとき

障害物がセンサーの最短感知距離に
近付くと、1個目の赤色インジケー
ターが点灯し、警告音の間隔が短くな
ります。

障害物との距離がさらに短くなると 2
個目の赤色インジケーターが点灯し、
警告音の間隔がさらに短くなります。

最短感知距離（約 30cm）になると、す
べてのインジケーターが点滅し、警告
音が連続的に鳴ります。

!障害物との距離がセンサーの最短
感知距離よりも近くなると、セン
サーは障害物を感知できなかった
り、正常に作動しなくなることがあ
ります。

  また、点滅していたインジケーター
が消灯することがあります。

 パークトロニックセンサー

① センサー

リアバンパーの 4個のセンサー①が
車の周辺の障害物などを感知します。

!センサーに泥や氷、雨、水しぶき
などが付着したときはパークトロ
ニックが正常に作動しないことがあ
ります。このときは、パークトロニッ
クを作動させたときに警告音が鳴り
続けることがあります。

 センサーに傷や損傷を与えないよう
に注意して、定期的に清掃してくだ
さい（�207ページ）。

 インジケーター

インジケーターはテールゲートの右側
上部にあります。
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!スペアタイヤカバーはリアバン
パーより後ろに位置しているため、
パークトロニックが知らせる距離よ
りも、実際の障害物との距離が短く
なります。十分注意してください。

!電波を発する物が近くにあるとき
や、不整地などを走行しているとき
は、パークトロニックが正しく作動
しないことがあります。

!洗車機や大型車の排気ブレーキ、
工事用のエアコンプレッサーなどが
近くにあると、超音波が乱され、パー
クトロニックが正常に作動しないこ
とがあります。

!温度や湿度が高いときや超音波や
低周波を発生させる機器が車の近
くにあるときは、パークトロニッ
クが正常に作動しないことがあり
ます。運転者はパークトロニック
だけに頼らず、必ず周囲の状況を
確認してください。特に車の周辺
に人や動物がいないことを確認し
てください。

iセレクターレバーをCに入れる
と、警告音が 1回鳴り、すべてのイ
ンジケーターが一瞬点灯します。

i以下のときは、パークトロニック
が故障して、機能が解除されてい
ます。メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。

 •  近くに障害物がないのに警告音
が鳴り続けるとき

 •  警告音が 1回鳴らず、すべて
のインジケーターが一瞬点灯し
ないとき

 センサーの感知範囲

センサー感知範囲

中央 約 150cm～ 30cm

コーナー 約 100cm～ 30cm

!センサーは、約 30cm以内にある
障害物は感知できません。

!センサーの周辺にアクセサリーな
どを取り付けないでください。パー
クトロニックが正常に作動せず、車
を損傷したり事故につながるおそれ
があります。

!針金やロープなどの細い物や、植
木鉢や建物の張り出しなどセンサー
の上下にあるものに十分注意してく
ださい。これらが至近距離にあると
き、状況によっては、センサーがこ
れらを感知せず、車や物を損傷する
おそれがあります

!センサーは雪などの超音波を吸収
しやすい物を感知しないことがあり
ます。
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 エアコンディショナー

  エアコンディショナーの取り扱い

エアコンディショナーは、設定温度や
外気温度、日射の強さなどに応じて、
送風量や送風口の組み合わせなどを自
動的に調整し、車内の温度や湿度など
を快適な状態に保ちます。

H 環　境
•  地球環境を保護するため、フロン
ガスを大気放出することは法律で
禁止されています。また、すべて
の自動車オーナーは、フロンガス
が適切に処理されるよう努めなけ
ればなりません。

•  エアコンディショナーの冷媒の補
充、交換、廃棄などは、必ずメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で行なってください。

G けがのおそれがあります
•  送風温度を高めに設定してあると
きは、送風口が過熱して高温にな
り、火傷をするおそれがあります。
また、暖気が送風されているとき
は、送風口に身体を近付けたまま
にしていると低温火傷のおそれが
あります。十分に注意してくだ
さい。

•  送風温度を低めに設定してあると
きに送風口に身体を近付けると、
しもやけなどを起こすおそれがあ
りますので十分に注意してくだ
さい。

!皮膚の弱い人は、送風口に身体を
近付けすぎないように注意してくだ
さい。

!ボンネットの吸気口が雪や氷で覆
われないようにしてください。

!送風口や車内の吸排気口が覆われ
ないようにしてください。

i車内が高温になっているときは、
エアコンディショナーを作動させる
前に換気をしてください。リモコン
操作で車外からドアウインドウとス
ライディングルーフを開くことがで
きます（�94ページ）。

i除湿された水分は車体下方に排水
されます。

iドアウインドウやスライディング
ルーフが開いていると、設定温度を
維持することができません。

i一度に大幅に設定温度を変更して
も、設定温度に達するまでの時間は
あまり変わりません。

iエアコンディショナーの機能や
モードのなかには、併用可能な組み
合わせがあります。

iエアコンディショナーのフィル
ター類は定期的な交換が必要です。
また、交換時期は使用環境によって
異なります。

  フィルター類が目づまりを起こし
ていると送風量が減少します。



142
車
両
の
操
作

エアコンディショナー

 コントロールパネル

名称

1 送風量調整ダイヤル

2 送風温度調整ダイヤル（左側）

3 送風温度調整ダイヤル（右側）

4 送風口選択ダイヤル

5 リアデフォッガースイッチ

6 ACスイッチ
余熱ヒーター・ベンチレーショ
ンスイッチ

7 AUTOスイッチ

8 内気循環スイッチ

9 デフロスタースイッチ

※  エアコンディショナーのスイッチ類の絵
柄などは、イラストと異なる場合があり
ます。

通常の使いかた（ AUTOモード）

エアコンディショナーを作動させる

�  AUTOスイッチ7を押します。

  AUTOスイッチと ACスイッチの表
示灯が点灯します。

  送風口の組み合わせと送風量が自動
的に調整されるようになります。

iエンジンの始動直後は、設定にか
かわらず、約 30秒間足元にも送風
されます。

iエアコンディショナーを AUTO
モードで作動させると、自動的に
ACモード（�143ページ）に設定
されます。

i送風量調整ダイヤル1が 0の位
置でエアコンディショナーが停止し
ているときに送風量調整ダイヤルを
0以外の位置にすると、エアコン
ディショナーは作動を開始します。
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エアコンディショナーを停止する

�  送風量調整ダイヤル1を 0の位置
にします。

 エアコンディショナーが停止します。

!ドアウインドウやスライディング
ルーフが閉じているときにエアコン
ディショナーを停止すると、ウイン
ドウが曇りやすくなります。

i送風量調整ダイヤルが 0の位置で
エアコンディショナーが作動してい
るときは、送風量調整ダイヤルを一
度 0以外の位置にしてから、再度
0の位置にするとエアコンディショ
ナーは停止します。

AUTOモードを解除する

�  エアコンディショナーがAUTOモー
ドで作動しているときに、AUTOス
イッチ7を押します。

  AUTOスイッチの表示灯が消灯し、
AUTOモードが解除されます。

  送風量の調整や送風口の選択を手動
で行なうことができます。

 送風温度の調整

送風温度を上げる

�  送風温度調整ダイヤル23を時計
回りにまわします。

送風温度を下げる

�  送風温度調整ダイヤル23を反時
計回りにまわします。

i送風温度は左右別々に設定でき
ます。

i通常は 22℃に設定することをお
勧めします。

iドアウインドウやスライディング
ルーフが開いていると、設定温度を
維持できません。

iいずれかの側の送風温度をいっ
ぱいまで上げたとき、または下げた
ときに、もう一方の側の送風温度も
上がる、または下がることがあり
ます。

 ACモード

ACモードでは除湿 / 冷房された空気
が送風されます。

AUTOモードでエアコンディショナー
を作動させたときは、自動的にACモー
ドになります。

ACモードを解除する

�  ACスイッチ6を押します。

  スイッチの表示灯が消灯し、除湿 
/ 冷房されていない空気が送風さ
れます。

ACモードに設定する

�  再度、ACスイッチ6を押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

G 事故のおそれがあります
ドアウインドウとスライディング
ルーフが閉じているときに ACモード
を解除すると、ウインドウが曇りやす
くなり、事故を起こすおそれがあり
ます。
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H 環　境
ACモードを解除すると、エンジンへ
の負荷が軽減し、燃費が向上します。

i除湿 /冷房された空気は、エンジ
ンがかかっているときに送風され
ます。

iデフロスターモード（�146ペー
ジ）を解除したときは、自動的に
ACモードになります。

iACモードを解除しても、しばらく
は除湿 /冷房された空気が送風さ
れることがあります。

iACスイッチ6を押したときに、
表示灯が点滅もしくは消灯したまま
のときはエアコンディショナーの冷
媒が不足しています。除湿 /冷房
された空気は送風されません。すみ
やかにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。

 送風量の調整

送風量を手動で調整することができ
ます。

エアコンディショナーが AUTOモー
ドで作動しているときは、AUTOモー
ドを解除（�143ページ）してから、
送風量を調整します。

送風量を上げる

�  送風量調整ダイヤル1を時計回り
にまわします。

送風量を下げる

�  送風量調整ダイヤル1を反時計回
りにまわします。

 送風口の調整

中央送風口とサイド送風口は開閉する
ことができます。

i換気効率を上げるため、送風口の
風向きを中央にすることをお勧めし
ます。

i送風口開閉ダイヤルを停止するま
でまわしても、送風口を完全に閉じ
ることはできません。

中央送風口の開閉

⑩ 中央送風口（左側）
⑪ 中央送風口（右側）
⑫ 送風口開閉ダイヤル（右側）
⑬ 送風口開閉ダイヤル（左側）

送風口を開く

�  送風口開閉ダイヤル⑫⑬を右側にま
わします。

  徐々に送風口が開き、送風量が上が
ります。
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エアコンディショナー

送風口を閉じる

�  送風口開閉ダイヤル⑫⑬を左側にま
わします。

  徐々に送風口が閉じ、送風量が下が
ります。

  送風口開閉ダイヤルを停止するまで
左側にまわすと、送風口が閉じます。

サイド送風口 / フロントドアウイン
ドウ送風口の開閉

⑭ フロントドアウインドウ送風口
⑮ サイド送風口
⑯ 送風口開閉ダイヤル

送風口を開く

�  送風口開閉ダイヤル⑯を右側にまわ
します。

  徐々に送風口が開き、送風量が上が
ります。

送風口を閉じる

�  送風口開閉ダイヤル⑯を左側にまわ
します。

  徐々に送風口が閉じ、送風量が下が
ります。

  送風口開閉ダイヤルを停止するまで
左側にまわすと、送風口が閉じます。

リア中央送風口の開閉

⑰ 送風口開閉ダイヤル
⑱ リア中央送風口

センターコンソール後端部にリア中央
送風口⑱があります。

送風口を開く

�  送風口開閉ダイヤル⑰を上方にまわ
します。

  徐々に送風口が開き、送風量が上が
ります。

送風口を閉じる

�  送風口開閉ダイヤル⑰を下方にまわ
します。

  徐々に送風口が閉じ、送風量が下が
ります。

  送風口開閉ダイヤルを停止するまで
下方にまわすと、送風口が閉じます。

!リア足元送風口がフロントシート
の下にあります。荷物などで送風口
をふさがないでください。

i左右のリア中央送風口からの送風
温度は、フロントの左右の送風温度
の設定に連動します。
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エアコンディショナー

送風口の風向き調整

風向きを調整する

�  各送風口のノブを上下左右に動か
します。

 送風口の選択

�  エアコンディショナーが AUTOモー
ドで作動しているときは、AUTOモー
ドを解除します。

�  送風口選択ダイヤル4をまわして、
好みの送風口マークに合わせます。

送風口
マーク

主に送風される送風口

M フロントウインドウ送風
口、フロントドアウイン
ドウ送風口 

Q フロントウインドウ送風
口、フロントドアウインド
ウ送風口、フロント足元送
風口、リア足元送風口

O フロント足元送風口、リ
ア足元送風口

P 中央送風口、サイド送風
口、リア送風口

iダイヤルをマークの中間に合わせ
ると、組み合わせた送風口から送
風することができます。

i選択した送風口以外の送風口から
も、微量の送風が行なわれることが
あります。

 デフロスターモード

フロントウインドウやフロントドアウ
インドウの内側の曇りを取るときに使
用します。

i曇りが取れたら、すみやかに解除
してください。

デフロスターモードに設定する

� デフロスタースイッチ⑨を押します。

 スイッチの表示灯が点灯します。

  エアコンディショナーが以下の内容
で作動します。

 •  ACモードによる除湿 /冷房が解
除されます。

 •  エアコンディショナーの送風量
が上がります。

 •  エアコンディショナーの送風温
度が高くなります。

 •  フロントウインドウ送風口とフ
ロントドアウインドウ送風口を
中心に送風されます。

 •  内気循環モードが解除されます。

デフロスターモードを解除する

�  再度、デフロスタースイッチ⑨を押
します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

  デフロスターモードに設定する前の
内容でエアコンディショナーが作動
します。

  ただし、デフロスターモードに設
定する前に ACモードを解除してい
たときは ACモードに、内気循環
モードにしていたときは外気導入
モードになります。
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エアコンディショナー

リアデフォッガーを停止する

�  再度、リアデフォッガースイッチ⑤
を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

!消費電力が大きいため、曇りが取
れたら早めに停止してください。

iリアデフォッガーは、使用を開始
してから約 10分後に自動的に停止
します。

iバッテリーの電圧が低くなるとリ
アデフォッガーは自動的に停止し、
表示灯が点滅します。電圧が回復す
ると自動的に作動を開始します。

i外気温度が低いときは、車内が暖
まるまではリアデフォッガーが作動
しないことがあります。

 内気循環モード

トンネル内など、空気が汚れた場所で
外気を車内に入れたくないときに使用
します。

内気循環モードに切り替えると、車内
の空気が循環されます。

エンジンスイッチが 2の位置のときに
設定 / 解除ができます。

G 事故のおそれがあります
外気温度が低いときは、内気循環モー
ドの設定は短時間にとどめてくだ
さい。ウインドウが曇りやすくなり、
事故を起こすおそれがあります。

または

�  AUTOスイッチ⑦を押します。

  AUTOスイッチの表示灯が点灯し、
デフロスタースイッチの表示灯が消
灯します。

  エアコンディショナーがAUTOモー
ドで作動します。

フロントウインドウの外側が曇るとき

�  ワイパーを作動させます。

�  中央送風口を閉じます。

�  AUTOモードを解除しているとき
は、送風口選択ダイヤルをまわして、
OまたはPの送風口マークに
合わせます。

i上記の設定は、曇りが取れるまで
の間にとどめてください。

 リアデフォッガー

リアウインドウの曇りを取るときに使
用します。

G 事故のおそれがあります
ウインドウに雪や氷が付着している
ときは、運転前にそれらを取り除い
て視界を確保してください。事故を
起こすおそれがあります。

リアデフォッガーを使用する

�  エンジンスイッチが2の位置になっ
ていることを確認します。

�  リアデフォッガースイッチ⑤を押し
ます。

 スイッチの表示灯が点灯します。
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内気循環モードに設定する

�  内気循環スイッチ⑧を押します。

  スイッチの表示灯が点灯します。

i外気温度が非常に高いときは、自
動的に内気循環モードに切り替わ
ることがありますが、このときは
内気循環スイッチの表示灯は点灯
しません。

  約 30分経過すると、一定の割合で
外気導入をはじめます。

内気循環モードに設定されていても、
一定時間が経過すると以下のように自
動的に外気導入を始めます。

 外気温度が約 5℃以下
のとき

約 5分後

ACモードを解除してい
るとき

約 5分後

外気温度が約 5℃以上
のとき

約 30分後

内気循環モードを解除する　　　　
（外気導入モードにする）

�  再度、内気循環スイッチ⑧を押し
ます。

  スイッチの表示灯が消灯します。

i内気循環モードのときに、AUTO
モードやデフロスターモードにする
か、ACモードを解除すると、外気
導入モードになります。

 余熱ヒーター・ベンチレーション

エンジン停止後に車内を暖房したり、
車内に外気を導入して換気を行なうと
きに使用します。

エンジンスイッチが 0か 1の位置の
とき、またはキーが抜いてあるときに
使用できます。

i外気温度が高いときは換気のみが
行なわれます。

i少ない送風量で一定に保たれます。

余熱ヒーター・ベンチレーションを使
用する

�  余熱ヒーター・ベンチレーションス
イッチ⑥を押します。

 スイッチの表示灯が点灯します。

�  送風温度調整ダイヤル②③で送風温
度を設定します。

余熱ヒーター・ベンチレーションを停
止する

�  再度、余熱ヒーター・ベンチレーショ
ンスイッチ⑥を押します。

 スイッチの表示灯が消灯します。

i以下のときは、余熱ヒーター・ベ
ンチレーションは自動的に停止し
ます。

 •  使用を開始してから約 30分経
過したとき

 •    エンジンスイッチを 2の位置に
したとき

 •  バッテリーの電圧が低下したとき

 •  エンジン冷却水の温度が低下し
たとき
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スライディングルーフ

 スライディングルーフ

G けがのおそれがあります
•  子供だけを車内に残して車から離
れないでください。スライディン
グルーフを操作してけがをしたり、
事故の原因になります。

•  スライディングルーフを閉じると
きは、身体や物が挟まれないよう
に注意してください。挟まれそう
になったときは、ただちにスライ
ディングルーフスイッチを操作し
て、スライディングルーフを開い
てください。

•  乗員全員がシートベルトを着用し
てください。車が横転したときに、
スライディングルーフの開口部か
ら車外に放り出されて、致命的な
けがをするおそれがあります。

!走行中はスライディングルーフか
ら身体を出さないでください。

!スライディングルーフの開口部か
ら、物を出し入れしないでください。
スライディングルーフのシール部を
損傷するおそれがあります。

!降雨後や降雪後にスライディング
ルーフを開くときは、ルーフ上の水
や雪などを取り除いてください。車
内に水や雪などが入るおそれがあり
ます。

!スライディングルーフ上に雪や氷
が付着した状態で操作しないでくだ
さい。スライディングルーフを損
傷するおそれがあります。

!スライディングルーフの開口部に
腰をかけたり、荷物を載せたりして
大きな力を加えないでください。ス
ライディングルーフを損傷するおそ
れがあります。

!車から離れるときや洗車のとき
は、ドアウインドウとスライディン
グルーフが完全に閉じていることを
確認してください。

iスライディングルーフを開いて走
行しているとき、走行風の影響な
どで空気の振動を感じる場合は、ス
ライディングルーフの開度を変える
かドアウインドウを少し開くと、解
消することがあります。

iリモコン操作でスライディング
ルーフを開閉することができます。
詳しくは（�94ページ）をご覧く
ださい。

 スライディングルーフの開閉

① 開く
② 閉じる
③ チルトアップ
④ 閉じる / チルトダウン

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに操作できます。
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スライディングルーフを開く

�  スイッチを①の方向に軽く操作し
ます。

 操作している間だけ開きます。

  ①の方向にいっぱいまで操作する
と、自動で開きます。

iスライディングルーフが自動で
開いているときにスイッチを操作す
ると、その位置で停止します。

スライディングルーフを閉じる

�  スイッチを②または④の方向に押
します。

スライディングルーフをチルトアッ
プする

�  スイッチを③の方向に操作します。

スライディングルーフをチルトダウ
ンする

�  スイッチを④の方向に操作します。

 荷物の積み方 / 小物入れ

  カップホルダー

カップホルダーはグローブボックスの
カバーの裏側にあります。

G 火傷のおそれがあります
•  走行中はカップホルダーを使用し
ないでください。急ブレーキ時や
急な進路変更時、事故のときなど
にカップホルダーに置いた容器が
飛び出して、乗員が火傷をするお
それがあります。

•  カップホルダーのサイズに合った
フタ付きの容器を使用してくだ
さい。

•  火傷防止のため、熱い飲み物が
入った容器を置かないでくだ
さい。

!カップホルダーに飲み物が入った
容器を置くときは、スイッチや電装
品などに飲み物をこぼしたり、結露
した水滴が垂れないように注意して
ください。

  スイッチや電装品などを損傷した
り、ショートして発火するおそれが
あります。
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!カップホルダーの上に、飲み物の
容器以外のものを置かないでくだ
さい。

  ルーフラック

G 事故やけがのおそれがあります
•  推奨品以外のルーフラックを取り
付けると、車から外れて荷物が放
り出されて、乗員がけがをしたり、
事故の原因になります。ルーフラッ
クを取り付けるときは、製品に添
付の取扱説明書に従ってください。

•  ルーフの最大積載量（約 200kg）
を超えないように注意してくだ
さい。また、ルーフに荷物を積ん
でいるときは、車の重心位置が変
化し、走行安定性に影響を与え
ます。運転するときは十分に注意
してください。

!ルーフラックは Daimler AGの推
奨品の使用をお勧めします。詳しく
はメルセデス・ベンツ指定サービス
工場におたずねください。また、ルー
フに荷物を積んでいるときは、下記
に注意してください。車を損傷する
おそれがあります。

 •  スライディングルーフをチルト
アップしたときに接触しないこと

 •  ルーフ前部のアンテナに接触し
ないこと

 ルーフラックの装着方法について
は、製品に添付されている取扱説明
書をご覧ください。

  収納ネット

助手席側の足元に新聞や雑誌などを収
納できるネット①を装備しています。

G けがのおそれがあります
収納ネットには、重い物やかたい物、
ビンや缶、割れやすい物、鋭利な形
状の物を入れないでください。急ブ
レーキ時や急な進路変更時、事故の
ときなどに収納物が飛び出して、乗
員がけがをするおそれがあります。

!収納ネットから収納物がはみ出さ
ないようにしてください。

  荷物を積むとき

G けがのおそれがあります
 荷物を積むときは、以降に記載され
ている注意点を守り、確実に固定し
てください。急ブレーキ時や急な進
路変更時、事故のときなどに前方に
放り出されて、乗員がけがをするお
それがあります。

また、荷物を積むときの注意点を守っ
たとしても、荷物を積むことにより、
事故のときなどに乗員がけがをする
可能性は高まります。
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G 中毒のおそれがあります
エンジンをかけた状態でテールゲー
トを開いたままにしないでください。
排気ガスが車内に入り、意識不明に
なったり、中毒死するおそれがあり
ます。

荷物を積むときの例
リアシートを使用したとき（上図）
リアシートを折りたたんだとき（下図）

荷物の積みかたは車の走行安定性に大
きく影響します。以下の点に注意して
ください。

•  荷物の重量が、制限重量（�269ペー
ジ）を超えないようにしてください。

•  重い物は車の中心近く（ラゲッジ
ルームの前方）の低い位置に積み、
確実に固定してください。

•  荷物をバックレストより高く積み上
げないでください。

•  荷物はリアシートの背面に接するよ
うに積んでください。

•  荷物はできるだけ人が座っていない
シートの後方に積んでください。

•  大きな荷物を積まないときは、リア
シートのバックレストを起こして確
実に固定し、ヘッドレストを装着し
てください。

•  リアシートに人を乗せないときは、
上図のように左右のシートベルトプ
レートを反対側のバックル①に差し
込んで、シートベルトが交差するよ
うにしてください。

•  鋭い角のある荷物は、角の部分にカ
バーをしてください。

•  ウインドウに荷物が当たらないよう
に注意してください。ウインドウ
ガラスを破損したり、リアデフォッ
ガーの熱線を損傷するおそれがあり
ます。

•  荷物を積むときは、必ずセーフティ
ネットを使用してください。

•  燃料を入れた容器やスプレー缶など
を積まないでください。引火や爆発
のおそれがあります。

i荷物固定用のアクセサリーは
Daimler AGの推奨品の使用をお勧
めします。詳しくはメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。
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  荷物を固定するとき

 荷物固定用リング

ラゲッジルームには 4個の荷物固定用
リングがあります。

G けがのおそれがあります
荷物を固定するときは、荷物固定用
リングを使用して確実に固定してく
ださい。また、荷物固定用リングに
は均等に力がかかるようにしてくだ
さい。

荷物の積みかたが適切でなかったり、
荷物を固定していないと、急ブレー
キ時や急な進路変更時、事故のとき
などに荷物が前方に放り出され、乗
員がけがをするおそれがあります。

•  荷物固定用リングを使用して荷物を
固定してください。

•  伸縮性のあるロープやネットを使用
しないでください。それらは軽い荷
物を固定することしかできません。

•  伸縮率 7 % 以下および耐荷重張力 7 
1 4 k g（600daN）以上の擦れに強
く丈夫なロープやストラップ、ネッ
トを使用してください。

•  固定するロープやネットが荷物の角
にかからないようにしてください。

•  鋭い角のあるものは、角の部分にカ
バーをしてください。

•  荷物の固定には擦れに強く丈夫な
ロープを使用し、ラゲッジルームの
4個の荷物固定用リングに通して確
実に結んでください。

•  できるだけすべての荷物固定用リン
グを使用してください。

•  荷物固定用リングに過大な力がかか
らないようにしてください。

•  固定用具の取扱説明書もご覧くだ
さい。

  分割可倒式リアシート

バックレストの左右いずれか一方、ま
たは両方を倒すことができます。

また、リアシートの左右いずれか一
方、または両方を折りたたむことがで
きます。

G けがのおそれがあります
•  ラゲッジルームに重い荷物やか
たい荷物を積載するときは、確実
に固定してください。急ブレーキ
時や急な進路変更時、事故のとき
などに荷物が放り出されて、乗員
がけがをするおそれがあります。

•  リアシートを折りたたんで荷物を
積むときは、必ずセーフティネッ
トを使用してください。
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G 中毒のおそれがあります
エンジンをかけた状態でテールゲー
トを開いたままにしないでください。
排気ガスが車内に入り、意識不明に
なったり、中毒死するおそれがあり
ます。

① バックレストレバー
② シートレバー

バックレストを倒す

�  中央のヘッドレストを取り外します。

�  バックレストレバー①を矢印方向に
引き、バックレストを前方に倒して
ロックします。

i中央のヘッドレストを取り外さ
ないと、バックレストがロックされ
ません。

iリアドアを開いておくと、バック
レストレバーの操作がしやすくなり
ます。

バックレストを元の位置に戻す

�  バックレスト背面を下方に押しなが
ら、バックレストレバー①を引き上
げてロックを解除します。

�  バックレストを引き起こします。

�  中央のヘッドレストを取り付け
ます。

!シートベルトが挟み込まれてい
ないことを確認してください。

リアシートを折りたたむ

�  左右および中央のヘッドレストを
取り外します。

�  バックレストを前方に倒してロック
します。

�  シートレバー②を引いてリアシート
の後部に手をかけて引き起こし、前
方に折りたたみます。

!リアシートのヘッドレストは必ず
取り外してください。リアシートを
折りたたんだときにフロアと接触し
て、ヘッドレストを損傷するおそれ
があります。

!リアシートを折りたたむときは、
身体や物などを挟まないように注意
してください。

!リアシートを折りたたむときは、
フロントシートの位置を前方に移動
し、バックレストを起こしてくだ
さい。シートを損傷するおそれがあ
ります。
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リアシートを元の位置に戻す

�  シート後部を下げてロックします。

�  バックレストを元の位置に戻し
ます。

�  ヘッドレストを取り付けます。

G けがのおそれがあります
走行する前に、シートが確実にロッ
クされていることを確認してくだ
さい。急ブレーキ時や急な進路変更
時、事故のときなどに荷物が前方に
放り出されて、乗員がけがをするお
それがあります。

iリアシートを起こした状態でセー
フティネットを脱着するときは、
バックレストを起こしたままシート
レバーを引いて、リアシートを前方
に倒します（�154ページ）。

  セーフティネット

走行中に荷物が前方に放り出されるの
を防ぐために使用します。

リアシートを起こした状態、折りた
たんだ状態のどちらでも使用でき
ます。

G けがや事故のおそれがあります
•  荷物を積むときは、荷物が前方に
放り出されて乗員がけがをしない
よう、必ずセーフティネットを使
用してください。

•  損傷したセーフティネットは使用
しないでください。

•  セーフティネットでは、急ブレー
キ時や急な進路変更時、事故のと
きなどに、重い荷物を固定できま
せん。重い荷物を積むときは、ロー
プやストラップで正しく固定して
ください（�153ページ）。

•  セーフティネットを使用したとき
は、セーフティネットの後方に乗
車しないでください。

 リアシートを起こした状態で使用する

�  バックレストを起こしたまま、リ
アシートを前方に倒します（�154
ページ）。

iリアドアを開いておくと、セーフ
ティネットの着脱がしやすくなり
ます。
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�  リアシートを元の位置に戻し、ロッ
クさせます。

�  少し走行した後に、セーフティ
ネットの張り具合を点検してくだ
さい。必要があれば締めなおして
ください。

iリアシートを起こした状態で使
用するリングは、リアホイールアー
チ前方にあります。

 リアシートを折りたたんだ状態で使
用する

�  リアシートを折りたたみます
（�154ページ）。

�  ストラップ④のバックル③が前方を
向くようにして、セーフティネット
①をリアクォーターウインドウ上方
の取り付け部②にかけます。

�  バックル③でストラップ④の長さを
調整し、フック⑤をリング⑥にかけ
ます。

�  ストラップ④の先端を引き、セーフ
ティネット①が軽く張る程度に調節
します。
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�  ストラップ④のバックル③が後方を
向くようにして、セーフティネット
①をリアドアウインドウ上方の取り
付け部②にかけます。

�  バックル③でストラップ④の長さを
調節し、フック⑤をリング⑥にかけ
ます。

�  ストラップ④の先端を引き、セーフ
ティネット①がぴったりと張るよう
に調節します。

!リアシートを折りたたんだ状態で
セーフティネットを使用するとき
は、ストラップを強く締めてくだ
さい。

�  少し走行した後に、セーフティ
ネットの張り具合を点検してくだ
さい。必要があれば締めなおして
ください。

iリアシートを折りたたんだ状態で
使用するリングは、リアシート下に
あります。

 セーフティネットを取り外す

�  リアシートを起こした状態でセー
フティネットを使用しているとき
は、リアシートを前方に倒します
（�154ページ）。

�  バックルを上方に倒してストラップ
をゆるめ、フックをリングから外し
ます。

�  セーフティネットを取り付け部から
外します。

 セーフティネットを収納する

�  セーフティネット①を巻きます。

�  付属のベルクロストラップ②で固定
します。

�  リアシートの後側に収納します。
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  小物入れ

G けがのおそれがあります
走行中は、小物入れのカバーを開い
たままにしないでください。急ブレー
キ時や急な進路変更時、事故のとき
などに収納物が飛び出して乗員がけ
がをするおそれがあります。

!収納物が小物入れからはみ出さ
ないようにしてください。

!小物入れのカバーが閉じなくなる
ような大きな物を小物入れに入れ
ないでください。小物入れや収納物
を損傷するおそれがあります。

!小物入れには食料品を収納しない
でください。

!貴重品は小物入れに保管しないで
ください。

  グローブボックス

グローブボックスを開く

�  ハンドル③を引いて開きます。

グローブボックスを閉じる

�  カバーを押してロックします。

!貴重品はグローブボックス内に保
管しないでください。

iエンジンスイッチが 1か 2の位置
のときにグローブボックスを開く
と、グローブボックスランプが点灯
します。

iグローブボックス内には、メディ
アインターフェース・外部入力用
端子があります。詳しくは別冊
「COMANDシステム取扱説明書」
をご覧ください。

ハンドル③のキーシリンダーにエマー
ジェンシーキーを差し込んで施錠 / 
解錠することができます。

グローブボックスを施錠する

�  エマージェンシーキーを時計回りに
まわし、施錠の位置②にします。

グローブボックスを解錠する

�  エマージェンシーキーを反時計回り
にまわし、解錠の位置①にします。

i駐車場などでキーを預ける場合
に、グローブボックスを開けられた
くないときは、グローブボックスを
施錠してください。

 その際は、エマージェンシーキーを
キー本体から取り外し、携帯してく
ださい。
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フロントシート下部の小物入れ

小物入れのカバーを開く

�  ハンドル①を引いて、カバー②を前
方に開きます。

 センターコンソール / フロントアー
ムレストの小物入れ

センターコンソールの小物入れを使
用する

�  カバー③を後方に引きます。

センターコンソールの小物入れはカッ
プホルダーとして使用することができ
ます。

カップホルダーとして使用するとき
は、（�150ページ）の注意事項を守っ
てください。

フロントアームレスト上部の小物入れ
を使用する

�  右側レバー①を押しながらフロント
アームレストを持ち上げます。

フロントアームレスト下部の小物入れ
を使用する

�  左側レバー②を押しながらフロント
アームレストを持ち上げます。

iフロントアームレスト下部の小物
入れには、販売店オプションの携帯
電話接続ケーブル用のコネクターが
あります。

 シートバックポケット

フロントシートの背面にシートバック
ポケット①があります。

G けがのおそれがあります
シートバックポケットには、重い物
やかたい物、ビンや缶、割れやすい
物、鋭利な形状の物を入れないでくだ
さい。
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!リアシートのバックレストを倒し
ているときやリアシートを折りた
たんでいるときは、フロントシー
トのバックレストを後方に倒すと
きに、シートバックポケットがリ
アシートに接触しないように注意
してください。シートバックポケッ
トの収納物やリアシートを損傷す
るおそれがあります。

 室内装備

  サンバイザー /   バニティミラー

G 事故のおそれがあります
走行中はバニティミラーのカバーを
閉じてください。眩惑により事故を
起こすおそれがあります。

サンバイザーを使用する

前方からの眩しさを防ぐ

�  サンバイザー①を下げます。

横方向からの眩しさを防ぐ

�  サンバイザー①を下げます。

�  サンバイザー①をフック②から外し
ます。

�  サンバイザー①を横にまわします。

!サンバイザーを横にまわすとき
は、バニティミラーカバーを閉じて
ください。ルーフ内張りやバニティ
ミラーカバーを損傷するおそれがあ
ります。
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バニティミラーを使用する

�  サンバイザー①を下げます。

�  バニティミラーカバー③を上方に開
きます。

 照明④が点灯します。

  灰皿

!吸いがらやマッチの火は確実に消
してください。

!紙くずなどの燃えやすい物は入れ
ないでください。

!使用後は確実にカバーを閉じてく
ださい。

 フロントの灰皿

フロントの灰皿はセンターコンソール
にあります。

灰皿を開く

�  カバー③を軽く押します。

灰皿を閉じる

�  カバー③を前方に押して閉じます。

灰皿を取り外す

G 事故のおそれがあります
灰皿を取り外すときは、必ずエンジ
ンを停止し、パーキングブレーキを
確実に効かせて、車が動き出さない
ようにしてください。

�  エンジンを停止し、パーキングブ
レーキを確実に効かせます。

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
て、ブレーキペダルを踏みながら、
セレクターレバーをA に入れ
ます。

�  ノブ②を矢印の方向にいっぱいまで
押します。

  灰皿1が上がります。

�  灰皿1を取り外します。

灰皿を取り付ける

�  灰皿1を押し込みます。
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  ライター

エンジンスイッチが 1か 2の位置の
ときに使用できます。

ライターを使用する

�  カバー2を軽く押して開きます。

�  ライター1を押し込みます。

  熱せられると、ライターは元の位置
に戻ります。

  使用後は灰皿で灰を落とし、元の位
置に戻します。

G けがや火災のおそれがあります
ライターは必ずノブの部分を持って
ください。金属部を持つと火傷をす
るおそれがあります。

安全のため、子供を乗車させるとき
はライターを抜き取ってください。
火傷をしたり、火災が発生するおそ
れがあります。

!ライターを押し込んだ後、押さえ
続けないでください。ライターを損
傷するおそれがあります。また、ラ
イターが過熱して火災が発生するお
それがあります。

 リアの灰皿

リアの灰皿は左右のリアドアにあり
ます。

灰皿を開く

�  カバー2の上部を手前に引きます。

灰皿を閉じる

�  カバー2を押して閉じます。

灰皿を取り外す

�  灰皿をいっぱいまで開きます。

�  プレート1を押しながら、灰皿3

を手前に引き出します。

灰皿を取り付ける

�  灰皿の底部を合わせ、プレート1

を押しながらはめ込みます。

!灰皿を取り付けるときに、指など
を挟まないように注意してください。
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!赤熱部に灰や異物が付着したまま
使用しないでください。火災が発
生するおそれがあります。

!ライターを改造したり、純正品以
外のライターを使用しないでくだ
さい。ライターやセンターコンソー
ルを損傷したり、火災が発生するお
それがあります。

!ライターが戻らなくなったときは、
エンジンスイッチを 0の位置にす
るか、エンジンスイッチからキーを
抜いて、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に連絡してください。

!アクセサリー電源としてライター
ソケットを使用するときは、最大消
費電力 180W以下の規格に合った
純正アクセサリーだけを使用してく
ださい。

   12V電源ソケット

助手席足元とセンターコンソール後端
部、ラゲッジルーム左側に 12V電源
ソケットがあります。

電気製品などの電源として使用でき
ます。

!必ず DC12V、最大消費電流 15A
以下（最大消費電力 180W以下）
の規格に合った電気製品を使用して
ください。規格外の製品や規格以上
の大きな容量の製品を使用すると
ヒューズが切れたり、火災が発生す
るおそれがあります。

!ソケット内に指などを入れたりラ
イターを差し込まないでください。
感電したり、ショートするおそれが
あります。

!エンジンがかかっていないときは
長時間使用しないでください。バッ
テリーがあがるおそれがあります。

!電源ソケットを使用しないときは
カバーを閉じてください。異物が
入ったり、水がかかると故障の原因
になります。

助手席足元の 12V電源ソケット

�  カバーを上方に開きます。

センターコンソール後端部の 12V電
源ソケット

�  カバーを上方に開きます。
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ラゲッジルーム左側の 12V電源ソ
ケット

�  カバーを上方に開きます。

  フロアマット

G 事故のおそれがあります
•  運転席のフロアマットを使用する
ときは、ペダルとの間に十分な空
間があり、確実に固定されている
ことを確認してください。

•  走行前にフロアマットが確実に固
定されていることを確認してくだ
さい。確実に固定されていないと、
フロアマットが滑ったり、ペダル
操作を妨げるおそれがあります。

•  運転席のフロアマットを重ねて使
用しないでください。
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慣らし運転

 慣らし運転

G 事故のおそれがあります
新品のブレーキパッドは、目安とし
て走行距離が数百 kmを超えるまでは
制動性能を完全には発揮できません。
この期間は、必要に応じてブレーキ
ペダルを少し強めに踏んでください。
また、ブレーキパッドやブレーキディ
スクの交換を行なったときも同様
です。

新車の場合、エンジンなどの機械部分
が馴染むまで「慣らし運転」すること
をお勧めします。

新車時に十分な慣らし運転を行なうこ
とにより、将来にわたって安定した性
能を維持することができます。

最初の 1,500kmまでは以下の注意事
項を守ってください。

•   エンジン回転数が許容限度の 2/3
（許容限度が 6,000回転のときは約
4,000回転）を超えないように運転
してください。

•   エンジンに大きな負担のかかる運転
は避けてください。

•   いつも一定のエンジン回転数で走
行するのではなく、負担のかからない
範囲で回転数と速度を変えてくだ
さい。

•   キックダウンや過度のエンジンブ
レーキは避けてください。

•   ギアレンジ位置=、5、4

は山道などを低速で走行するときだ
け使用してください。

走行距離が 1,500kmを超えたら、エ
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ
てください。

iG 55 AMG longは、以下の注意事
項を守ってください。

 •   最初の 1,500kmまでは走行速度
が 140km/hを超えないように
してください。

 ※  公道を走行する際は、必ず法定速度や制限
速度を遵守してください。

 •   エンジン回転数が 4,500回転を
超えた状態で長時間走行しない
でください。

 •   最初の 3,000kmでフロント / 
リアアクスルオイルの交換を行
なうまではオフロード走行を避
けてください。

iエンジンや駆動系部品の分解や交
換をした後も、慣らし運転を行なっ
てください。

iキックダウン：走行中にアクセル
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自
動的に低いギアに切り替わり、エン
ジンの回転数が上がって素早く加速
します。これをキックダウンといい
ます。

iエンジンブレーキ：走行中、アク
セルペダルを戻したときに発生す
るエンジンの内部抵抗を利用し
た減速をエンジンブレーキといい
ます。低いギアのときほど効きが
強くなります。
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燃料の給油

 燃料の給油

 燃料を給油する

G 火災や爆発のおそれがあります
給油するときは、必ずエンジンを停
止してください。また、周囲に燃料
があるときや燃料の匂いがするとき
は、決して火気を近付けないでくだ
さい。

G 健康を害するおそれがあります
肌や衣服に燃料が付着しないように
注意してください。燃料が肌に直接
触れたり、気化した燃料を吸い込む
と、健康を害するおそれがあります。

① 燃料給油フラップ
② タイヤ空気圧ラベル
③ 使用燃料表示
④ ホルダー

燃料給油フラップは、リモコン操作で
の解錠 / 施錠に連動して解錠 / 施錠
されます。

燃料給油口は車両の右側後方にあり
ます。また、メーターパネル内には
燃料給油口の位置を示す8が表示
されています。

燃料給油口を開いて給油する

�  エンジンスイッチからキーを抜きます。

�  燃料給油フラップ1の矢印の位置
を押します。

iリモコン操作で燃料給油フラップ
が解錠されないときは、手動で解錠
できます（�239ページ）。

�  キャップを反時計回りに少しゆるめ
てタンク内の圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、さらに反時計回り
にゆっくりまわして外します。

�  外したキャップを燃料給油フラッ
プの裏側にあるホルダー4に置き
ます。

�  給油を開始します。

  給油ノズルが自動停止した時点で
給油を停止してください。

燃料給油口を閉じる

�  キャップを燃料給油口に合わせ、時
計回りにいっぱいまでまわします。

  キャップがロックする音が聞こえ
ます。

�  燃料給油フラップ1を押します。

!燃料をこぼさないように注意して
ください。

  燃料が車の塗装面に付着したとき
は、すぐに拭き取ってください。塗
装面を損傷するおそれがあります。

i燃料給油フラップの裏側に、タイ
ヤ空気圧ラベル2が貼付してあり
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた
については（�183ページ）をご覧
ください。
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燃料の給油

!燃料を給油するときは、以下の点
に注意してください。

 •  燃料は無鉛プレミアムガソリン
を使用してください。有鉛ガソ
リンや粗悪なガソリン、指定以
外の燃料（高濃度アルコール含
有燃料など）を使用したり、添
加剤などを混入すると、エンジ
ンなどを損傷するおそれがあり
ます。

 •  軽油を燃料として使用したり、
燃料に混ぜて使用しないでくだ
さい。少量を混ぜただけでもエ
ンジンなどを損傷するおそれが
あります。また、このような場
合は保証の適用外になります。

 •  誤って軽油を給油してしまった場
合は、決してエンジンを始動し
ないでください。軽油が燃料供給
系部品全体にまわるおそれがあり
ます。誤って給油した場合はメル
セデス・ベンツ指定サービス工場
に連絡し、燃料タンクや燃料系部
品を交換してください。

 •  目的地まで余裕をもって走れる
ように、十分な量を給油してく
ださい。

 •  燃料給油口には、純正品以外の
キャップを使用しないでください。

!セルフ式のガソリンスタンドな
どで給油するときは必ず以下の点
を守り、安全に十分注意して作業
を行なってください。

 •  エンジンを停止して、ドアやド
アウインドウなどを閉じてくだ
さい。

 •  燃料給油口を開くことからはじ
まる一連の給油作業は、必ずひ
とりで行なってください。

 •  給油作業をする人以外は燃料給
油口に近付かないでください。

 •  給油作業をする人は、作業の前
に金属部分に触れるなどして身
体の静電気を除去してください。

   身体に静電気を帯びていると、
放電による火花で燃料に引火し
たり、火傷をするおそれがあり
ます。

 •  作業中は車内に戻らないでくだ
さい。帯電するおそれがあります。

 •  キャップの取り外し / 取り付けは
確実に行ない、火気を近付けない
ようにしてください。

 •  燃料が塗装面に付着しないよう
に注意してください。塗装面を
損傷するおそれがあります。

 •  給油ノズルは給油口の奥まで確
実に差し込んでください。

 •  給油が自動的に停止したら、そ
れ以上は給油しないでください。
燃料漏れのおそれや、エンジン
が不調になったり停止するおそ
れがあります。

 •  手動で給油しているときは、状
況を見ながら、給油の勢いを強
くしないでゆっくりと給油して
ください。燃料が吹きこぼれる
おそれがあります。

 •  ガソリンスタンド内に掲示され
ている注意事項を遵守してくだ
さい。
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エンジンルーム

 エンジンルーム

  ボンネット

G 事故のおそれがあります
走行中はボンネットロック解除レ
バーを引かないでください。ボンネッ
トが開いて事故を起こすおそれがあ
ります。

G 火傷のおそれがあります
ボンネットから炎や煙が見えたとき
は、ボンネットを開かないでくだ
さい。火傷をするおそれがあります。

G 火傷のおそれがあります
エンジンが停止していても、エンジ
ンルーム内には高温になっている部
分があります。エンジンルーム内に
触れるときは、各部の温度が下がっ
ていることを確認してください。

G けがのおそれがあります
エンジンを始動しているときやエン
ジンがかかっているとき、エンジン
スイッチが 2の位置のときは、エン
ジンルーム内には手を触れないでく
ださい。

高電圧の発生部分や高温部分、回転
している部分があり、それらに触れ
ると非常に危険です。

G けがのおそれがあります
エンジンスイッチからキーを抜い
ていても、冷却水の温度が高いとき
はエンジンファンなどが自動的に回
転することがあります。エンジンファ
ンなどの回転部分には身体や物を近
付けないでください。

ボンネットを開く

G けがのおそれがあります
ボンネットを開くときは、エンジン
スイッチからキーを抜き、ワイパー
のスイッチが停止の位置になってい
ることを確認してください（�90
ページ）。ボンネットを開いていると
きにワイパーが作動すると、けがを
したり、車やワイパーを損傷するお
それがあります。

!ワイパーアームを起こしたままボ
ンネットを開かないでください。ボ
ンネットとワイパーが当たり、損
傷するおそれがあります。

!強風のときにボンネットを開く
と、風にあおられ、ボンネットが不
意に下がることがあります。風の
強い日は十分に注意してください。

 また、ボンネットに雪が積もってい
るときも同様に注意してください。
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エンジンルーム

ボンネットを閉じる

G 事故のおそれがあります
走行前に、ボンネットが確実にロック
されていることを確認してください。
走行中にボンネットが開いて事故を
起こすおそれがあります。

G けがのおそれがあります
ボンネットを閉じるときは、身体や
物を挟まないように十分注意してく
ださい。

�  ボンネットを引き下げ、グリル上部
から約 20cm～ 30cmの位置で手
を放して閉じます。

  完全に閉じなかったときは、もう一
度ボンネットを開き、同じ方法で少
し強めに閉じます。

!エンジンルーム内に物を置いたま
まボンネットを閉じると、ボンネッ
トが変形するおそれがあります。

�  ワイパーのスイッチが停止の位置に
なっていることを確認します。

�  運転席側のインストルメントパネル
下にあるボンネットロック解除レ
バー1を引きます。

�   ボンネットを少し引き上げて、ボン
ネットとラジエターグリルの隙間に
手を入れ、ノブ2を矢印の方向に
押しながらボンネットを開きます。

※ 車種や仕様により、ノブを手前に引き
ながらボンネットを開くタイプもあり
ます。

!エンジンがかかっているときな
ど、ノブ2が熱くなっている場合
がありますので注意してください。
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エンジンルーム

 エンジンルーム

G 550 long

1 ウォッシャー液リザー
ブタンク

180

2 冷却水リザーブタンク 176

3 ブレーキ液リザーブタンク 179

4 エンジンオイルフィ
ラーキャップ

175

5 エンジンオイルレベル
ゲージ

173

※ 仕様により、部品の形状などがイラス
トと異なる場合があります。

G 55 AMG long

1 ウォッシャー液リザー
ブタンク

180

2 冷却水リザーブタンク 176

3 ブレーキ液リザーブタンク 179

4 エンジンオイルフィ
ラーキャップ

175

※ 仕様により、部品の形状などがイラス
トと異なる場合があります。

エンジンルーム内の点検

エンジンルーム内の各所を点検すると
きは以下の事項を厳守してください。

G けがのおそれがあります
•  イグニッションシステムやバイキ
セノンヘッドランプのバルブソ
ケットや配線に手を触れないでく
ださい。高電圧が発生しているた
め、感電するおそれがあります。

•  エンジンスイッチからキーを抜い
ても、冷却水の温度が高いときは
エンジンファンなどが自動的に回
転することがあります。エンジン
ファンなどの回転部には身体や物
を近付けないでください。
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エンジンルーム

H 環　境
環境保護のため、油脂類（オイルなど）
やフルード類（ブレーキ液、バッテ
リー液、冷却水など）の交換・廃棄は、
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で行なってください。

  エンジンオイル

!運転前に必ずエンジンオイル量を
点検してください。

!エンジンオイルは使用している間
に汚れたり劣化するだけでなく、消
費され減少します。定期的に点検し、
必要であれば必ず補給または交換し
てください。

!マルチファンクションディスプレ
イにエンジンオイル量に関する故障 
/ 警告メッセージが表示されたとき
は（�223ページ）をご覧ください。

i慣らし運転中のエンジンオイル
消費量は多少増加することがあり
ます。また、頻繁にエンジン回転数
を上げて走行すると、エンジンオイ
ル消費量は増加します。

エンジンルーム内の手入れ

手作業で拭いてください。火傷や感電
をしないように注意してください。

エンジンルームには多くの電気装備が
あり、水分や湿気を嫌います。水をか
けたり、スチーム洗浄をしないでくだ
さい。

!エンジンや補器類の熱や動きに十
分注意してください。火傷やけが
をするおそれがあります。

!ラジエターに手を触れないでくだ
さい。火傷やけがをするおそれがあ
ります。

!作業は安全な場所で行なってくだ
さい。

!適切な工具を使用してください。

!部品や工具をエンジンの上など、
エンジンルーム内に置かないでくだ
さい。中に落とすおそれがあります。

!油脂類やフルード類は、十分注意
して取り扱ってください。万一、目
に入った場合は、すぐに清潔な水で
十分に洗い流し、医師の診断を受け
てください。

!油脂類やフルード類が皮膚に付着
したときは、すぐに石けんで洗い流
してください。放置すると皮膚に障
害を起こすおそれがあります。

!油脂類やフルード類の容 器は、子
供の手が届くところや火気の近くに
保管しないでください。
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エンジンルーム

エンジンオイル量の点検
（G 55 AMG long）

マルチファンクションディスプレイ
のエンジンオイル量点検画面で点検
します。

�  水平な場所に停車します。

�  エンジンを始動して、エンジンオイ
ルを温めます。

�  エンジンを停止して、約 5分以上
待ちます。

  エンジンオイルが温まる前にエンジ
ンを停止したときは、約 30分以上
待ちます。

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
ます。

�   VまたはUを押して、車両
情報メイン画面を表示させます
（�114ページ）。

�  & または* を押して、エン
ジンオイル量点検画面を表示させ
ます。

エンシﾞン
オイルレヘﾞル
ソクテイ
チュウ

ソクテイ ハ
シャリョウ
スイヘイジ
ノミ カノウ

  " ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ ｿｸﾃｲﾁｭｳ ｿｸﾃｲ ﾊ ｼｬﾘ
ｮｳ ｽｲﾍｲｼﾞ ﾉﾐ ｶﾉｳ "と表示され、数
秒後に以下のいずれかの点検結果が
表示されます。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

 エンジンオイル量の点検
（G 550 long）

�  水平な場所に停車します。

�  エンジンを始動させ、エンジンオイ
ルを温めます。

�  エンジンを停止して、約 5分以上
待ちます。

  エンジンオイルが温まる前にエンジ
ンを停止したときは、約 30分以上
待ちます。

�  エンジンオイルレベルゲージ1を
抜き取り、きれいに拭いていっぱい
まで差し込みます。

�  再度エンジンオイルレベルゲージを
抜き取り、付着したエンジンオイル
量と汚れ具合を点検します。

  エンジンオイル量はエンジンオイ
ルレベルゲージの上限2と下限
3の間にあれば正常です。

�  エンジンオイル量が下限以下のとき
は、エンジンオイルフィラーキャッ
プを開いて、指定のエンジンオイル
を規定の量まで補給します。

iエンジンオイルレベルゲージの上
限と下限の間は、約 2リットルです。
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エンジンルーム

エンジン
オイルレベル
エンシﾞン
オイル
スクナク

このときは、エンジンオイルが多すぎ
ます。

走行しないで、エンジンオイルの量を
適正にしてください。

!エンジンオイルが多すぎると、エ
ンジンや触媒を損傷するおそれがあ
ります。

マチジカン
ジュンシュ

このときは、エンジンオイルレベルが
安定していません。

約 5分ほど待ってから点検をやり直し
てください。

再度マルチファンクションディスプレ
イに " ﾏﾁｼﾞｶﾝ ｼﾞｭﾝｼｭ " と表示されたと
きは、約 30分ほど待ってから点検を
やり直してください。

!エンジンがかかっているときに、
マルチファンクションディスプレ
イにエンジンオイルに関する故障 / 
警告メッセージが表示されたときは
（�223ページ）をご覧ください。

※ 画面表示や操作方法などは予告なく変更されることがあります。

iエンジンを停止してからの待ち時
間が足りないときは、マルチファン
クションディスプレイに " ﾏﾁｼﾞｶﾝ 
ｼﾞｭﾝｼｭ " と表示されます。

iマルチファンクションディスプレ
イに " ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ ｵﾝ "
と表示されたときは、エンジンス
イッチを 2の位置にしてください。

エンシﾞン
オイルレヘﾞル
セイジョウ

このときは、エンジンオイル量は適正
です。

エンシﾞン
オイル
1リッタ
ツイカ

このときは、エンジンオイル量が不足
しています。

表示される数値に従ってエンジンオイ
ルを補給してください。

i補給するエンジンオイル量に応じ
て、表示される数値が変わります。

iエンジンオイルの補給については
（�175ページ）をご覧ください。
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エンジンルーム

G 火傷のおそれがあります
エンジンオイルをエンジンルーム内
にこぼさないでください。エンジンが
熱いときにオイルが付着すると、発
火して火傷をするおそれがあります。

!マルチファンクションディスプレ
イにエンジンオイル量に関する故障 
/ 警告メッセージが表示されたとき
は（�223ページ）をご覧ください。

H 環　境
環境保護のため、エンジンオイルを
地面や排水溝などに流さないでくだ
さい。

エンジンオイル交換の時期

エンジンオイルおよびエンジンオイル
フィルターは定期的に交換することを
お勧めします。交換時期はメンテナンス
インジケーターを目安としてください。

ただし、交換時期は使用状況によって
異なりますので、詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

!必ず指定のエンジンオイルを使用
してください。指定以外のエンジン
オイルを使用して故障が発生した場
合は、保証が適用されないことがあ
ります。

!種類の異なるエンジンオイルを混
ぜないでください。エンジンオイル
の特性が発揮されません。

!エンジンオイルに添加剤などを使
用しないでください。

iエンジンがかかっているときは、
エンジンオイル量を点検できま
せん。マルチファンクションディ
スプレイに " ｴﾝｼﾞﾝ ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ ｴﾝｼﾞﾝ 
ｵﾌﾉﾄｷ " と表示されます。

 エンジンオイルを補給する

G 550 long
① エンジンオイルフィラーキャップ

ィラーキャップ

G 55 AMG long
① エンジンオイルフィラーキャップ

�  エンジンオイルフィラーキャップ
①を反時計回りにまわして取り外
します。

� 指定のエンジンオイルを補給します。

  安全に十分注意して、作業を行なっ
てください。

�  エンジンオイルフィラーキャップ①
を補給口に合わせ、時計回りにまわ
して取り付けます。
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エンジンルーム

  冷却水

G 火傷のおそれがあります
•  水温が少しでも高いときは、絶対
にリザーブタンクのキャップを開
かないでください。高温の蒸気や
熱湯が吹き出して、火傷をするお
それがあります。

•  不凍液をエンジンルームにこぼさ
ないようにしてください。熱くなっ
たエンジンに不凍液が付着すると、
発火して火傷をするおそれがあり
ます。

!冷却水の減りかたが著しいとき
は、ただちにメルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

 冷却水の量を点検する

�  水平な場所に停車します。

�  冷却水リザーブタンクのキャップ①
を反時計回りにゆっくりと約 1回
転までまわして、圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、キャップをさらに
反時計回りにゆっくりとまわして取
り外します。

!エンジンオイルがエンジンルーム
内に付着したときは完全に拭き取っ
てください。

!エンジンオイル量が多すぎると故
障の原因になります。

!エンジンオイルの減りかたが著
しいときは、ただちにメルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受
けてください。

!エンジンオイルは使用している間
に汚れたり劣化するだけでなく、消
費され減少します。定期的に点検し、
必要であれば必ず補給または交換し
てください。

  オートマチックトランスミッション
オイル

オートマチックトランスミッションオ
イルのオイル量を点検する必要はあり
ません。

オイルの漏れを見つけたり、トランス
ミッションの作動に異常を感じたとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場で点検を受けてください。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルの交換については別冊「整
備手帳」をご覧ください。

!オートマチックトランスミッ
ションオイルは専用品のみを使用
してください。
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エンジンルーム

!マルチファンクションディスプ
レイに冷却水に関する故障 /警告
メッセージ（�221､222ページ）
が表示されたときは、オーバーヒー
トしてエンジンを損傷するおそれ
があります。ただちに安全な場所
に停車し、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

冷却水の交換時期

冷却水は時間の経過とともに劣化し
ますので、整備手帳に従い定期的に交
換してください。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

 オーバーヒートしたとき

オーバーヒートしたときの症状

•  冷却水温度が約 120℃以上を示し
ている。

•  冷却水温度警告灯が点灯し、警告音
が鳴る。

•  エンジンルームから蒸気が出ている。

G 火災のおそれがあります
エンジンルームから蒸気が出ている
ときや冷却水が吹き出しているとき
は、ただちにエンジンを停止し、冷
えるまで車から離れてください。漏
れた液体が発火して火災が発生する
おそれがあります。

�  冷却水の液面がリザーブタンク内
のバーの上面に達していれば適量
です。

i水温が高いときは約 15mmほど
液面が高くなります。

 冷却水を補給する

冷却水が不足している場合は、リザー
ブタンクに補給します。

�  水平な場所に停車します。

�  冷却水が冷えていることを確認し
ます。

�  冷却水リザーブタンクのキャップ①
を反時計回りにゆっくりと約 1回
転までまわして、圧力を抜きます。

�  圧力が抜けたら、キャップをさらに
反時計回りにゆっくりとまわして取
り外します。

�  液面の高さに注意して冷却水を補給
します。

  通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ
て使用します。

!冷却水の補給は、冷却水が冷え
ているときに行なってください。

!冷却水には必ず不凍液を混ぜてく
ださい。不凍液には防錆の効果もあ
ります。

!指定以外の不凍液や不適当な水を
使用しないでください。錆や腐食な
どの原因になります。

!不凍液は塗装面を損傷させます。
ボディに付着したときは、すぐに水
で洗い流してください。
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エンジンルーム

!冷却水は、エンジンが熱いときに
補給しないでください。エンジンを
損傷するおそれがあります。

  ブレーキ液

G 事故のおそれがあります
マルチファンクションディスプレイ
にブレーキに関する故障 / 警告メッ
セージが表示されたり（�220ペー
ジ）、ブレーキ警告灯（�228ページ）
が点灯したときは、むやみにブレー
キ液を補給しないでください。補給
によって故障が解消することはあり
ません。

安全な場所に停車して、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

G 事故のおそれがあります
必ず指定のブレーキ液を使用してく
ださい。指定以外のブレーキ液を使用
したり、他の銘柄を混ぜると、ブレー
キの効き具合やブレーキシステムに
悪影響を与え、安全なブレーキ操作
ができなくなるおそれがあります。

G 火災や火傷のおそれがあります
ブレーキ液の補給は、エンジンが冷え
てから行なってください。また、上限
（MAX）を超えないように補給してく
ださい。あふれたブレーキ液がエン
ジンや排気系部品などに付着すると、
発火して火傷をしたり、火災が発生す
るおそれがあります。

G 火傷のおそれがあります
水温が下がるまで、絶対にボンネッ
トやリザーブタンクのキャップを開
かないでください。高温の蒸気や熱湯
が吹き出して火傷をするおそれがあり
ます。

!マルチファンクションディスプ
レイに、冷却水に関する故障 / 警
告メッセージが表示されたときは
（�221､222ページ）をご覧くだ
さい。

!オーバーヒートした状態で走行し
たり、冷却水が吹き出している状
態でエンジンをかけたままにする
と、エンジンを損傷するおそれが
あります。

!オーバーヒートしたときは必ずメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

オーバーヒートしたときの処置

オーバーヒートしたときは、以下のよ
うに処置してください。

�   ただちに安全な場所に停車します。

�   エンジンをアイドリング状態で冷却
します。

  ラジエターの冷却ファンが停止し
ているときや、冷却水が吹き出し
ているときは、エンジンを停止し
て冷却してください。

�  エンジンが十分に冷えてから、冷却
水量、水漏れ、ラジエターの冷却
ファンなどを点検します。

�   冷却水が不足しているときは補給し
ます（�177ページ）。
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エンジンルーム

!補給のときは、ゴミや水がリザー
ブタンクの中に入らないようにして
ください。たとえ小さなゴミでも、
ブレーキが効かなくなるおそれがあ
ります。

!レベルインジケーターの上限を超
えて補給すると、走行中に漏れて塗
装面を損傷するおそれがあります。
ボディに付着したときは、すみやか
に水で洗い流してください。

!ブレーキ液は使用している間に大
気中の湿気を吸収して劣化します。
劣化した状態で使用すると、苛酷な
条件下ではベーパーロックが発生す
るおそれがあります。

iベーパーロック：長い下り坂や急
な下り坂などでブレーキペダルを
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰
してブレーキパイプ内に気泡が発
生し、ブレーキペダルを踏んでも
圧力が伝わらず、ブレーキが効か
なくなる現象のことです。

!マルチファンクションディスプレ
イにブレーキ液に関する故障 /警
告メッセージが表示されたときは
（�220ページ）をご覧ください。

 ブレーキ液の量を点検する

�  ブレーキ液リザーブタンクのレベル
インジケーターで点検します。

  ブレーキ液の液面が、ブレーキ液リ
ザーブタンクのレベルインジケー
ター上限1と下限2の間にあれば
正常です。

 ブレーキ液の交換

定期的にメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で点検を受けてください。詳
しくはメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場におたずねください。

!ブレーキ液の減りかたが著しいと
きは、ただちにメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

!ブレーキ液の補給や交換は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場で
行なってください。
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エンジンルーム

!ヘッドランプには樹脂製レンズを
使用しているため、必ず専用の純
正ウォッシャー液を使用してくだ
さい。純正以外のウォッシャー液を
使用すると、レンズを損傷するおそ
れがあります。

!マルチファンクションディスプレ
イにウォッシャー液に関する故障 / 
警告メッセージが表示されたときは
（�224ページ）をご覧ください。

iウォッシャー液には夏用と冬用の
2種類があります。夏用には油膜の
付着を防ぐ効果があり、冬用には凍
結温度を下げる効果があります。

iウインドウウォッシャー液とヘッ
ドランプウォッシャー液のリザーブ
タンクは兼用です。

  ウォッシャー液

 ウォッシャー液を補給する

G 火災のおそれがあります
ウォッシャー液は可燃性です。火気
を近付けたり、近くで喫煙をしない
でください。また、エンジンが熱く
なっているときには補給しないでく
ださい。

�  リザーブタンクのキャップ1を
開いて補給します。

使用するウォッシャー液

専用の純正ウォッシャー液を水に混ぜ
て使用します（�271ページ）。

!ウォッシャー液は、リザーブタン
クに補給する前に別の容器で適正な
混合比に混ぜてください。

!粗悪なウォッシャー液や石けん水
を使用すると、塗装面を損傷するお
それがあります。

!ウォッシャー液が出なくなったと
きは、ウォッシャーの操作をしない
でください。ウォッシャーポンプを
損傷するおそれがあります。
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タイヤとホイール

 タイヤとホイール

タイヤとホイールは必ず純正品および
承認されている製品を使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

G 事故のおそれがあります
純正品および承認されている製品以
外のタイヤやホイールを装着すると、
ブレーキシステムやサスペンション
を損傷したり、事故を起こすおそれ
があります。

G 事故や火災のおそれがあります
•  必ず規定の空気圧を守ってくだ
さい。燃料給油フラップの裏側に、
規定のタイヤ空気圧を記載したラ
ベルが貼付してあります（�183
ページ）。

•  空気圧の低いタイヤで走行し
ないでください。タイヤが過熱し
て破裂したり、火災を起こすおそ
れがあります。

•  ホイールボルトはホイールに適合
した純正品だけを使用してくだ
さい。純正品以外のホイールボル
トを使用すると、ホイールが脱落
して事故を起こすおそれがあり
ます。

!ホイールやタイヤの選択を誤る
と、車全体のバランスに影響し、
安全性に支障をきたすおそれがあ
ります。

!装着するタイヤは指定されたサイ
ズ、および 4輪とも同じ銘柄のも
のにしてください。サイズや銘柄が
異なると、車両操縦性に悪影響をお
よぼし、事故を起こすおそれがあり
ます。

!再生タイヤを装着した場合、安全
性の保証はできません。

!純正品または承認されている製
品以外のタイヤやホイールを装
着すると、道路運送車両法違反に
なることがあります。

!摩耗具合にかかわらず、6年以上
経過したタイヤは新品のタイヤと交
換してください。

 スペアタイヤも同様に交換してくだ
さい。

!トレッドがひどく摩耗したタイヤ
で走行しないでください。濡れた
路面でタイヤのグリップが著しく
低下し、ハイドロプレーニング現
象を起こすおそれがあります。

!タイヤ /ホイールは、オイルや
グリース類、燃料などの付着する
おそれのない、乾燥した冷暗所に
保管してください。

i新品のタイヤを装着したときは、
走行距離が約 100kmを超えるまで
は速度を控えて運転することをお勧
めします。
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タイヤとホイール

タイヤの点検

�  タイヤ空気圧ゲージを使用するか、
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊「整
備手帳」参照）を見て、空気圧が適
切であることを点検します。

�  タイヤに大きな傷がないこと、くぎ
や石などがささったり、かみ込ん
でいないことを点検します。

�  タイヤが偏摩耗を起こしたり、極端
にすり減っていないことを点検し
ます。スリップサイン（別冊「整備
手帳」参照）が出ているときは、新
しいタイヤに交換します。

!ほこりや水分の浸入を防ぎバルブ
を保護するため、ホイールバルブの
キャップを必ず装着してください。
また、市販のタイヤ空気圧測定装
置をホイールバルブに装着するな
ど、純正品または承認されたバルブ
キャップ以外のものをホイールバル
ブに装着しないでください。

!タイヤに空気を入れても、すぐに
空気圧が低下するときは、パンク
やホイールの損傷、タイヤバルブか
らの空気漏れなどのおそれがあり
ます。ただちにメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

!タイヤのトレッドやサイドウォー
ルがひどくすり減ったり、傷が付い
ているときは交換してください。

走行時の注意

•  タイヤやホイールが損傷している
と、走行しているときに振動や騒音
が発生したり、ステアリングがどち
らか一方に取られるなど不自然な動
きをすることがあります。このよう
なときはただちに安全な場所に停車
して、タイヤとホイールを点検して
ください。

  異常が見つからないときも、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

•  駐車時は、タイヤやホイールが縁石
に接触しないようにしてください。

  また、縁石や路面の段差、凹凸物な
どを乗り越える必要があるときは、
縁石に対してタイヤをできるだけ直
角にして速度を落として乗り越え
てください。タイヤやホイールを損
傷するおそれがあります。

 タイヤの回転方向について

回転方向が指定されているタイヤは、
正しい方向に回転するように装着する
ことで、ハイドロプレーニング現象な
どを発生しにくくし、タイヤの性能を
発揮することができます。

タイヤの側面に記載された回転方向の
矢印などの指示に従って装着してくだ
さい。
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タイヤとホイール

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ
プ裏側に貼付されています（�167
ページ）。

乗車人数や荷物の量などに応じて、
前輪と後輪の空気圧を調整してくだ
さい。

単位は「bar（≒ kg/cm2）」と「psi」
で示しています。

H 環　境
定期的にタイヤの空気圧を点検して
ください。タイヤの空気圧が低いと、
燃料を余計に消費します。

G 事故のおそれがあります
空気圧の低いタイヤで走行しないで
ください。タイヤが過熱して破裂した
り、火災を起こすおそれがあります。
必ず規定の空気圧を守ってください。

タイヤに空気を入れすぎないでくだ
さい。空気を入れすぎたタイヤは、
路上の破片や凹みなどにより損傷を
受けたりパンクしやすくなります。
また、車両操縦性に悪影響をおよぼす
おそれがあります。

G 事故のおそれがあります
ホイールバルブには純正品または承
認されたバルブキャップ以外のもの
を装着しないでください。特にバル
ブにねじ込んで装着するタイプの市
販のタイヤ空気圧計測器を装着する
と、ホイールバルブに負担がかかり、
ホイールバルブが脱落するおそれが
あります。また、構造上バルブが常
に開いた状態になり、空気漏れにつ
ながるおそれがあります。

 タイヤ走行面の摩耗について

G 事故のおそれがあります
タイヤ走行面の摩耗について、以下
のことに注意してください。スリッ
プして車のコントロールを失い、事
故を起こすおそれがあります。

•  タイヤの摩耗には十分に注意し、
スリップサイン（別冊「整備手帳」
参照）が現われたら、すぐに交換
してください。タイヤの溝の深さ
が約 3mm以下になると著しく滑
りやすくなり、事故につながるお
それがあります。

•  ウィンタータイヤの溝の深さが約
4mm以下になったときは、必ず新
品と交換してください。

•  タイヤの摩耗は均一ではありま
せん。タイヤの摩耗を点検すると
きは、必ずタイヤの内側も点検し
てください。

  タイヤ空気圧ラベル

タイヤ空気圧ラベルの例

※  タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる
ことがあります。
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タイヤとホイール

i日頃からタイヤの空気圧を点検し
てください。特に重い荷物を積んで
高速走行するときなどは必ず点検を
行なってください。

i積載荷物が少ないときに、重い
荷物に対応した空気圧に調整する
と、乗り心地が悪くなることがあ
ります。

  タイヤローテーション

G 事故のおそれがあります
タイヤまたはホイールのサイズが前
後で異なるときは、タイヤローテー
ションを行なわないでください。前
後のタイヤを入れ替えると車両操縦
性や走行安定性が確保できません。

ホイールボルトの締め付けトルクは
13kg-m（130Nm）です。タイヤロー
テーションを行なった後は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場でホ
イールボルトの締め付けトルクを確
認してください。

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転
方法、路面状況によって大きく異なり
ます。

G 事故のおそれがあります
タイヤの空気圧が何度も低下すると
きは以下のことを確認してください。

• タイヤに異物がささっていないこと

•  ホイールやタイヤバルブから空気
が漏れていないこと

•  純正品または承認されたバルブ
キャップが装着されていること

タイヤの空気圧が低いときは、車の
安全性に悪影響を及ぼし、事故につ
ながるおそれがあります。

タイヤ空気圧の点検は、できるだけタ
イヤが冷えているときに行なってくだ
さい。周囲の気温や走行速度、路面温
度などの影響によりタイヤの温度が約
10℃変化すると、タイヤ空気圧は約
0.1bar変化します。

不適切なタイヤ空気圧は、タイヤに以
下のような影響を与えます。

•  タイヤ寿命の低下

•  損傷を受ける可能性の増加

•  車両操縦性への悪影響（ハイドロプ
レーニング現象など）

!必ず法定速度を守って走行してく
ださい。

i"up to 210km/h" の表示がある場
合は、"up to 210km/h" の空気圧
に調整してください。

i乗員人数や荷物の量に応じたタイ
ヤ空気圧の記載がある場合は、記載
内容に従ってください。
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寒冷時の取り扱い

 寒冷時の取り扱い

寒冷時には、通常とは異なった取り
扱いが必要です。必ず以下の注意事項
を守ってください。

冷却水 /バッテリー

メルセデス・ベンツ指定サービス工
場で、冷却水の不凍液の濃度が適正
であることやバッテリーの液量や充
電状態に不足がないことを点検して
ください。

エンジンオイル

車を使用する場所の外気温度に合わせ
たグレードと粘度のエンジンオイルを
使用してください。

ウォッシャー液

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ
ります。冬用の純正ウォッシャー液を
使用してください。

ウィンタータイヤ / スノーチェーン

積雪地域では、ウィンタータイヤ、ス
ノーチェーンが必要です（�188ペー
ジ）。

スノーチェーンは、Daimler AGの指
定品を使用してください。取り扱いに
ついては、スノーチェーンに添付され
ている取扱説明書に従ってください。

5,000～ 10,000kmを目安に摩耗具
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっきり
した時点でタイヤローテーションを行
なってください。

タイヤローテーションを行なう

�  前後のタイヤ位置を入れ替えます。

iタイヤローテーションを適切に行
なうと、タイヤの摩耗を均一化する
ことができます。その結果、タイヤ
の寿命を延ばすことができます。

iタイヤローテーションを行なった
後は、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

iタイヤ空気圧は、燃料給油フラッ
プの裏側に貼付してあるタイヤ空気
圧ラベルで確認してください。
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寒冷時の取り扱い

ボディ下側の着氷

•  走行前にボディ下部やフェンダーの
内側を点検してください。ブレーキ
関連部品やステアリング関連部品、
サスペンションなどに雪や氷塊が付
着していたり凍結していると、ボ
ディを損傷したり、ステアリング操
作ができなくなり、事故を起こすお
それがあります。

•  雪や氷塊が付着しているときは、ぬ
るま湯をかけるなどして、部品やボ
ディを損傷しないように注意しなが
ら、雪や氷塊を取り除いてください。

•  走行中にも、はね上げた雪や水しぶ
きが凍結し、氷となってボディ下部
やフェンダーの内側に付着し、ステ
アリング操作ができなくなるおそれ
があります。休憩時などにこまめに
点検し、雪や氷塊が付着していると
きは、大きくなる前に取り除いてく
ださい。

ワイパーなどの凍結

ワイパーやドアウインドウ、スライ
ディングルーフなどが凍結していると
きに、無理に動かすとモーターを損
傷するおそれがあります。

周囲にぬるま湯をかけるなどして、必
ず解凍してから操作してください。

乗車前に

靴底などに付着した雪や氷を落として
から乗車してください。ペダルを操
作するときに滑ったり、車内の湿度が
高くなってウインドウの内側が曇り
やすくなります。

冬季の手入れ

凍結防止剤がまかれた道路を走行した
ときは、早めに下回りの洗車をしてく
ださい。凍結防止剤が付着したまま放
置すると、腐食の原因になります。凍
結防止用の塩類をまく地方の場合、少
なくとも 1年に一度ボディ下回りの防
錆処理をすることをお勧めします。

積雪

ボディやウインドウに雪が積もったと
きはすべて取り除いてください。走行
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが
あります。

ドアやテールゲートの凍結

•  ドアやテールゲートが凍結している
ときは以下のような方法で走行する
前に解凍するか、氷を取り除いてく
ださい。

  ◇  氷を取り除くときは、樹脂製の
へらなどを使用し、ボディやウ
インドウを損傷しないように注
意してください。

  ◇  ドアやテールゲートが凍結して
開かないときは、開口部周囲に
ぬるま湯をかけ、解凍してから
開いてください。また、キーシ
リンダーにはぬるま湯がかから
ないようにしてください。

  ◇  再凍結を防止するため、余分な
水分はきれいに拭き取ってくだ
さい。

•  凍結したまま無理にドアやテール
ゲートを開こうとすると、周囲の防水
シールを損傷するおそれがあります。
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寒冷時の取り扱い

雪道を走行するとき

雪道や凍結路面ではタイヤが非常に滑
りやすくなっています。十分な車間距
離を確保し、いつもより控えめな速度
で慎重に走行してください。

安全な走行と車両操縦性を確保するた
め、以下の注意事項を守ってください。

•  ウィンタータイヤまたはスノー
チェーンを必ず使用してください。

•  急ハンドル、急ブレーキ、急加速な
どは避けてください。

•  ブレーキに付着した雪や水滴が凍結
し、ブレーキの効きが悪くなること
があります。このようなときは、後
続車に注意しながら低速で走行し、
ブレーキの効きが回復するまでブ
レーキペダルを数回軽く踏んでくだ
さい。

雪道で動けないとき

雪道で動けなくなったときは、先にマ
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲
から雪を取り除いてください。排気ガ
スが車内に侵入してくるおそれがあり
ます。

G 中毒のおそれがあります
マフラーなどが雪に埋もれた状態で
エンジンをかけていると、排気ガスが
車内に入り一酸化炭素中毒を起こし
たり、中毒死するおそれがあります。

駐車するとき

寒冷時や積雪地での駐車時は以下の点
に注意してください。

•  パーキングブレーキが凍結するおそ
れがある場合は、パーキングブレー
キを使用せず、セレクターレバーを
Bに入れ、確実に輪止めをして
ください。

•  できるだけ風下や建物の壁、日光の
当たる方向にエンジンルームを向け
て駐車し、エンジンが冷えすぎない
ように心がけてください。

•  軒下や樹木の陰には駐車しないでく
ださい。雪やつららが落ちてきてボ
ディを損傷するおそれがあります。

•  エンジンを毛布でカバーしたり、フ
ロントグリルの内側にダンボールや
新聞紙などを挟まないでください。
放置したままエンジンを始動する
と、火災や故障の原因になります。
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寒冷時の取り扱い

  スノーチェーン

ウィンタータイヤでも走行が困難なと
きは、スノーチェーンを装着します。

スノーチェーンは、Daimler AGの指
定品を使用してください。取り扱いに
ついては、スノーチェーンに添付され
ている取扱説明書に従ってください。

! スノーチェーン装着時は約
50km/h以下の速度で走行してく
ださい。

!G 55 AMG longは、標準タイヤに
スノーチェーンを装着しないでくだ
さい。

!指定品以外のスノーチェーンを装
着すると、タイヤから外れたり、車
体に接触するおそれがあります。

!駆動力と車両操縦性を最大限に確
保するため、スノーチェーンは 4
輪すべてに装着してください。

!スノーチェーンの脱着は、周囲の
交通を妨げない、安全で平坦な場
所で行なってください。路面に雪や
凍結がなくなったときは、スノー
チェーンを外してください。

iスノーチェーン装着中は、ESPの
機能を解除したほうが走行しやすい
場合があります。

iウィンタータイヤ、スノーチェー
ンについて、詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずね
ください。

  ウィンタータイヤ

雪道や凍結路を走行するときや外気温
度が約 7℃以下のときは、ウィンター
タイヤの装着をお勧めします。

このような路面状況では、ウィンター
タイヤを装着することで、ABSや
BAS、4ETSや ESPの効果が発揮され
ます。

G 事故のおそれがあります
•  ウィンタータイヤの溝の深さが約

4mm以下になったときは、必ず新
品と交換してください。

•  ウィンタータイヤの装着時に、ス
ペアタイヤを装着すると、車両操
縦性や走行安定性、制動性能が大
きく低下するので注意してくだ
さい。

  スペアタイヤは応急的に使用し、
できるだけ早くウィンタータイヤ
に戻してください。

!回転方向が指定されているウィン
タータイヤは、タイヤの側面に記
された回転方向の矢印などの指示に
従って装着してください。

!ウィンタータイヤを装着していて
も、雪道や凍結路では、クルーズ
コントロールは使用しないでくだ
さい。

!ウィンタータイヤを外した後は、
タイヤ/ホイールをオイルやグリー
ス類、燃料などの付着するおそれの
ない、乾燥した冷暗所に保管してく
ださい。

iウィンタータイヤについて、詳し
くはメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場におたずねください。
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走行時の注意

  雪道や凍結路面の走行

雪道や凍結路面ではタイヤが非常に滑
りやすくなっています。十分な車間距
離を確保し、いつもより控えめな速度
で慎重に走行してください。

安全な走行と車両操縦性を確保するた
め、以下の注意事項を守ってください。

•  ウィンタータイヤまたはスノー
チェーンを必ず使用してください。

•   急ハンドル、急ブレーキ、急加速な
どは避けてください。

•  クルーズコントロールを使用しない
でください。

•  ブレーキに付着した雪や水滴が凍結
して、ブレーキの効きが悪くなるこ
とがあります。このようなときは、
後続車に注意しながら低速で走行し
て、ブレーキの効きが回復するまで
ブレーキペダルを数回軽く踏んでく
ださい。

G 事故のおそれがあります
路面が滑りやすいときは、急激なエ
ンジンブレーキを効かせないでくだ
さい。スリップして車のコントロー
ルを失い、事故を起こすおそれがあ
ります。

 走行時の注意

  滑りやすい路面での発進

!車輪を空転させないように発進し
てください。駆動装置を損傷するお
それがあります。

�  必要に応じてディファレンシャ
ルロックをオンにしてください
（�107ページ）。

  エンジンを停止しての走行

G 事故のおそれがあります
エンジンが停止しているときは、ブ
レーキやステアリングの操作に非常
に大きな力が必要になります。

走行中はエンジンを停止しないでく
ださい。

  ブレーキ

G 事故のおそれがあります
•  滑りやすい路面で急激なエンジン
ブレーキを効かせないでください。
スリップして車のコントロールを
失い、事故を起こすおそれがあり
ます。

•  長い下り坂や急な下り坂では必ず
ティップシフトで低いギアレンジ
を選択し、エンジンブレーキを併
用してください。エンジンブレー
キを併用しないでブレーキペダル
を踏み続けたり、急ブレーキを繰
り返すと、ブレーキが効かなくな
り停車できなくなるおそれがあり
ます。
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走行時の注意

G 火災のおそれがあります
ブレーキペダルの上に足を置いたま
ま運転しないでください。ブレーキ
パッドが早く摩耗するだけでなく、ブ
レーキが過熱して効かなくなったり、
火災が発生するおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
新車時または交換した新品のブレー
キパッドは、目安として走行距離が数
百 kmを超えるまでは制動性能を完全
には発揮できません。最初の数百 km
までは、必要に応じてブレーキペダル
を少し強めに踏んでください。また、
ブレーキパッドやブレーキディスク
の交換を行なったときも同様です。

!ブレーキが過熱している状態で
は、ブレーキに水がかからないよう
にしてください。ブレーキディスク
を損傷するおそれがあります。

!水たまりの通過後や洗車直後は、
ブレーキの効きが悪くなることがあ
ります。このようなときは後続車に
注意しながら低速で走行し、ブレー
キの効きが回復するまで、ブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでください。

!必ず純正のブレーキパッドを使用
してください。純正以外のブレーキ
パッドを使用すると、ブレーキ特性
が変わって安全なブレーキ操作がで
きなくなるおそれがあります。

!ブレーキシステムを改造したり、
スペーサーやブレーキダストシール
ドなどを使用しないでください。

!高速道路を走行しているときなど、
ブレーキを効かせずに長時間走行し
ていると、ブレーキの効きが悪くな
ることがあります。このようなとき
は後続車に注意しながら、ブレーキ
の効きが回復するまでブレーキペダ
ルを数回軽く踏んでください。

i急ブレーキなどでブレーキに大き
な負担をかけた後は、ブレーキディ
スクが冷えるまでしばらく走行を続
けてください。

i長い急な下り坂では、ティップシ
フトでギアレンジを=、5、
4にして、エンジンブレーキを
効かせてください。ブレーキの過
熱や過度の摩耗を防ぐことができ
ます。

凍結防止剤について

凍結防止剤がまかれた道路を走行する
ときは、ブレーキディスクやブレーキ
パッドに塩類が付着してブレーキの効
きが悪くなり、制動距離が長くなるお
それがあります。

このときは、後続車に注意しながらブ
レーキの効きが回復するまでブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでください。さ
らに、先行車との車間距離を十分確保
し、注意して走行してください。また、
次回走行するときにも、ブレーキペダ
ルを数回軽く踏み、残った塩類を落と
してください。
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走行時の注意

  走行するとき

アクセルペダルはおだやかに操作

•  発進や加速するときは、タイヤを空
転させないように穏やかにアクセル
ペダルを操作してください。タイヤ
を空転させると、タイヤだけでなく
トランスミッションや駆動系部品を
損傷するおそれがあります。

•  車間距離を十分に確保し、不要な急
発進や急加速、急ブレーキを避けて
ください。

横風が強いとき

横風が強く、車が横方向に流されそう
なときは、ステアリングをしっかりと
握り、いつもより速度を下げて進路を
保ってください。

トンネルの通過

トンネルに進入するときは、ヘッドラ
ンプを点灯してください。内部照明が
暗いトンネルでは、進入直後に視界が
悪くなることがありますので、十分注
意してください。

エンジンブレーキの活用

下り坂が続くときは、エンジンブレー
キを活用してください。ブレーキペダ
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ
ディスクが過熱してブレーキの効きが
悪くなるおそれがあります

iエンジンブレーキ：走行中、アク
セルペダルを戻したときに発生す
るエンジンの内部抵抗を利用した
減速をエンジンブレーキといい
ます。低いギアのときほど効きが
強くなります。

J ブレーキ警告灯

エンジンスイッチを 2の位置にすると
点灯し（点灯しないときは、警告灯が
故障しています）、エンジン始動後に
消灯します。

エンジン始動後もパーキングブレー
キを効かせているときは、点灯した
ままになります（エンジンスイッチ
が 1の位置のときも点灯したままに
なります）。

パーキングブレーキを解除しても消灯
しないときや、エンジンがかかってい
るときに点灯する場合は、ブレーキ液
が不足しています。安全な場所に停車
し、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場に連絡してください。

!マルチファンクションディスプレ
イにブレーキ液またはブレーキパッ
ドに関する故障 /警告メッセージ
が表示されたときは（�220ページ）
をご覧ください。

 タイヤグリップについて

安全な走行のため、濡れた路面や凍結
した路面では、乾燥した路面を走行す
るときよりも低い速度で走行しなけれ
ばなりません。

外気温度が低いときは、路面の状態に
十分注意してください。

路面が凍結しているときは、ブレーキ
時にタイヤと路面の間に薄い水の層が
形成され、タイヤのグリップが大きく
低下します。
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走行時の注意

  走行中に異常を感じたら

警告灯が点灯したときやマルチファン
クションディスプレイに故障 / 警告
メッセージが表示されたとき

ただちに安全な場所に停車してエンジ
ンを停止し、本書に従い対処してくだ
さい。それでも警告灯や故障 /警告
メッセージが消灯しないときは、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場に連
絡してください。そのまま走行を続け
ると、事故を起こしたり、車に重大な
損傷を与えるおそれがあります。

ボディ下部に強い衝撃を受けたとき

ただちに安全な場所に停車してボ
ディの下部を点検し、ブレーキ液や
燃料などが漏れていないか確認して
ください。漏れやボディ下部に損傷
を見つけたときは、運転を中止して
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場に連絡してください。損傷を放置
したまま走行を続けると、事故を起
こすおそれがあります。

走行中にタイヤがパンクしたり、破裂
したとき

あわてずにしっかりステアリングを支
えながら、徐々に減速して安全な場所
に停車してください。急ブレーキや急
ハンドル操作をすると、車のコント
ロールを失い、事故を起こすおそれが
あります。

滑りやすい路面

滑りやすい路面では、シフトダウン操
作による急激なエンジンブレーキを効
かせないでください。

水たまりの通過後

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ
レーキの効きが遅れたり、悪くなるこ
とがあります。このようなときは、後
続車に注意しながら低速で走行し、ブ
レーキの効きが回復するまでブレーキ
ペダルを数回軽く踏んでください。

道路冠水や車が水没したとき

•  冠水した道路を走行するときに許
容されている最大水深は約 50cm
です。

  波が立たないような速度で走行して
ください。

•  豪雨などで道路が冠水し、マフラー
に水が入ったときは決してエンジ
ンを始動しないでください。その
ままエンジンを始動すると、エン
ジンに重大な損傷を与えるおそれ
があります。

•  車が水没した場合は、水が引いた後
でもエンジンを始動せずに、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に連
絡してください。
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走行時の注意

急な坂道で駐車するとき

急な坂道で駐車するときは、セレク
ターレバーをBに入れ、パーキ
ングブレーキを確実に効かせてくだ
さい。さらに輪止めをして、前輪を歩
道方向に向けてください。

仮眠するとき

やむを得ず車内で仮眠するときは、安
全な場所に駐車して必ずエンジンを停
止してください。無意識のうちにセレ
クターレバーを動かしたり、アクセル
ペダルを踏み込むと、車が動き出して
事故を起こすおそれがあります。

また、アクセルペダルを踏み続けると、
エンジンやマフラーが異常過熱して火
災の原因になります。

後退するとき

後方視界が十分に確保できないとき
は、車から降りて後方の安全を確認し
てください。

  駐停車するとき

駐車するときの注意事項

•  マフラーは非常に高温になります。
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え
やすいものがある場所には駐停車し
ないでください。

•  同乗者がドアを開くときは、周囲に
危険がないことを運転者が確認して
ください。

•  見通しの悪い場所や暗い場所では駐
車しないでください。

•  炎天下での駐車時には、車内各部の
温度が非常に高くなります。ステア
リングやセレクターレバー、シート
などに触れると、火傷をするおそれ
があります。

•  炎天下に駐車するときは、ウインド
ウにカバーをしたり、ステアリング
やセレクターレバー、シートなどに
カバーやタオルをかけて、温度の上
昇を抑えてください。

•  炎天下に駐車した後は、乗車する前
に換気をするなどして、車内各部の
温度を下げてください。

•  フロントウインドウやボンネットの
周囲に枯れ葉や異物がある場合は、
必ず取り除いてください。車両下部
の排水口が目詰まりを起こし、車内
に水が浸入するおそれがあります。

車の周囲が雪で覆われているとき

車の周囲が雪で覆われているときは、
雪を取り除いてからエンジンを始動し
てください。積雪によりマフラーがふ
さがれ、排気ガスが車内に侵入するお
それがあります。
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走行時の注意

•  安全な視界を確保するため、必要
に応じてデフロスターやリアデ
フォッガーを作動させてください。
また、エアコンディショナーを作
動させて ACモードを設定し、車
内を除湿してください。

•  雨降りや濃霧時は、自分の車の存在
を周囲に知らせるため、ヘッドラ
ンプやフォグランプを点灯してくだ
さい。ただし、ヘッドランプを上向
きにすると、雨や濃霧に反射して視
界を損なったり、対向車を眩惑する
ので、下向きで点灯してください。

•  濃霧のときはフォグランプを点灯
し、速度を落として走行してくだ
さい。危険を感じるときは、霧が
晴れるまで安全な場所に停車して
ください。

  雨降りや濃霧時の運転

雨降りや濃霧時の注意事項

雨が降っていたり、濃霧が発生してい
るときは、路面が濡れて滑りやすく
視界も悪くなります。以下の点に注
意して、いつもより慎重に運転して
ください。

•  路面が滑りやすいので、タイヤの接
地力が大きく低下し、通常より制動
距離も長くなります。

  また、見通しが悪いので歩行者や
障害物の発見が遅れがちになり
ます。いつもより速度を下げ、車間
距離を十分に確保してください。

•  濡れた路面では急激なエンジンブ
レーキを効かせないでください。滑
りやすい路面で急激なエンジンブ
レーキを効かせると、スリップして
車のコントロールを失い、事故を起
こすおそれがあります。

•  路面が濡れているときは、クルー
ズコントロールは使用しないでく
ださい。

•  水たまりの通過後や激しい雨の中で
長時間ブレーキを使用しないで走行
しているときは、ブレーキの効きが
悪くなることがあります。このとき
は、後続車に注意しながら低速で走
行し、ブレーキの効きが回復するま
でブレーキペダルを数回軽く踏んで
ください。



195

日
常
の
取
り
扱
い

オフロード走行

G 事故のおそれがあります
•  オフロード走行後は、ブレーキシ
ステムに砂や汚れなどが付着して、
過度の摩耗やブレーキの誤作動に
つながるおそれがあります。

•  オフロード走行後にブレーキに汚
れなどがあるときは、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検と
洗浄を行なってください。緊急時
に十分なブレーキ力が得られな
かったり、ブレーキが誤作動する
おそれがあります。

車の特性や操縦性を知ることにより、
安全に目的地に到達することができ
ます。悪路走行の前に練習走行をされ
ることをお勧めします。

オフロードを走行する前に以下の注意
をご覧ください。

オフロード走行については、以下の内
容もご覧ください。

•  クロスカントリーギア（�104ペー
ジ）

•  ディファレンシャルロック（�106
ページ）

•  4ETS（�52ページ）

 オフロード走行

G 事故のおそれがあります
•  地形や路面の状況が把握できない
悪路では低速で走行してください。
障害物などを見つけやすくなり、
事故の危険性を減らすことができ
ます。

•  坂が急勾配で上り切れない場合は、
Uターンせず、セレクターレバー
をCの位置にして後退して下り
てください。車が横転するおそれ
があります。

•  斜面を斜めに走行しないでくだ
さい。車が横転するおそれがあり
ます。斜面を斜めに走行する必要
があり、万一横転しそうになった
場合は、ただちに斜面の下り側へ
ステアリングをまわし、姿勢を立
て直してください。

•  セレクターレバーをAの位置に
したままで走行しないでください。
エンジンブレーキがまったく効か
ず、ブレーキペダルだけで走行速
度を調整しようとすると、車のコ
ントロールを失うおそれがあり
ます。
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オフロード走行

•  ドアウインドウとスライディング
ルーフが閉じていることを確認して
ください。

ヘッドランプガード

!保安基準に適合しないため、ヘッ
ドランプガードを取り付けたまま公
道を走行しないでください。

ヘッドランプガードの取り付け

�  プラスドライバーでヘッドランプ
ケースの取り付けネジ②をゆるめ、
ヘッドランプケース①を上方に引き
抜きます。

!取り付けネジは、ヘッドランプ
ケースが引き抜ける程度までゆる
めてください。ゆるめすぎるとネ
ジが脱落したり紛失するおそれが
あります。

iヘッドランプケースはヘッドラン
プウォッシャーが取り付けられてい
るため、取り外すことはできません。

オフロードでの走行

G 事故のおそれがあります
車の損傷は事故の原因になります。損
傷しているおそれがあるときはメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

H 環　境

環境に配慮して走行し、自然破壊を
しないでください。

オフロードを走行する前に

•  タイヤの溝の深さと空気圧を点検し
てください（�182ページ）。損傷
がないか点検し、小石などの異物が
挟まっている場合は取り除いてくだ
さい。バルブキャップが紛失してい
る場合は、取り付けてください。

•  リムが歪んでいたりホイールに損傷
がある場合は交換してください。

•  ブレーキに泥汚れがないか確認して
ください。緊急時に十分な制動力が
得られないおそれがあります。

•  エンジンオイル量を点検してくだ
さい。エンジンオイル量が少ないと
きは必ず補給してください（�175
ページ）。

•  ジャッキが正常に動くか点検してく
ださい。万一のためにけん引用ケー
ブルや折りたたみ式スコップなどを
車に積んでおいてください。

•  荷物が確実に収納されていること、
または確実に固定されていることを
確認してください。
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オフロード走行

�  ヘッドランプケース1を上から差
し込みます。

�  取り付けネジ2を締め、ヘッドラ
ンプケース1を固定します。

!取り付けネジは強く締めすぎない
でください。ヘッドランプケースを
損傷するおそれがあります。

オフロードを走行するとき

�  必要に応じて、クロスカントリーギ
アにしてください（�104ページ）。

�  必要に応じて、ディファレンシャ
ルロックをオンにしてください
（�106ページ）。

•  地形や路面の状況が把握できないと
きや視界の悪いときは、走行する前
に車から降りて、危険がないことを
確認してください。

•  上りはじめと終わりは、なだらかな
斜面を選択して走行してください。

•  岩、穴、木の切り株、溝など、大
きな障害物を避けて走行してくだ
さい。

•  車をジャンプさせないでください。
車体や駆動装置を損傷するおそれが
あります。

�  プラスドライバーでヘッドランプ
ケース1上側のネジ（図の矢印の
部分）を外し、マウント3を取り
外します。

!ネジを外すとヘッドランプケース
裏側のワッシャーが外れます。紛失
しないように注意してください。

�  ヘッドランプガード4の図の位置
にマウント3をはめ込み、ヘッド
ランプケース1にネジ止めします。

�  ヘッドランプガード4を下げ、ロッ
ク5にはめ込みます。
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オフロード走行

�  車の底部、タイヤ、ボディ、ステア
リング、駆動系部品、排気系部品な
どに損傷がないか点検してください。

�  植物や枝などが車体や駆動部に挟
まっていないか点検してください。
これらが挟まっていると火災の危険
があるほか、燃料系部品、ブレーキ
ホース、アクスルジョイントやドラ
イブシャフトのカバーなどを損傷す
るおそれがあります。

�  ぬかるみ、砂の上、水の中を走行し
た後は、ブレーキディスク、ホイー
ル、ブレーキパッド、アクスルジョ
イントを点検し、掃除してください。

�  走行中に強い振動を感じる場合は、
ホイールの隙間などに異物がかみ
込んでいないか点検してください。

G 事故のおそれがあります
車の損傷は乗り心地を悪化させ、事
故の原因になります。メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検を受
けてください。

  坂道の走行

坂を上るとき

�  必要に応じて、クロスカントリーギ
アにしてください。

�  必要に応じて、ディファレンシャ
ルロックをオンにしてください
（�106ページ）。

�  坂の勾配に合わせて、ティップシフ
トでギアレンジを選択してください
（�102ページ）。

•   クルーズコントロールを使用しない
でください。

•  高低差のある段差を乗り越える場合
は、左右両輪で乗り越えてください。
片輪で乗り越えると車体や駆動装置
を損傷するおそれがあります。

•  できるだけわだちから外れないよう
に走行してください。

•  坂道はできるだけまっすぐに上り、
まっすぐに下りてください。

•  低速でスムーズに走行し、常にタイ
ヤが地面に接していることを確認し
てください。

•  アクセルペダルはゆっくり踏み込
み、車輪を空転させないようにして
ください。

オフロードを走行した後に

オフロード走行後は、車を点検するこ
とをお勧めします。

�  クロスカントリーギアを解除してく
ださい。

�  ディファレンシャルロックを解除し
てください（�106ページ）。

�  ヘッドランプやテールランプなどを
洗浄し、損傷がないか点検してくだ
さい。

�  ライセンスプレートを洗浄してくだ
さい。

�  ホイールやホイールハウス、ボディ
底部、タイヤをスプレーガンなどで
洗浄し、タイヤに挟まった異物を取
り除いてください。
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オフロード走行

 アプローチ /デパーチャアングル

①  アプローチアングル（フロント）
② デパーチャアングル（リア）

車種 アプローチ
アングル

デパーチャ
アングル

G 550 
long

約 37° 約 31°

G 55 AMG 
long

約 33° 約 28°

  障害物を乗り越えるとき

木の切り株や大きな石、その他の障害
物を乗り越えるときは、以下の注意に
従ってください。

�  クロスカントリーギアにしてくだ
さい。

�  ティップシフトでギアレンジ4

を選択してください（�102ペー
ジ）。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

i急勾配の坂で前輪の荷重が不足し
たときは、前輪は空転しやすくなり
ます。このような状況を検知すると
4ETSが作動し、自動的にブレーキ
制御を行ないます。これにより後輪
へのトルク配分が増えて登坂能力が
増します。詳しくは（�52ページ）
をご覧ください。

坂を上り切ったとき

�  坂を上り切る直前にアクセルペダル
をゆるめ、車の惰性を利用して上っ
てください。

  これにより、車が跳ねたりせず、駆
動力を失うことがありません。また、
速度が上がりすぎないようにして下
り坂に備えることもできます。

坂を下るとき

�  ティップシフトでギアレンジ4

を選択してください（�102ペー
ジ）。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

•  速度を上げないでください。

•  滑りやすい急な下り勾配を走行する
ときは、エンジンブレーキを効果的
に効かせながら車を横滑りさせない
ように、注意深くブレーキペダルを
踏み込んでください。

•  長い下り坂を走行した後は、必ずブ
レーキを点検してください。
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オフロード走行

•  人が歩くくらいの速度で、水深の
浅い場所を選択し、渡ります。水に
入るときは速度を上げないでくだ
さい。波が立ちエンジンや車体を損
傷するおそれがあります。

•  波が立たないようにゆっくりと一定
の速度を保って走行してください。

•   河川を渡っている途中でシフト操作
をしたり、車やエンジンを停止させ
ないでください。水の中は抵抗が大
きいため、発進が困難になります。

•  河川の流れに対して直角または下流
方向へ横断してください。

•  河川を渡った後は、ブレーキの効き
が悪くなります。ブレーキペダルを
軽く数回踏んでブレーキパッドを乾
かしてください。また、タイヤの溝
を洗浄してください。

 最大許容水深値

1  最大許容水深値

車種 最大許容水深値

全車 50cm

•  障害物に対して直角になるようにし
て、まず前輪で障害物の中央を乗り
越え、次に後輪で乗り越えてくだ
さい。障害物の端のほうを乗り越え
ると、横滑りするおそれがあります。

•  障害物により車の底部や車体、駆動
部を損傷させないように注意してく
ださい。

•   同乗者がいるときは、車外から誘導
してもらってください。

  河川などを渡るとき

�  クロスカントリーギアにしてくだ
さい。

�  必要に応じて、ディファレンシャ
ルロックをオンにしてください
（�106ページ）。

�  ティップシフトでギアレンジ4

か5を選択してください（�102
ページ）。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

•  やむを得ず河川などを渡るときは、
走行前に水深と川底の状況を確認し
てください。

•  安全な場所でテスト走行をしてくだ
さい。最大許容水深値を超えるとこ
ろは絶対に走行しないでください。

•  河川を渡っている途中でドアを開か
ないでください。浸水すると、内装
や電気装備を損傷するおそれがあり
ます。
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メンテナンス

 メンテナンス

車の性能を十分に発揮させ、安全かつ
快適に運転するためには、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場で点検整備を
受ける必要があります。メルセデス・
ベンツ指定サービス工場では以下のよ
うな点検を行ないます。

Daimler AG指定の点検整備

Daimler AGの指示による点検整備項
目があります。これらはメンテナンス
インジケーターの表示に応じて実施し
ます。

 1年および 2年点検整備

1年、2年点検整備は、車検時を含め、
法律で定められ実施するものです。

次の点検時期を示すステッカーがフロ
ントウインドウに貼付してあります。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

 整備手帳

車には整備手帳が備えてあります。点
検整備で実施された作業は整備手帳で
確認してください。

  砂地を走行するとき

やわらかい砂地での走行は、スタック
（立ち往生）しやすいため、以下の注
意に従ってください。

�  クロスカントリーギアにしてくだ
さい。

�  砂地の状況に合わせて、ティップシ
フトでギアレンジを選択してくだ
さい（�102ページ）。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

•  砂地では車が埋まらないよう、やや
速度を上げて走行してください。

•   他の車が残した浅いわだちをなぞっ
て走行してください。このときは、
わだちの深さとかたさに注意してく
ださい。

  わだちを走行するとき

�  クロスカントリーギアにしてくだ
さい。

�  ティップシフトでギアレンジ4

を選択してください（�102ペー
ジ）。

�  エンジンを高回転までまわさないよ
うにして、ゆっくりと走行してくだ
さい。

•  わだちと車の底部との間に十分な余
裕があることを確認してください。

•  わだちが深い場合は、左右どちらか
の車輪をわだちの間に乗せて走行し
てください。車の底部が地面に接触
し、タイヤが地面から離れて走行不
能になるおそれがあります。
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メンテナンス

 自動表示機能

次のメーカー指定点検整備の実施時
期が近付くと、エンジンスイッチを
2の位置にしたときやエンジンがか
かっているときに、メンテナンスイン
ジケーター画面が自動的に表示され
ます。

画面は数秒後に表示前の画面に戻り
ます。

表示中に画面を戻すときは、リセット
ボタンを押します。

 手動表示

メンテナンスインジケーター画面は手
動でも表示できます。

�  エンジンスイッチを 1か 2の位置
にします。

�  VまたはUを押して、車両情
報メイン画面を表示させます（�114
ページ）。

�  &または*を押して、メンテ
ナンスインジケーター画面を表示さ
せます。

 表示メッセージ

表示メッセージは、日頃の運転スタイ
ルなどに応じて以下のように変化し
ます。

点検整備実施時期前の表示例

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｱﾄ XX ﾆﾁ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｱﾄ XX ﾆﾁ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｱﾄ XX km"

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｱﾄ XX km"

 日常点検

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な
ど、日常、車を使用するときにお客様
ご自身の判断で実施していただく点検
です。

点検項目は整備手帳に記載されてい
ます。

点検を実施したときに異常が発見され
た場合は、すみやかにメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

  メンテナンスインジケーター画面

メンテナンス
A
アト

15000 km

走行距離や経過時間などに応じて、
メーカー指定点検整備の実施時期を表
示します。

メンテナンスインジケーター画面が表
示されたときは、メーカー指定点検整
備を行なってください。

!メンテナンスインジケーターは、
エンジンオイル量表示やエンジンオ
イル量の警告表示ではありません。

!メーカー指定点検整備を実施時期
までに行なわなかった場合は、保
証などの対象外になることがあり
ます。
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 メンテナンスインジケーターのリ
セット

メーカー指定点検整備後に、メルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場でメンテ
ナンスインジケーターをリセットして
ください。

リセット後、次回メーカー指定点検整
備までの基本サイクルは、走行距離で
は 15,000km、日数では 365日に設
定されます。いずれか先に達する距離
または時期を次回のメーカー指定点検
整備実施時期として表示します。

!メンテナンスインジケーターの表
示などに異常があるときは、すみや
かにメルセデス・ベンツ指定サービ
ス工場で点検を受けてください。

点検整備実施時期になったときの表
示例

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A ｼﾞｯｺｳ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B ｼﾞｯｺｳ "

点検整備実施時期を過ぎたときの表
示例

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A XX ﾆﾁ ｷｹﾞﾝｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B XX ﾆﾁ ｷｹﾞﾝｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A XX km ｷｹﾞﾝｺｴﾃｲﾏｽ "

" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B XX km ｷｹﾞﾝｺｴﾃｲﾏｽ "

点検整備実施時期を過ぎたときは、警
告音も鳴ります。

i" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ A"、" ﾒﾝﾃﾅﾝｽ B" は、次回
のメーカー指定点検整備の範囲を
示すもので、どちらが表示されるか
は日ごろの運転スタイルや走行距離
などにより異なります。詳しくは整
備手帳をご覧ください。

iメンテナンスインジケーターが自
動的に表示される時期は、運転ス
タイルや走行距離などにより変わ
ります。

  エンジン回転数を適度に保ち、短
距離短時間の運転を避けると、次
のメーカー指定点検整備の実施時
期までの走行距離が伸びることが
あります。

iバッテリーの接続を外している間
の経過日数は、加算されません。
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 外装

•  走行後は、ボディに付着したほこり
を毛ばたきなどで払い落としてくだ
さい。

•  少なくとも月に 1度は洗車してく
ださい。

•  飛び石などにより塗装面を損傷する
と、錆の原因になります。早めに補
修を行なってください。

•  保管や駐車は、風通しの良い車庫や
屋根のある場所をお勧めします。

•  泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、
油脂類、燃料およびタールなどが付
着したときは、すみやかに拭き取っ
てください。特に、鳥のふんは塗装
面を損傷しやすいので、できるだけ
早く水で洗い流してください。

•  凍結防止剤が散布してある道路を走
行したときは、すみやかに洗車し、
ボディ下側やフェンダー内を洗い流
してください。

•  直射日光が強く当たる場所や走行し
た直後でボンネットが熱くなってい
るようなときに、塗装面の手入れ
をすると、塗装面を損傷するおそれ
があります。

•  ボディの表面にステッカーやフィル
ム、マグネットなどを貼付しないで
ください。塗装面を損傷するおそれ
があります。

•  誤って傷を付けたり、誤った手入
れにより錆などが発生したときは、
早めにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で補修することをお勧め
します。

 日常の手入れ

定期的に手入れをすることで、いつま
でも車を美しく保つことができます。

日常の手入れには、Daimler AGが指
定する用品のみを使用してください。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

G 中毒や火災のおそれがあります
•  一部の合成クリーナーなどには、
有機溶剤や可燃性物質が含まれ
ていることがあります。カーケア
用品を使用するときは、必ず添付
の取り扱い上の注意を読み、指示
に従ってください。

•   車内でカーケア用品を使用すると
きはドアやドアウインドウを開き、
十分に換気してください。有機溶
剤による中毒を起こしたり、静電
気が可燃性ガスに引火して火災を
起こすおそれがあります。

•  車の手入れをするときに、燃料や
シンナーなどを使用しないでくだ
さい。中毒を起こしたり、気化ガ
スに引火して火災を起こすおそれ
があります。

•   カーケア用品は、子供の手が届く
ところや火気の近くに置いたり保
管しないでください。

H 環　境
クリーナー類やカーケア用品は、環
境に配慮して廃棄してください。
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•  ホイールには酸性のホイールクリー
ナーを使用しないでください。ホ
イールやホイールボルトが腐食する
おそれがあります。

•  ホイールクリーナーなどでホイール
を清掃した後にそのまま放置する
と、ブレーキディスクやブレーキ
パッドなどが腐食するおそれがあり
ます。

  このようなときは、しばらく走行し
て、ブレーキディスクやブレーキ
パッドを乾燥させてください。

 自動洗車機の使用

G 事故のおそれがあります
自動洗車機で洗車した後は、ブレー
キの効きが悪くなることがあり、事
故につながるおそれがあります。ブ
レーキが乾くまで注意して運転して
ください。

•  高圧洗浄を行なう自動洗車機は使用
しないでください。ドアやスライ
ディングルーフなどから水漏れを起
こすおそれがあります。

•  車の汚れがひどいときは、自動洗車
機で洗車する前に水洗いをしてくだ
さい。

•  自動洗車機が車のサイズに合ってい
ることを確認してください。また、
洗車前にドアミラーを格納してくだ
さい。車体やドアミラーを損傷する
おそれがあります。

•  自走式の自動洗車機を使用するとき
は、セレクターレバーがAに入っ
ていることを確認してください。車
を損傷するおそれがあります。

洗車

�  ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ
りなどを洗い流します。

�   水にカーシャンプーなどを混ぜた洗
浄液を用意し、車全体にかけます。
外気取り入れ口付近では少量にし、
ダクト内に洗浄液が残らないように
注意してください。

�  スポンジやセーム皮などを使用し
て、十分な量の水で洗い流します。

�  洗車後は、すみやかに水滴を拭き取
ります。

洗車時の注意

洗車をするときは、以下の点に注意し
てください。

G 火傷やけがのおそれがあります
洗車をするときはマフラーに注意し
てください。マフラー後端に触れて
火傷をしたり、けがをするおそれが
あります。

•  水が凍るような寒いときや直射日光
が強く当たる場所、走行した直後で
ボンネットが熱くなっているような
ときは洗車をしないでください。

•  虫の死がいなどは、洗車前に取り
除いてください。

•  コールタールやアスファルトの汚れ
は、乾いてしまうと落としにくくな
るので、早めに処理してください。

•  走行した直後は、ブレーキディス
クやホイールに直接水などをかけ
ないでください。ブレーキディス
クが熱いときに急激に冷やすと、
ブレーキディスクを損傷するおそ
れがあります。
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•  ドアウインドウやスライディング
ルーフが完全に閉じていることを確
認してください。

•  余熱ヒーター・ベンチレーション
が停止していることを確認してく
ださい。

•  ワイパーを停止してください
（�90､92ページ）。

•  回転ブラシのかたさによっては、細
かな傷が付き、塗装面の光沢が失わ
れたり、劣化を早めるおそれがあり
ます。

•  洗車後は、フロントウインドウやワ
イパーブレードに付着した洗浄液を
拭き取ってください。

 高圧式スプレーガンの使用

G 事故のおそれがあります
高圧式スプレーガンのノズルをタイ
ヤに向けないでください。水圧が高い
ため、タイヤを損傷して、事故の原
因になるおそれがあります。

•  高圧式スプレーガンのノズルは、車
から十分離して使用してください。
水圧が高すぎると、塗装面を損傷す
るおそれがあります。

•  高圧式スプレーガンのノズルを以
下の部分に近付けないでください。
水圧が高いため、車内に水が侵入
したり、防水シールや塗装面を損
傷するおそれがあります。

 ◇ タイヤ

 ◇ ウインドウガラス接合面

 ◇ ボディパネルの継ぎ目

 ◇ 電気装備

 ◇ コネクター類

 ◇ ランプ類

 ◇ シール部

 ◇ 外気取り入れ口

 ウインドウの手入れ

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ
た柔らかい布で清掃してください。

!フロントウインドウおよびリアウ
インドウの排水口にたまった枯葉や
ほこりなどを定期的に清掃してくだ
さい。排水口が目詰まりを起こし、
腐食の原因になります。

 ワイパーブレードの手入れ

G けがのおそれがあります
ワイパーブレードを交換するときは、
必ずエンジンスイッチからキーを
抜いてください。ワイパーが作動し
てけがをするおそれがあります。

!ワイパーブレードの清掃は、頻繁
には行なわないでください。また強
くこすったりしないでください。表
面のコーティングが損傷して異音な
どの原因になります。
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!パークトロニックセンサーを清
掃するときは、乾いた布、目の粗い
布、かたい布などは使用しないでく
ださい。また、純正以外の手入れ用
品を使用したり、強い力で乾拭きし
ないでください。センサーを損傷す
るおそれがあります。

!パークトロニックセンサーには、
高圧式スプレーガンやスチームク
リーナーを使用しないでください。
センサーや塗装面を損傷するおそれ
があります。

 クローム部分の手入れ

路面の小石や腐食性のある環境物質
などの不純物の影響により、クローム
部分の表面にサビが発生することが
あります。

定期的にクローム部分の手入れを行
なうことにより、クロームの輝きを保
ち、また元の輝きを取り戻すことがで
きます。

!ホイールクリーナーなど、アルカ
リ性のクリーナーでステンレス製
スペアタイヤカバーやマフラー（G 
55 AMG long）の手入れを行なわ
ないでください。

 クローム部分の手入れについては、
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場におたずねください。

�  ワイパーアームを起こします。

�  ワイパーブレードを、湿らせた柔ら
かい布で軽く拭きます。

�  ワイパーアームを元の位置に戻し
ます。

 ランプ類の手入れ

ヘッドランプを含むランプ類は樹脂製
レンズです。流水または水とカーシャ
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流してく
ださい。

!有機溶剤や強アルカリ洗剤などを
使用したり、乾いた布などで強く
こすらないでください。また、ヘッ
ドランプウォッシャーは必ず専用の
純正ウォッシャー液を使用してくだ
さい。レンズを損傷するおそれがあ
ります。

 パークトロニックセンサーの手入れ

パークトロニックセンサー1を清
掃するときは、流水または水とシャン
プーを混ぜた洗浄液で洗い流してくだ
さい。
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 内装

G けがのおそれがあります
エアバッグの収納部分には、有機溶
剤を含むクリーナーなどを使用し
ないでください。エアバッグが正常
に作動しなくなり、けがをするおそ
れがあります。

G けがのおそれがあります
清掃するときは、プラスチック部品の
端部や、シート下部などにあるリン
ケージやヒンジなどの金属部分が露
出した箇所に注意してください。触
れるとけがをするおそれがあります。

!COMANDディスプレイを清掃す
るときに以下のものを使用しないで
ください。ディスプレイを損傷する
おそれがあります。

 •  アルコール分を含んだ溶剤や有
機溶剤、燃料

 •  研磨剤を含んだクリーナー

 •  家庭用クリーナー

 また、強い力で COMANDディスプ
レイをこすらないでください。ディ
スプレイの表面を損傷するおそれが
あります。

!マイクロファイバークロスでレ
ザーシートやレザートリム、アルカ
ンタラ ®を使用した部分の手入れ
を行なわないでください。損傷する
おそれがあります。

!プラスチック部分にステッカーや
フィルムを貼付したり、カップホル
ダーなどのアクセサリーを取り付け
ないでください。プラスチック部分
を損傷するおそれがあります。

!トリム部分に化粧品や虫除け、日
焼け止めなどが付着しないように注
意してください。トリム部分を損
傷するおそれがあります。

!乾いた布や目の粗い布、かたい布
などを使用したり、強くこすらない
でください。

•  プラスチック部分は、少量の中性洗
剤などを混ぜた水を柔らかい布（マ
イクロファイバークロスなど）に含
ませて拭き取ります。

•  ウッドトリムなどの部分は、水で湿
らせた柔らかい布（マイクロファイ
バークロスなど）を使用して拭き取
ります。頑固な汚れには少量の石
けん水を使用します。

•  ウインドウに、極細の熱線やアンテ
ナ線がプリントされている車種があ
ります。ガラス面の内側を清掃する
ときは、湿った柔らかい布を使用し
て、熱線やアンテナ線に沿って拭き
取り、傷を付けないように注意して
ください。

•  ウインドウに遮光フィルムなどを
貼付すると、携帯電話やラジオな
どの電波に影響をあたえるおそれ
があります。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたず
ねください。
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 車載品の収納場所

  事故・故障のとき

G 火災や爆発のおそれがあります
燃料などが漏れている場合は、すぐ
にエンジンを停止してください。ま
た、車に火気を近付けないように注
意してください。火災が発生したり、
爆発するおそれがあります。

事故が起きたとき

すみやかに、以下の処置を行なってく
ださい。

•  続発事故を防ぐため、交通の妨げに
ならない安全な場所に停車し、エン
ジンを停止してください。

•  負傷者がいるときは、消防署に救
急車の出動を要請するとともに、
負傷者の救護を行なってください。
ただし、頭部を負傷している場合
は負傷者をむやみに動かさないで
ください。

•  警察に連絡してください。事故が
発生した場所や事故状況、負傷者
の有無や負傷状態などを報告して
ください。

•  相手の方の氏名や住所、電話番号な
どを確認してください。

•  自動車保険会社に連絡してください。

路上で故障したとき

安全な場所に停車して、非常点滅灯を
点滅させてください。高速道路や自動
車専用道路では、車の後方に停止表示
板を置くことが法律で義務付けられ
ています。追突のおそれがあるため、
乗員は車内に残らず、ただちに安全な
場所に避難してください。

車が動かなくなったとき

セレクターレバーをAに入れて、
パーキングブレーキを解除し、同乗
者や付近の人に救援を求めて、安全
な場所まで車を押して移動してくだ
さい。このときは、車速感応ドアロッ
クによるキーの閉じ込みに注意して
ください。

セレクターレバーをAに入れられ
ないときは、乗員を安全な場所に避難
させ、続発事故を防いでください。

!踏切内で動けなくなったときは、
ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。緊急を要するときは非常
信号用具も使用してください。

iセレクターレバーをBから動
かせないときは、パーキングロック
を手動で解除できます。詳しくは
（�240ページ）をご覧ください。
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車載品の収納場所

停止表示板を組み立てる

�  左右のスタンド⑥を引き出します。

�  スタンド⑥を拡げて地面に立てます。

�  反射板⑤を引き出し、フック④をか
み合わせてロックします。

i高速道路や自動車専用道路で停
車するときは、車の後方に停止表示
板を置くことが法律で義務付けられ
ています。

※  停止表示板の形状が異なる場合があり
ます。

  救急セット

救急セットは、助手席側フロントドア
の小物入れに収納されています。

  非常信号用具

懐中電灯をドアポケットに装備してい
ます。

i新品時は電池の自然放電を防ぐた
め、電池の間に紙が挟まれています。
使用するときは紙を取り除いてくだ
さい。

 懐中電灯が十分な明るさで点灯する
ことを定期的に点検してください。

停止表示板 /救急セット /車載工
具 /ジャッキ

 停止表示板

停止表示板は、左側リアシートの下に
収納されています。

停止表示板ケースを取り出す

�  左側リアシート下のストラップ③の
バックル②を押し、ストラップをゆ
るめます。

�  停止表示板ケース①を取り出します。

停止表示板ケースを収納する

�  停止表示板ケース①にストラップを
かけ、バックルを押しながらスト
ラップを引いて締めます。
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車載品の収納場所

救急セットを取り出す

�  助手席側フロントドアの小物入れか
ら救急セット1を取り出します。

i救急セットの中身が揃っていて、
使用可能であることを定期的に点検
してください。

  車載工具

車載工具は、リアシート足元中央部の
フロア下に収納されています。

車載工具を取り出す

�  カバー1を上方に取り外して、車
載工具2を取り出します。

  ジャッキ

ジャッキは、右側リアシートの下に収
納されています。

ジャッキを取り出す

�  右側リアシートを前方に折りたたみ
ます（�154ページ）。

�  カバー①を開きます。

�  ジャッキを固定しているストラップ
のバックル③を押し、ストラップを
ゆるめます。

�  ジャッキ②を取り出します。

ジャッキを収納する

�  ストラップをジャッキに巻き付け
ます。

�  バックルを押しながらストラップを
引いて締めます。

G けがのおそれがあります
•  車載のジャッキは、この車のタイ
ヤ交換で一時的にジャッキアッ
プするためだけに設計されてい
ます。

•  ジャッキは、かたくてすべりに
くい、水平な場所で使用してくだ
さい。また、ジャッキの下に、ブ
ロックや木材などを置いてジャッ
キアップしないでください。ジャッ
キアップした車が落下するおそれ
があります。

•  ジャッキアップしているときは、
エンジンを始動したり、ドアや
テールゲートを開閉したり、パー
キングブレーキを解除しないでく
ださい。車が落下するおそれがあ
ります。



213

万
一
の
と
き

車載品の収納場所

•  車が車載のジャッキだけで支えら
れているときは、決して車の下に
身体を入れないでください。ジャッ
キが外れると、車に挟まれて致命
的なけがをするおそれがあります。
ジャッキは車を一時的に持ち上げ
るときだけに使用してください。

  スペアタイヤ

!スペアタイヤが確実に固定され
ていることを定期的に点検してく
ださい。

!スペアタイヤの溝が摩耗限度に達
したら、ただちに新品と交換してく
ださい。

!摩耗具合にかかわらず、6年を経
過したスペアタイヤは新品と交換し
てください。

!G 55 AMG longは、スペアタイヤ
を 2本以上装着して走行しないで
ください。

 スペアタイヤカバーの取り外し

�  外周カバー①のロック②の凹部に
マイナスドライバーなど③を差し
込み、反時計回りにまわしながら
ロックを外します。

�  外周カバー1を矢印の方向に広げ
て外します。

�  後部カバー④を手前に引いて外し
ます。

!スペアタイヤの外周カバーや後部
カバーを外すときは、必ず手袋など
を着用してください。素手で作業す
るとけがをするおそれがあります。

 スペアタイヤの取り外し

G けがのおそれがあります
スペアタイヤは非常に重量があり
ます。スペアタイヤを取り外すとき
は、スペアタイヤを落下させてけが
をしないように注意してください。
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車載品の収納場所

�  スペアタイヤを固定しているナッ
ト6（3本）をゆるめ、タイヤホ
ルダー5からスペアタイヤを取り
外します。

 スペアタイヤの収納

�  スペアタイヤをタイヤホルダー5

にかけ、ナット（3本）を締めて固
定します。

�  後部カバーの凸部7をタイヤホル
ダー5の凹部に合わせ、後部カバー
を取り付けます。

�  外周カバー1のロックが下側にな
るようにして、外周カバーを後部
カバー4に被せるように取り付け
ます。

�  フック8を反対側の外周カバーの
取り付け穴に掛けます。

  このとき、外周カバーにゆるみが
ないことを確認します。

�  マイナスドライバーなどをロック
2の凹部（�213ページ）に差し
込み、反時計回りに約 45度まわし
ながら、ロックを反対側の外周カ
バーにかぶせます。

�  ロックの凹部からマイナスドライ
バーなどを抜きます。

  ロックが確実に固定されていること
を確認します。
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故障 /警告メッセージ

 故障 / 警告メッセージ

車の機能やシステムに故障や異常が発
生すると、マルチファンクションディ
スプレイに警告や注意、対応方法など
が表示されます。

故障 /警告メッセージによっては警
告音が鳴ることがあります。また、重
要度の高いメッセージは、赤色で表示
されます。

故障 /警告メッセージが表示された
ときは、以降の指示に従ってください。

G 事故のおそれがあります
•  メーターパネルやマルチファンク
ションディスプレイが故障した場
合は、表示灯 / 警告灯や故障 / 警
告メッセージが表示されません。
車両操縦性などに悪影響をおよ
ぼすような故障や異常が発生した
場合は内容が確認できないため、
ただちにメルセデス・ベンツ指定
サービス工場に連絡してください。

•  表示される故障や異常は、一部の
限られた装備についてであり、ま
た表示される内容も限られてい
ます。故障表示の機能は運転者を
支援する装置です。発生した故障
や異常に対処して車の安全性を維
持する責任は運転者にあります。

•  走行中にステアリングのスイッチ
を操作するときは、直進時に行なっ
てください。ステアリングをまわ
しながら操作すると、事故を起こす
おそれがあります。

!スペアタイヤを取り付けたとき
は、3本のナット6（�214ペー
ジ）で確実にタイヤホルダーに固定
され、ナットがゆるまないことを確
認してください。また、必ず外周カ
バーおよび後部カバーを被せてくだ
さい。

!外周カバーを取り付けるときは、
必ず外周カバーが確実に後部カバー
に被さっていることを確認してくだ
さい。後部カバーが脱落するおそれ
があります。
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故障 /警告メッセージ

故障 / 警告メッセージの表示を消す

重要度の高いメッセージは消すことが
できません。故障や異常の原因が解
決するまで、故障 /警告メッセージ
が繰り返し表示されます。

一部のメッセージは車両に記憶され、
手動でメッセージを呼び出すことがで
きます。

メッセージはマルチファンクションス
テアリングにより消すことができます。

�  メッセージが表示されているとき
に、ステアリングのVU や
&*スイッチ、またはリセッ
トボタンを押します。

※  記載の故障 / 警告メッセージは、取
扱説明書作成時点のものです。マルチ
ファンクションディスプレイの表記な
どは、予告なく変更・追加されること
があります。

•  走行する前には必ずエンジンス
イッチを 2 の位置にして、メー
ターパネルの表示灯 / 警告灯が点
灯し、マルチファンクションディ
スプレイが表示されることを確認
してください。

•   点検整備や修理などは、必要な専
門知識と専用工具を備えたメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で
行なうことをお勧めします。

  特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で点検整備や修理を
行なってください。不適切な作業
を行なうと、事故や故障の原因に
なります。

故障 / 警告メッセージを表示させる

�  ステアリングのVまたは U

スイッチを押して、マルチファンク
ションディスプレイに故障表示画面
を表示させます。

  故障や異常がある場合は、" ｺｼｮｳ 
ｶﾞ 3" のように故障件数が表示さ
れます。

  故障や異常がない場合は、故障表示
画面は表示されません。

�  &または*を押して、故障/警
告メッセージを順番に表示させ
ます。すべて表示されると、故障件
数画面に戻ります。
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故障 /警告メッセージ

  文字メッセージ

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ABS, ESP ｺｼｮｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

故障のため、ABSと ESPが作動しない状態になっている。
BASと 4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

ABS, ESP ｼﾖｳ
ﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

システムの自己診断が完了していない可能性があるため、
一時的に ABSと ESPが作動しない状態になっている。
BASと 4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

AAS ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

G事故のおそれがあります

故障のため、ヒルスタートアシストが作動しない状態に
なっている。
坂道でアクセルペダルから足を放した直後に、車が動き
出すおそれがある。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

ESP ｺｼｮｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

故障のため、ESPが作動しない状態になっている。BAS
と 4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

ESP ｼﾖｳ
ﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

システムの自己診断が完了していない可能性があるため、
一時的に ESPが作動しない状態になっている。BASと
4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
�  約 20km/h以上の速度で短い距離を注意して走行して
ください。

  メッセージが消えれば、ESPは待機状態になります。

ESP ｼﾖｳ
ﾌｶﾉｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

G事故のおそれがあります

電圧低下のため、ESPが作動しない状態になっている。
バッテリーが充電されていない可能性がある。BASと
4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しない。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

�  マルチファンクションディスプレイの表示に従ってく
ださい。

ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

オートマチックトランスミッションの作動が制限されて
いる。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトラ
ンスミッションの点検を受けてください。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

SRS SRS

ｼｽﾃﾑ
ｺｼｮｳ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

Gけがのおそれがあります

乗員保護装置に異常がある。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

  イラストメッセージ

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

A テールゲートが完全に閉じていない状態で走行している。
�  テールゲートを確実に閉じてください。

C ドアが完全に閉じていない状態で走行している。
�  ドアを確実に閉じてください。

; 複数の電気システムがマルチファンクションディスプレ
イに情報を表示できない状態になっている。以下のシス
テムに異常がある可能性がある。
• 冷却水温度計
• タコメーター
•  クルーズコントロールおよび可変スピードリミッター
の表示

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

ラジエターの冷却ファンに異常がある。
�  冷却水温度が約 120℃以下の場合は、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで運転することができ
ます。

�  その場合は、山道での走行などでエンジンに大きな負
荷をかけたり、発進 /停止を繰り返さないでください。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

# 以下の理由により、バッテリーが充電されていない。
•  オルタネーターの異常
•  Vベルトが切れている
•  電気システムの故障

�  交通状況に注意しながら、ただちに安全な場所に停車
して、Vベルトを点検してください。

Vベルトが切れているとき：
�  走行しないでください。最寄りのメルセデス・ベンツ
指定サービス工場に連絡してください。

Vベルトが損傷していないとき：
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

# バッテリーの電圧が低下している。
�  エンジンを始動してください。
�  必要のない電気装備を停止してください。

# ﾌﾞﾚｰｷ 
ﾊﾟｯﾄﾞ
ﾏﾓｳ

ブレーキパッドの摩耗が限界に達している。
�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でブ
レーキパッドを交換してください。

J ﾌﾞﾚｰｷ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ﾃﾝｹﾝ

G事故のおそれがあります

リザーブタンクのブレーキ液量が不足している。
�  すみやかに安全な場所に停車してください。
�  状況を問わず、走行しないでください。
�  最寄りのメルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡し
てください。

�  ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補
給しても問題は解消しません。

J ﾌﾞﾚｰｷ
ﾌﾟﾚｯｼｬ
ﾌﾞﾝﾊﾟｲ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

G事故のおそれがあります

故障のため、EBVの機能が停止している。BASも作動し
ない状態になっている。
通常のブレーキ時の制動力は確保されている。
�  注意して走行してください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

! ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ
ﾌﾞﾚｰｷ
ｶｲｼﾞｮ

パーキングブレーキを解除しないで走行している。
�  パーキングブレーキを解除してください。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

+ SRS

ｼｽﾃﾑ
ｺｼｮｳ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

Gけがのおそれがあります

乗員保護装置が故障している。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

´ ﾈﾝﾘｮｳ

ﾌｨﾙﾀ

ｾｲｿｳ

燃料フィルターに水が混入している。水を抜く必要がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

© ﾄﾗﾝｽﾌｧ

ｹｰｽﾉ ｼﾌﾄ

ﾌﾟﾛｾｽ

ﾁｭｳﾀﾞﾝ

クロスカントリーギアのシフト操作が中断された。
�  再度、シフト操作を行なってください。

© ﾄﾗﾝｽﾌｧ

ｹｰｽﾉ ｼﾌﾄ

ｼﾞｮｳｹﾝ

ﾌｼﾞｭｳﾌﾞﾝ

クロスカントリーギアのシフト条件を 1つ以上満たして
いない。
�  再度、シフト操作を行なってください。

© ﾄﾗﾝｽﾌｧ

ｹｰｽ

ﾆｭｰﾄﾗﾙ

クロスカントリーギアがニュートラル位置になっている。
�  クロスカントリーギアを HIGHまたは LOWにシフト
してください。

© ﾄﾗﾝｽﾌｧ

ｹｰｽ

ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ

ﾃﾝｹﾝ

クロスカントリーギアに異常がある。
�  クロスカントリーギアのシフト操作を行なわないでく
ださい。

�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点
検を受けてください。

ﾚｲｷｬｸｽｲ

ﾃｲｼｬｼﾃ

ｴﾝｼﾞﾝ

ﾃｲｼ !

冷却水の温度が高すぎる。
�  交通状況に注意しながら、安全な場所に停車してくだ
さい。

�  エンジンを停止してください。
�  メッセージが消えてからエンジンを始動してください。
メッセージが消えるまで待たないと、エンジンを損傷
するおそれがあります。

�  冷却水温度を点検してください。
�  冷却水温度が再び上昇する場合は、ただちにメルセデ
ス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてください。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

ﾚｲｷｬｸｽｲ

ﾃｲｼｬｼﾃ

ｴﾝｼﾞﾝ

ﾃｲｼ !

Vベルトが切れている可能性がある。
�  交通状況に注意しながら、安全な場所に停車してくだ
さい。

�  エンジンを停止してください。
�  Ｖベルトを点検してください。
 Ｖベルトが切れているとき：
 �  走行しないでください。最寄りのメルセデス・ベン

ツ指定サービス工場に連絡してください。
 Ｖベルトが損傷していないとき：
 �  メッセージが消えない場合はエンジンを始動しない

でください。エンジンを損傷するおそれがあります。

& ﾚｲｷｬｸｽｲ
ﾎｼﾞｭｳ
ﾏﾆｭｱﾙ
ｻﾝｼｮｳ

冷却水量が不足している。
�  冷却水補給時の注意事項を守りながら、冷却水を補給
してください。

�  通常よりも頻繁に冷却水を補給している場合は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

b ﾋﾀﾞﾘ ﾛｰﾋﾞｰﾑ 1） 左ヘッドランプ（ロービーム）が切れている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

b ｵｰﾄﾗｲﾄ
ｺｼｮｳ

ランプセンサーに異常がある。
�  マルチファンクションディスプレイの各種設定で、ラン
プを手動点灯モードに切り替えてください。

�  ランプスイッチでランプを点灯 / 消灯してください。

¸ ｴｱｸﾘｰﾅ
ｺｳｶﾝ

エンジンエアフィルターの交換時期になっている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

1）他のランプが切れたときは、この例以外のメッセージが表示されます。
  車外ランプのいずれかに異常が発生すると、その箇所が表示されます。
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ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

4 ｷｭｳﾕﾉｻｲ
ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ﾃﾝｹﾝ

エンジンオイル量が限界まで減っている。
�  エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してく
ださい。

�  通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工場でエンジン
からオイルが漏れていないか点検を受けてください。

4 ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ﾃｲｼｬｼﾃ
ｴﾝｼﾞﾝ
ﾃｲｼ !

エンジンオイル量が不足している。
エンジンを損傷するおそれがある。
�  交通状況に注意しながら、安全な場所に停車してくだ
さい。

�  エンジンを停止してください。
�  エンジンオイルを補給し、エンジンオイル量を点検し
てください。

4 ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

エンジンオイル量が多すぎる。
エンジンや触媒を損傷するおそれがある。
�  規定の量になるまで、エンジンオイルを抜いてください。
  エンジンオイルを廃棄するときは、規則に従ってくだ
さい。

4 ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

エンジンオイルに水が混じっている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

4 ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ｺｳｼﾞｮｳﾃﾞ
ﾃﾝｹﾝ

エンジンオイル量が限界まで減っている。
�  エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給してく
ださい。

�  通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合
は、メルセデス・ベンツ指定サービス工場でエンジン
からオイルが漏れていないか点検を受けてください。

4 ｴﾝｼﾞﾝ
ｵｲﾙﾚﾍﾞﾙ
ｿｸﾃｲ
ﾌｶﾉｳ

エンジンオイル量計測システムに異常がある。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。
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故障 /警告メッセージ

ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 / �対応

+ ｷｰｦ
ｺｳｶﾝ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ

キーが機能しなくなっている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

¯ ｸﾙｰｽﾞ

ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾄ ﾘﾐｯﾀ

ｺｼｮｳ

クルーズコントロールまたは可変スピードリミッターが
作動しない状態になっている。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

8 ﾈﾝﾘｮｳ
ﾘｻﾞｰﾌﾞ

燃料の残量が少なくなっている。燃料計の指針が下限を
示している。
�  最寄りのガソリンスタンドで給油してください。

¥ ｳｫｯｼｬｴｷ
ﾎｼﾞｭｳ
ｼﾃｸﾀﾞｻｲ !

リザーブタンクのウォッシャー液量が最低レベルまで
減っている。
�  ウォッシャー液を補給してください。
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トラブルの原因と対応

 トラブルの原因と対応

G 事故やけがのおそれがあります
点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス・ベンツ
指定サービス工場で行なうことをお勧めします。特に安全に関わる整備について
は、必ずメルセデス・ベンツ指定サービス工場で行なってください。不適切な作
業を行なうと、事故や故障の原因になります。

 スイッチやボタンの表示灯 /警告灯

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

シートヒータースイッチの表示灯が点
滅している。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下し、
シートヒーターが自動的に停止している。
�  ルームランプや読書灯など、必要のない電気装備を停
止してください。

　 電圧が回復すると、シートヒーターは自動的に作動し
ます。

リアデフォッガーの表示灯が点滅して
いる。リアデフォッガーが短時間で停
止したり、スイッチを押しても作動し
ない。

多くの電気装備が使用されているために電圧が低下して
いる。
�  ルームランプや読書灯など、必要のない電気装備を停
止してください。

　 電圧が回復すると、リアデフォッガーは自動的に作動
します。

エアコンディショナーの ACスイッチ
Àを押しても、表示灯が点灯しな
かったり、点滅する。
除湿 / 冷房された空気が送風されない。

エアコンディショナーの冷媒が不足している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

センターコンソールの助手席エアバッ
グオフ表示灯が点灯している。

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフティシート
が装着されているため、助手席エアバッグが作動しない
状態になっている。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

センターコンソールの助手席エアバッ
グオフ表示灯が点灯している。

Gけがのおそれがあります

助手席にセンサー付き純正チャイルドセーフティシート
を装着していない場合は、チャイルドセーフティシート
検知システムが故障している。
�  後ろ向きに装着するタイプのチャイルドセーフティ
シートを使用する場合は、必ずリアシートに装着して
ください。

�  助手席のシート座面に以下のものを置いているときは
取り除いてください。

 • パソコン
 • 携帯電話
 •  磁気カードや ICカード
電子機器やカードを取り除いても助手席エアバッグオフ
表示灯が点灯するとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

 表示灯 / 警告灯

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

! エンジンがかかってい
るときに黄色の ABS
警告灯が点灯する。

G事故のおそれがあります

故障のため、ABSの機能が解除されている。ESPと BAS
の機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しな
いため、急ブレーキ時などにはタイヤがロックする可能
性がある。
ABSコントロールユニットが故障している場合は、パー
クトロニック、ナビゲーションシステム、オートマチッ
クトランスミッションなどが故障している可能性がある。
�  注意して走行してください。
�  マルチファンクションディスプレイの故障 / 警告メッ
セージに従ってください。

�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点
検を受けてください。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

! エンジンがかかってい
るときに黄色の ABS
警告灯が点灯する。

G事故のおそれがあります

電圧低下のため、ABSの機能が解除されている。バッテ
リーが充電されていない可能性がある。
ESP、BAS、4ETSの機能も解除されている。
ブレーキは通常通り作動するが、上記の機能は作動しな
いため、急ブレーキ時などにはタイヤがロックする可能
性がある。
�  ルームランプや読書灯など、必要のない電気装備を停
止してください。

　 電圧が回復すると、ABSは待機状態になります。
�  マルチファンクションディスプレイの故障 / 警告メッ
セージに従ってください。

ディファレンシャルロックをオンにしている。
�  ディファレンシャルロックをオフにしてください。
　 ABSが待機状態になります。

d 走行中に黄色の ESP
表示灯が点滅する。

G事故のおそれがあります

タイヤがグリップを失いかけているか、空転している、
またはロックしているため、ESPや ABS、トラクション
コントロールなどが作動している。
�  発進するときは、アクセルペダルを必要以上に踏み込
まないでください。

�  走行中はアクセルペダルをゆるめてください。
�  路面と天候の状態に合わせて運転してください。
�  ESPの機能を解除しないでください（雪道などでの走
行を除く）。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

d エンジンがかかってい
るときに黄色の ESP
表示灯が点灯する。

G事故のおそれがあります

ESPの機能が解除されている。
車が横滑りしたときや車輪が空転したときに、車両操縦
性や走行安定性を確保しようとすることができない。
�  ESPを待機状態にしてください。
�  路面と天候の状態に合わせて運転してください。

ディファレンシャルロックをオンにしたため、ABS、
ESP、4ETS、BASの機能が解除された。
�  ディファレンシャルロックをオフにしてください。
 ABS、ESP、4ETS、BASが待機状態になります。
�  マルチファンクションディスプレイの故障 / 警告メッ
セージに従ってください。

+ エンジンがかかって
いるときに赤色のエ
アバッグシステム警
告灯が点灯する。

Gけがのおそれがあります

乗員保護装置が故障している。
エアバッグやシートベルトテンショナーが不意に作動し
たり、事故のときに作動しない可能性がある。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

J エンジンがかかって
いるときに赤色のブ
レーキ警告灯が点灯
する。

パーキングブレーキを効かせている。
�  パーキングブレーキを解除してください。
  警告灯が消灯します。

J 走行中に赤色のブ
レーキ警告灯が点灯
する。
警告音も鳴った。

パーキングブレーキを解除しないで走行している。
�  パーキングブレーキを解除してください。
  警告灯が消灯し、警告音が鳴り止みます。

J エンジンがかかって
いるときに赤色のブ
レーキ警告灯が点灯
する。

G事故のおそれがあります

リザーブタンクのブレーキ液量が不足している。
�  状況を問わず、走行しないでください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡
してください。

�  マルチファンクションディスプレイの故障 / 警告メッ
セージに従ってください。

�  絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ
液を補給しても問題は解消しません。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

; エンジンがかかって
いるときに黄色のエ
ンジン警告灯が点灯
する。

以下のものが故障している可能性がある。
• 燃料噴射システム
• 排気システム
• イグニッションシステム
排出ガスの成分が基準値を超えたために、エンジンがエ
マージェンシーモードになっている可能性がある。
�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点
検を受けてください。

エンジンの電気システムが故障している。
エンジンの出力が低下している。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

�  アクセルペダルを踏みすぎないようにし、エンジン回
転数が 2,500回転を超えないように運転してください。

ü フロントドアを閉じ
てエンジンを始動す
ると、赤色のシート
ベルト警告灯が点灯
する。

Gけがのおそれがあります

運転席または助手席の乗員がシートベルトを着用してい
ない。
�  シートベルトを着用してください。
 シートベルト警告灯が消灯します。

Gけがのおそれがあります

助手席シートの上に荷物を置いている。
�  助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に
固定してください。

 シートベルト警告灯が消灯します。

エンジンがかかって
いるときに黄色の燃
料残量警告灯が点灯
する。

燃料の残量が少なくなっている。燃料計の指針が下限を
示している。
�  最寄りのガソリンスタンドで給油してください。
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トラブルの原因と対応

 警告音

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

盗難防止警報が作動した。 盗難防止警報システムが待機状態のときに、運転席ドア
またはテールゲートをエマージェンシーキーで解錠して
開いた。
盗難防止警報システムが待機状態のときに、車内からド
アまたはテールゲートを開いたか、ボンネットのロック
を解除して開いた。
�  キーの解錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。
または
�  エンジンスイッチにキーを差し込んでください。

警告音が鳴った。 マルチファンクションディスプレイに故障 / 警告メッ
セージが表示されている。
�  故障 / 警告メッセージをご覧ください（�217ページ
～）。

パーキングブレーキを解除しないで走行している。
�  パーキングブレーキを解除してください。

車外ランプを消灯しないでエンジンスイッチからキーを
抜き、運転席ドアを開いた。
�  ランプスイッチを$の位置にしてください。

走行速度が約 25km/h以上になった
ときに警告音が鳴った。

Gけがのおそれがあります

運転席の乗員がシートベルトを着用していない。
�  シートベルトを着用してください。
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トラブルの原因と対応

 事故のとき

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

燃料が漏れている。 G火災のおそれがあります

燃料供給システム、または燃料タンクが損傷している。
漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれがある。
�  ただちにエンジンを停止してください。
�  エンジンスイッチからキーを抜いてください。
状況を問わず、エンジンを始動しないでください。
漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれがあります。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

損傷の程度がわからない。 �  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

損傷箇所が見当たらない。 �  通常通りエンジンを始動してください。

 燃料と燃料タンク

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

燃料が漏れている。 G火災や爆発のおそれがあります

燃料供給システム、または燃料タンクに問題がある。
�  ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキー
を抜いてください。

�  状況を問わず、エンジンを始動しないでください。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

燃料給油フラップが開かない。 燃料給油フラップが解錠されていない。
�  リモコン操作で解錠してください。

燃料給油フラップの開閉機構に異常がある。
�  燃料給油フラップを手動で解錠してください（�239
ページ）。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。
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トラブルの原因と対応

 エンジン

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンが始動しない。
エンジンスイッチを 3 の位置にする
とスターターモーターの音がする。

• エンジンの電気システムに異常がある。
• 燃料供給に異常がある。
�  エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを 0の
位置に戻してください。

�  再度、始動操作を行なってください。
　 ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なうと、
バッテリーがあがるおそれがあります。

何度か始動を試みても、エンジンが始動しないとき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

エンジンが始動しない。
エンジンスイッチを 3の位置にして
もスターターモーターの音がしない。

バッテリーがあがっているか、充電されていないため、
バッテリーの電圧が低くなっている。
�  他車のバッテリーを電源として始動してください
（�254ページ）。
他車のバッテリーを電源としてもエンジンが始動しない
とき：
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

エンジンの回転が滑らかでなく、ミス
ファイアも起きている。

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システム
に異常がある。
�  アクセルペダルを踏みすぎないでください。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場で点検
を受けてください。

  触媒を損傷するおそれがあります。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

冷却水温度が約 120℃を超えている。
警告音も鳴った。

リザーブタンクの冷却水量が不足している。
冷却水の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されて
いない。
�  すみやかに安全な場所に停車し、エンジンと冷却水
を冷やしてください。

�  エンジンと冷却水が冷えてから冷却水量を点検し、必
要であれば、冷却水補給時の注意事項を守りながら、
冷却水を補給してください（�177ページ）。

冷却水量が正常なときは、ラジエターの冷却ファンが故
障している可能性がある。
冷却水の温度が高すぎて、エンジンが十分に冷却されて
いない。
�  冷却水温度が約 120℃以下の場合は、最寄りのメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場まで運転することがで
きます。

�  その場合は、山道の走行などでエンジンに大きな負荷を
かけたり、発進 /停止を繰り返さないでください。

 オートマチックトランスミッション

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

トランスミッションが正しく変速し
ない。

トランスミッションオイルが減っている。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトラ
ンスミッションの点検を受けてください。

加速性能が悪化している。
トランスミッションが変速しない。

トランスミッションがエマージェンシーモードになって
いる。
2速ギアかリバースギアで走行できる場合がある。
�  停車してください。
�  セレクターレバーをBに入れてください。
�  エンジンスイッチを 0の位置にしてください。
�  約 10秒以上待ってから、エンジンを再始動します。
�  セレクターレバーを7に入れます。
 2速ギアになります。
または
�  セレクターレバーをCに入れます。
 リバースギアになります。
�  ただちにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でトラ
ンスミッションの点検を受けてください。
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トラブルの原因と対応

 パークトロニック

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

車が後退しているときに警告音が鳴る。 パークトロニックセンサーが汚れているか、付着物など
がある。
�  パークトロニックセンサーを清掃してください（�207
ページ）。

�  再度、エンジンスイッチを 2の位置にしてください。

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能が解除され
ている。
�  場所を変えて、パークトロニックの作動を確認してく
ださい（�139ページ）。

車が後退しているときに警告音が鳴る。
または、セレクターレバーをCに
入れたときに警告音が鳴らず、パーク
トロニックのインジケーターも点灯し
ない。

パークトロニックの故障により、機能が停止している。
�  すみやかにメルセデス・ベンツ指定サービス工場でパー
クトロニックの点検を受けてください。

 ヘッドランプ /方向指示灯

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ヘッドランプまたはドアミラー方向指
示灯の内側が曇っている。

外気の湿度が高くなっている。
�  ヘッドランプを点灯して走行してください。
  しばらく走行すると、ヘッドランプ内側の曇りは取
れます。

ヘッドランプユニットが密閉されていないため、水分が
浸入している。
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でヘッドランプ
の点検を受けてください。
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トラブルの原因と対応

 ワイパー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ワイパーが正しく作動しない。 葉や雪など、ウインドウに障害になる物が付着している
可能性がある。
ワイパーモーターの作動が停止している。
�  安全のため、エンジンスイッチからキーを抜いてく
ださい。

�  障害物を取り除いてください。
�  再度、ワイパーを作動させてください。

ワイパーが作動しない。 ワイパーが故障している。
�  コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを
選択してください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でワイパーの点
検を受けてください。

 ドアウインドウ

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ドアウインドウが閉じない。 ドアウインドウとドアフレームの間に障害になる物が挟
まっている。
�  障害物を取り除いてください。
�  ドアウインドウを閉じてください。

ドア内側のガイドレールなどに障害になる物があり、ド
アウインドウの上昇を妨げている。
�  障害物を取り除いてください。
�  ドアウインドウを閉じてください。

原因が分からない場合。
�  ドアウインドウが閉じるまでスイッチを引きます。
ドアウインドウが閉じないときは、メルセデス・ベンツ
指定サービス工場で点検を受けてください。
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トラブルの原因と対応

 ドアミラー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

ドアミラーが無理に前方 / 後方に曲
げられた。

�  ドアミラーを走行時の位置に戻してください。

 キー

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

リモコン操作で解錠 / 施錠できない。 キーの電池が消耗している。
�  キーの先端部を運転席ドアハンドルに向け、至近距離
から再度リモコン操作をしてください。

リモコン操作ができないとき：
�  エマージェンシーキーで運転席ドアやテールゲートを
解錠 / 施錠してください（�64､238､239ページ）。

�  キーの電池を点検し、必要であれば交換してください
（�241ページ）。

キーが故障している。
�  エマージェンシーキーで運転席ドアやテールゲートを
解錠 / 施錠してください。

�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場でキーの点検を
受けてください。

キーのボタンを押しても表示灯が点灯
しない。

キーの電池が消耗している。
�  キーの電池を交換してください（�241ページ）。

キーを紛失した。 �  メルセデス・ベンツ指定サービス工場で、紛失したキー
を無効にしてください。

  新しいキーの入手については、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

�  ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して
ください。

�  必要であればキーシリンダーも交換してください。

エマージェンシーキーを紛失した。 �  ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告して
ください。

�  必要であればキーシリンダーも交換してください。
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トラブルの原因と対応

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンスイッチがまわらない。 エンジンスイッチからキーを抜かずに 0の位置で長時間

放置していた。
�  エンジンスイッチからキーを抜き、再度差してください。
�  バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。
�  エンジンを始動してください。

バッテリーの電圧が低下している。
�  シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気
装備を停止してから再度エンジンスイッチをまわして
ください。

それでもエンジンスイッチがまわらないとき：
�  バッテリーを点検し、必要であれば充電してください。
または
�  他車のバッテリーを電源として始動してください
（�254ページ）。
または
�  メルセデス・ベンツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

 車を使用しないとき

トラブル 考えられる原因および症状 / �対応

エンジンを始動しない期間が約 6週間
以上におよぶとき。

車を長期間にわたって使用しないと、不具合が発生する
可能性がある。
�  対応について、メルセデス・ベンツ指定サービス工場
におたずねください。

�  バッテリーからケーブルを外してください。
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非常時の施錠 /解錠

 非常時の施錠 /解錠

  エマージェンシーキー

リモコン操作で車両を解錠できないと
きは、エマージェンシーキーで運転席
ドアやテールゲートを解錠できます。

車を施錠した後にエマージェンシー
キーで運転席ドアやテールゲートを解
錠して開くと、盗難防止警報が作動し
ます。

以下のいずれかの操作をすると、警報
が停止します。

�  キーの解錠ボタンか施錠ボタンを
押す。

�  エンジンスイッチにキーを差し込む

エマージェンシーキーで運転席ドアを
解錠しても、他のドア、テールゲート、
燃料給油フラップは解錠されません。

燃料給油フラップを解錠する

�  エンジンスイッチにキーを差し込み
ます。

 キーからエマージェンシーキーを取り
外す

※  記載の内容は取扱説明書作成時点のもの
で、予告なく変更されることがあります。

�  ストッパー1を矢印の方向に押し
ながら、エマージェンシーキー2

をキーから抜きます。

  運転席ドアの解錠 

リモコン操作で車両を解錠できないと
きは、以下の操作を行なってください。

�  キーからエマージェンシーキーを
取り外します。

�  エマージェンシーキーを、運転席
ドアのキーシリンダー1に差し込
みます。

�  エマージェンシーキーを解錠方向
2（反時計回り）にまわします。

  運転席ドアのロックノブが上がり、
運転席ドアが解錠されます。

�  エマージェンシーキーを元の位置
にまわして、キーシリンダー1か
ら抜きます。
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非常時の施錠 /解錠

  車両の施錠 

リモコン操作で車両を施錠できないと
きは、以下の操作を行なってください。

�  助手席ドア、リアドア、テールゲー
トを閉じます。

�  ドアロックスイッチ（施錠）を押
します（�62ページ）。

�  助手席ドア、リアドア、テールゲー
トのロックノブが下がっているこ
とを確認します。

  下がっていないときは、ロックノブ
を押し込みます。

�  運転席ドアを閉じます。

�  キーからエマージェンシーキーを
取り外します。

�  エマージェンシーキーを、運転席
ドアのキーシリンダー1に差し込
みます。

�  エマージェンシーキーを施錠方向
3（時計回り）にまわします。

  運転席ドアのロックノブが下がり、
運転席ドアが施錠されます。

�  エマージェンシーキーを元の位置
にまわして、キーシリンダー1か
ら抜きます。

�  すべてのドアとテールゲートが施
錠されていることを確認します。

  燃料給油フラップの手動解錠

G けがのおそれがあります
ボディの内側には、金属が露出してい
る部分や鋭利な部分があります。け
がをしないように注意してください。

燃料給油フラップのリリースストラッ
プは、ラゲッジルーム右側のテール
ゲート開口部横の内側にあります。

�  テールゲートを開きます。

�  インナーモール1を取り外します。

�  カバー2を外します。

�  ストラップ3を矢印の方向に引き
上げます。

  燃料給油フラップが解錠されます。

�  燃料給油フラップを開きます。
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非常時の施錠 /解錠

  スライディングルーフの手動操作

バッテリーあがりやスライディング
ルーフの故障などで、スイッチで閉じ
たりチルトダウンできないときは、手
動で操作することができます。

スライディングルーフの手動操作部
は、ラゲッジルーム左側のテールゲー
ト開口部横の内側にあります。

�  テールゲートを開きます。

�  インナーモール1を取り外します。

�  カバー2を外します。

�  上図の手動用駆動部（六角形のボル
ト）に車載工具のホイールレンチ
3を差し込みます。

�  ホイールレンチ3を時計回りにま
わします。

※  車種や仕様により、ホイールレンチ3の
代わりに車載の専用工具を使用する場合
があります。

!ホイールレンチは確実に奥に差し
込んでください。差し込みが十分で
ないと、駆動部を損傷するおそれが
あります。

!手動駆動部を無理にまわさないで
ください。スライディングルーフを
損傷するおそれがあります。

  パーキングロックの解除

バッテリーがあがったときや電気装備
に故障が発生したときは、セレクター
レバーをB から動かすことができ
なくなることがあります。

このようなときは、手動でパーキング
ロックを解除してセレクターレバーを
Bから動かします。
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キーの電池交換

パーキングロックを解除する

�  パーキングブレーキを確実に効かせ
ます。

�  セレクターレバーの左側後方にある
差し込み口にドライバーなど①を差
し込みます。

�  ドライバーなどを押しながら、セレ
クターレバーをB から他の位置
に動かします。

!この方法でセレクターレバーを動
かせないときは、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

!セレクターレバーを動かすことが
できたときでも、メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受けて
ください。

 キーの電池交換

リモコンの作動可能範囲が短くなった
り作動しない場合は、キーの電池の消
耗が考えられます。メルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で点検を受けてく
ださい。

G 中毒のおそれがあります
電池には毒性および腐食性を持つ物
質が含まれています。子供の手の届
かないところに保管してください。

誤って電池を飲み込んでしまったと
きは、ただちに医師の診断を受けて
ください。

H 環　境

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない
でください。電池には非常に強い有
毒物質が含まれています。

使用済みの電池は、新しい電池をお
買い求めになった販売店に処分を依
頼するか、ボタン電池専用の回収箱
に廃棄してください。

  キーの電池を点検する

�  キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン
を押します。

  キーの表示灯が一回点滅すれば電池
は正常です。

iキーの電池が消耗したときは、エ
マージェンシーキーで解錠 / 施錠
できます（�64、238､239ページ）。
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キーの電池交換

 電池の交換手順

リチウム電池（CR2025 3V）を用意
します。

�  ストッパー1を矢印の方向に押し
ながら、エマージェンシーキー2

をキーから抜きます。

�  エマージェンシーキー2を図の位
置に差し込み、カバー3が浮き上
がるまで、エマージェンシーキーを
矢印の方向に押します。

i指でカバー3を押さえないよう
にしてください。カバーが浮き上が
りません。

�  カバー3を取り外します。

�  電池側が下になるようにキーを手の
上に乗せて、電池4が外れるまで
キーを軽くたたきます。

�  電池のプラス（＋）面が見えるよ
うにして、新しい電池を取り付け
ます。このとき、脂分を含まないき
れいな布で電池を持つようにしてく
ださい。

i電池の表面に汚れや脂分が付着し
ていないことを確認してください。

�  カバー3の凸部5をキーに差し
込んでから、カバーを押してロッ
クします。

�  エマージェンシーキー2をキーに
収納します。

�  キーのすべての機能が作動すること
を確認します。
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電球の交換

 電球の交換

G けがのおそれがあります
•  電球を交換するときは、防護眼鏡や
手袋などを着用して、直接手で電球
に触れないようにしてください。

  電球は高温になるため、電球の表
面に油などが付着すると切れやす
くなります。電球に触れたとき
は、薄めた中性洗剤を含ませた柔
らかい布で電球をよく拭いてくだ
さい。

•  電球は子供の手の届かないところ
に保管してください。

•  落下したり、衝撃が加わった電球
を使用しないでください。破裂す
るおそれがあります。

•  電球が熱くなっているときは、電
球に触れたり、電球を取り外さない
でください。電球には圧力のかかっ
たガスが封入されているため、破
裂するおそれがあります。

•  エンジンを始動しているときやエ
ンジンがかかっているとき、エン
ジンスイッチが 2の位置のときは、
バイキセノンヘッドランプのバル
ブソケットや配線に手を触れない
でください。

  高電圧の発生部分や高温部分があ
り、それらに触れると非常に危険
です。

•  バイキセノンヘッドランプのバル
ブ交換は、必ずメルセデス・ベン
ツ指定サービス工場で行なってく
ださい。その他の電球の交換につい
ても、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場に作業を依頼することを
お勧めします。

! LED やキセノンヘッドランプはユ
ニット交換になるため、必ずメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で交
換作業を行なってください。

!指定以外の電球を使用しないでく
ださい。過熱してレンズを損傷した
り、故障の原因になります。

!電球の交換を行なうときは、車両
に装着されている電球の規格を確
認してください。

iマルチファンクションディスプレ
イにランプに関する故障/警告メッ
セージが表示されたときは（�222
ページ）をご覧ください。



244
万
一
の
と
き

電球の交換

リア

ランプ ワ ッ ト 数
（規格）

5 ハイマウントブ
レーキランプ

LED 

6 リア方向指示灯 21W（黄色）

ブレーキランプ /
テールランプ

21W / 5W

テールランプ /
リアパーキングラ
ンプ

5W

7 リアフォグランプ 21W 

8 ライセンスランプ 5W

9 バックランプ 21W

 電球の位置と種類

フロント

ランプ ワット数
（規格）

1 ドアミラー方向指
示灯

LED

2 フロント方向指示灯 21W（黄色）

3 ヘッドランプ 35W（キセ
ノン D1S）

車幅灯 /フロント
パーキングランプ

5W（青色）

4 フロントフォグラ
ンプ /コーナリ
ングランプ

55W（H11）
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ワイパーブレードの交換

 ワイパーブレードの取り外し

�  エンジンスイッチからキーを抜き
ます。

�  ワイパーアーム2を起こします。

�  ワイパーブレード3を図の位置に
まわします。

�  ヒンジ部4のロックピン1を押
しながら、ワイパーブレード3を
矢印の方向にスライドして、ワイ
パーアーム2から取り外します。

 ワイパーブレードの取り付け

�  ワイパーアーム2の先端を、新しい
ワイパーブレード3の矢印の位置
に通します。

 ワイパーブレードの交換

G 事故のおそれがあります
ワイパーブレードのゴムが劣化する
と、ウインドウの水滴を十分に拭き
取れず、視界を妨げて事故の原因に
なります。

ワイパーブレードは年に 2回の目安
で交換してください。

G けがのおそれがあります
ワイパーブレードを交換するときは、
必ずエンジンスイッチからキーを
抜いてください。ワイパーが作動し
てけがをするおそれがあります。

!ワイパーアームを起こしていると
きは、ボンネットを開かないでく
ださい。ボンネットがワイパーアー
ムに当たり、損傷するおそれがあ
ります。

!ワイパーブレードを取り外してい
るときにワイパーアームを元の位
置に倒すときは、フロントウイン
ドウを損傷しないように注意して
ください。

!損傷を避けるため、ワイパーアー
ムを起こすときは、ワイパーブレー
ドのゴムに触れないでください。
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パンクしたとき

�  ワイパーアーム2の先端を、ワイ
パーブレード3のヒンジ部4に
差し込んでロックします。

�  ワイパーブレードが、ワイパーアー
ムに確実に固定されていることを
確認します。

�  ワイパーアーム2を元の位置に戻
します。

 パンクしたとき

G 事故のおそれがあります
•  パンクしたときは、あわててブレー
キペダルを踏まないでください。
ステアリングをしっかり握って
徐々に速度を落とし、安全な場所
に停車してください。

•  パンクしたタイヤで走行しないで
ください。車のコントロ－ルを
失い、事故を起こすおそれがあり
ます。また、タイヤが異常に過熱
して、火災が発生するおそれがあ
ります。

•  路上でタイヤ交換をするときは、
非常点滅灯を点滅させてください。
また、十分注意しながら車の後方
に停止表示板を置いてください。

!車速感応ドアロックを設定した状
態で車を押したり、タイヤ交換など
で車を持ち上げるときは、エンジ
ンスイッチを 0の位置にしてくだ
さい。車輪が回転すると車が自動的
に施錠され、車外に閉め出されるお
それがあります。

!タイヤ交換をするときは、必ず手
袋を着用してください。素手で作業
を行なうとけがをするおそれがあり
ます。

!タイヤ交換をするときは、エンジ
ンを始動しないでください。

i高速道路や自動車専用道路では、
車の後方に停止表示板を置くことが
法律で義務付けられています。



247

万
一
の
と
き

パンクしたとき

G 事故のおそれがあります
•  G 55 AMG longはスペアタイヤと
標準タイヤのサイズが異なるため、
スペアタイヤを装着した場合、走
行特性が大きく変化します。注意
して走行してください。

•  G 55 AMG longは、スペアタイヤ
に交換したときは必ず 80km/h以
下で走行してください。また、短い
時間の使用にとどめ、できるだけ
早く標準タイヤに戻してください。

 タイヤ交換の準備

�  車載工具とジャッキを取り出します
（�212ページ）。

�  スペアタイヤを取り外します
（�213ページ）。

�  作業中に車が動き出すのを防ぐた
め、交換するタイヤの対角線の位
置にあるタイヤの前後に輪止めを
します。

i輪止めは車載されていません。適
切な大きさの木片か石を輪止めとし
て使用してください。

�  やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす
るときは、交換するタイヤの反対側
の両輪の下り側に輪止めをします。

 タイヤ交換の準備

�  安全を確保できる、かたくてすべり
にくい、水平な場所に停車します。

�  非常点滅灯を点滅させます。

�  車速感応ドアロックを解除します
（�126ページ）。

�  ステアリングを直進の位置にして、
パーキングブレーキを確実に効か
せ、セレクターレバーをB に入
れます。

�   周囲の状況に注意しながら乗員を車
から降ろし、安全な場所に避難させ
ます。

�  エンジンを停止します。

�  エンジンスイッチからキーを抜き、
ステアリングがロックされたことを
確認します。

�   車から降ります。

�   運転席ドアを閉じます。

�   車の後方に停止表示板を置きます。

  パンクしたタイヤを交換する

G 事故のおそれがあります
•  装着しているスペアタイヤが 6年
以上経過している場合や車両に適
合しないタイプやサイズの場合は、
最寄りのメルセデス・ベンツ指定
サービス工場で新品に交換してく
ださい。

•  スペアタイヤを 2本以上装着して
走行しないでください。
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パンクしたとき

 ジャッキアップする

G けがのおそれがあります
•  車載のジャッキは、この車のタイ
ヤ交換で一時的にジャッキアッ
プするためだけに設計されてい
ます。

•  ジャッキは、かたくてすべりに
くい、水平な場所で使用してくだ
さい。また、ジャッキの下に、ブ
ロックや木材などを置いてジャッ
キアップしないでください。ジャッ
キアップした車が落下するおそれ
があります。

•  ジャッキアップしているときは、
エンジンを始動したり、ドアやテー
ルゲートを開閉したり、パーキン
グブレーキを解除しないでくだ
さい。車が落下するおそれがあり
ます。

•  ジャッキに不具合や損傷があると
きは使用しないでください。

•  傾斜の急な斜面ではジャッキアッ
プしないでください。ジャッキが
外れると、車に挟まれて致命的な
けがをするおそれがあります。

•  車が車載のジャッキだけで支えら
れているときは、決して車の下に
身体を入れないでください。ジャッ
キが外れると、車に挟まれて致命
的なけがをするおそれがあります。
ジャッキは車を一時的に持ち上げ
るときだけに使用してください。

G 事故のおそれがあります
 ジャッキは正しい位置で使用してく
ださい。ジャッキが外れてけがをし
たり、車両を損傷するおそれがあり
ます。

また、ジャッキを使用する前に、
ジャッキが当たる部分に異物や汚れ
がないことを確認してください。

�  ホイールレンチで、交換するタイ
ヤのホイールボルト（5本）を約 1
回転ほどゆるめます。

  この時点では、ホイールボルトを取
り外しません。

!ホイールレンチを使用するとき、
ホイールレンチがホイールボルトか
ら外れるとけがをしたり、ホイー
ルボルトを損傷するおそれがあり
ます。以下の点に注意してください。

 •  ホイールレンチを確実に差し
込んでください。

 •  足で踏んでまわさないでくだ
さい。

 •  両手で握り、ホイール側に押し
付けるようにしながらまわして
ください。
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�  ジャッキを車軸チューブ4の下に
置きます。

!車軸チューブ以外の場所に使用し
ないでください。

!ジャッキアームが正しく車軸
チューブの下に置かれていることを
確認してください。

!ジャッキは側面から見て、垂直に
なるようにしてください。

!ジャッキの底面が、確実に路面に
接地するようにしてください。

�  ジャッキレバーを上下に動かし、タ
イヤが地面から離れるまでジャッキ
アップします。

  ジャッキアップしたときのタイヤの
高さは、地面から約 3cm以内にし
てください。

① ジャッキレバー

�  3分割のジャッキレバー1を 1本
に組み立てます。

�  切り欠きがある側のジャッキレバー
1の先端をジャッキのリリースバ
ルブ2に差し込み、時計回りにま
わして停止することを確認します。

iジャッキレバーを時計回りにまわ
して停止したときは、それ以上無理
にまわさないでください。ジャッキ
を損傷するおそれがあります。

�   ジャッキレバーをリリースバルブか
ら外し、切り欠きがある側のジャッ
キレバーの先端を、ソケット③の奥
まで差し込み、反時計回りにまわし
て固定します。

�   ジャッキレバーを上下に動かして、
ジャッキが上昇することを確認し
ます。
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パンクしたとき

�  ホイールボルトを外します。

�  タイヤを取り外します。

!ホイールやホイールボルトを外し
たときは、以下の点に注意してくだ
さい。

 •  ホイールボルトに砂や泥が付着
しないように注意してください。

 •  タイヤを地面に置くときは、ホ
イールの外側を下にしないでく
ださい。ホイールに傷が付くお
それがあります。

 •  ホイールを取り外したときは、
ホイールの内側を十分に清掃し、
点検をしてください。リムの凹
みや曲がりは空気圧減少の原因
になり、タイヤを損傷するおそ
れがあります。

 スペアタイヤを取り付ける 

G 事故のおそれがあります
 ホイールボルトに損傷や錆があると
きは交換してください。また、ネジ
山には決してオイルやグリスを塗布
しないでください。ホイールボルト
がゆるむおそれがあります。

G 事故のおそれがあります
 ホイールハブのネジ穴が損傷してい
るときは、走行しないで、メルセデス・
ベンツ指定サービス工場に連絡して
ください。

G 事故のおそれがあります
スペアタイヤの取り付けには、標準タ
イヤのホイールボルトを使用します。
異なるホイールボルトを使用すると
ホイールを十分に固定することがで
きず、走行中にホイールが外れたり、
ブレーキシステムを損傷するおそれ
があります。

ジャッキアップした状態でホイール
ボルトを強く締め付けないでくだ
さい。締め付ける勢いでジャッキが
外れるおそれがあります。

�  スペアタイヤのホイールおよびハブ
の接合面を清掃します。

�  スペアタイヤをホイールハブに挿入
してホイールボルトを差し込み、ホ
イールの位置決めを行ないます。

�  すべてのホイールボルトを差し込
み、軽く締め付けます。
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パンクしたとき

!ホイールレンチを使用するとき、
ホイールレンチがホイールボルトか
ら外れると、けがをしたり、ホイー
ルボルトを損傷するおそれがあり
ます。以下の点に注意してください。

 •  ホイールレンチを確実に差し
込んでください。

 •  足で踏んでまわさないでくだ
さい。

 •  両手で握り、ホイール側に押し
付けるようにしながらまわして
ください。

  また、ホイールレンチにパイプを継
ぎ足してまわすなど、必要以上にホ
イールボルトを締め付けないでくだ
さい。ホイールボルトやネジ穴を損
傷するおそれがあります。

�  ジャッキを元の状態に戻し、ジャッ
キのリリースバルブを停止するまで
時計回りにまわします。

�  ジャッキと車載工具を元の位置に戻
します。

�  外したタイヤをラゲッジルーム内
に収納します。

�  タイヤ空気圧を点検し、必要であ
れば空気圧を適正にしてください。

  タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フ
ラップ裏側に貼付されています。

 ジャッキダウンする

�  ジャッキレバー（�249ページ）を
ソケット（�249ページ）から外し、
切り欠きがある側の先端をリリース
バルブ（�249ページ）に取り付け
ます。

�  ジャッキレバーを反時計回りにゆっ
くりまわして車を下げ、ジャッキを
外します。

!リリースバルブは、車を下げると
きに、1～ 2回転だけゆるめてくだ
さい。ゆるめすぎると内部から液が
漏れるおそれがあります。

�  ホイールボルトを図の順序で数回に
分けて締め付けます。

  ホイールボルトの締め付けトルクの
規定値は 13kg-m（130Nm）です。

G 事故のおそれがあります
ホイールを交換した後は、ただちに
ホイールボルトの締め付けトルクを
確認してください。規定値の締め付
けトルクで締め付けないと、ホイー
ルボルトがゆるむおそれがあります。
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バッテリー

 バッテリー

  バッテリー取り扱いの一般的な注意

バッテリーの性能を長期にわたって最
大限に発揮させるためには、バッテ
リーが常に十分充電されていることが
必要です。

車を長期間使用しないときや、短距離、
短時間の走行が多いときは、通常より
も頻繁にバッテリー液量などを点検し
てください。

バッテリーの爆発を防ぐため、バッ
テリーは必ず指定品を使用してくだ
さい。

車を長期間使用しないときの保管方法
などは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

A 爆発の危険があります。

D バッテリーを取り扱ってい
るときは、火気や裸火、火
花、タバコなどを近付け
ないでください。

B バッテリー液は腐食性があ
ります。皮膚や眼、衣服に
付着しないように注意して
ください。
手袋やエプロン、マスク
を着用してください。
バッテリー液が付着したと
きは、ただちに清潔な水で
十分に洗い流し、必要であ
れば医師の診断を受けてく
ださい。

E バッテリーを取り扱うとき
は保護眼鏡を着用してくだ
さい。

C 子供を近付けないでくだ
さい。

F 取扱説明書の指示に従って
ください。

G けがのおそれがあります
爆発や火傷を防ぐため、バッテリー
を取り扱うときは以下の事項を守っ
てください。

•  バッテリーを傾けたり横倒しにし
ないでください。

•  金属製の工具などをバッテリーの
上に置かないでください。バッテ
リーがショートして可燃性のガス
に発火し、バッテリーが爆発する
おそれがあります。

•  静電気を防ぐため、合成繊維の衣
服を着用しないでください。また、
カーペットの上などでバッテリー
を引きずらないでください。

•  バッテリーに触れるときは、先に
車体などに触れて、身体の静電気
を放電させてください。

•  布などでバッテリーを拭かないで
ください。静電気や火花が発生し
て、バッテリーが爆発するおそれ
があります。

!安全のため、バッテリー端子をゆ
るめたり外すときは、エンジンス
イッチからキーを抜いてください。
電気系部品やオルタネーターを損
傷するおそれがあります。
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  バッテリーの位置

バッテリーはリアシート足元中央部の
フロアカバー下にあります。

リアシート足元中央部のフロアカバー
を取り外す

�  ノブ②をまわします。

�  リアシート足元中央部のフロアカ
バー①を取り外します。

 VRLAバッテリー

バッテリーのケースが黒色で、上面に
VRLA-BATTERYのラベルがある場合
は、バッテリー液のレベル点検や補充
はできません。

また、危険ですので分解は絶対に行な
わないでください。

点検についてはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

iバッテリーの点検や交換は、メル
セデス・ベンツ指定サービス工場
で行なってください。少なくとも 2
年ごとまたは 20,000kmごとに点
検・交換を行なってください。

iバッテリー端子の取り外しや、
バッテリーの取り外し、充電、交換
については、メルセデス・ベンツ指
定サービス工場で作業することをお
勧めします。

iバッテリーの接続が一時的に断た
れたときは、以下のような作業が必
要になることがあります。

 • COMANDシステムの再設定

 • フロントヘッドレストのリセット

 • ドアウインドウのリセット

H 環　境

環境保護のため、使用済みのバッテ
リーを廃棄するときは、新しいバッ
テリーをお買い求めになった販売店
に廃棄処分を依頼してください。
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 バッテリーがあがったとき

バッテリーの電圧が低下し、エンジ
ンの始動が困難なときは、ブースター
ケーブルを使用して他車のバッテ
リーを電源として始動することがで
きます。

ブースターケーブルは、エンジンルー
ム内にあるブースターケーブル専用の
⊕端子と⊖端子に接続します。
作業を始める前に、必ず以降に記載す
る説明を読んでください。

•  エンジンと触媒が冷えているときに
行なってください。

•  バッテリーが凍結しているときは
エンジン始動を行なわないでくだ
さい。

•  救援車のバッテリーが、12Vバッ
テリーであることを確認してくだ
さい。

•  十分な容量と太さがあり、絶縁さ
れたクランプを持つブースター
ケーブルを使用してください。

G けがのおそれがあります
•  他車のバッテリーを電源として始
動しているときは、バッテリーを
のぞき込まないでください。万一、
爆発したときにけがをするおそれ
があります。

•  他車のバッテリーを電源として始
動するときは、バッテリーを傾け
ないでください。バッテリーが爆
発してけがをするおそれがあり
ます。

  インジケーター付きバッテリー

ケースが黒色で、上面にインジケー
ター1があるバッテリーは、バッテ
リー液の補充はできません。

インジケーター1は、バッテリーの
液量や充電状態が適正なときは黒色
に、バッテリーの交換が必要なときは
白色になります。

インジケーターが白色になったとき
は、メルセデス・ベンツ指定サービス
工場に交換を依頼してください。

また、危険ですので分解は絶対に行な
わないでください。
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!ブースターケーブルは、ケーブル
部分や絶縁部分が損傷しているもの
は使用しないでください。

!ブースターケーブルがラジエター
冷却ファンや回転ベルトに巻き込ま
れないようにしてください。

!救援車により接続方法が異なるこ
とがあります。接続前に救援車の取
扱説明書もお読みください。

�  バッテリー電圧が同じ（12V）で、
バッテリー容量が同程度の救援車を
用意します。

�  自車と救援車が接触していないこと
を確認します。

�  パーキングブレーキを効かせます。

�  セレクターレバーをB に入れ
ます。

�  救援車のエンジンを停止します。

�  両車の電気装置をすべて停止し、エ
ンジンスイッチを0の位置にします。

�  ボンネットを開きます。

�  自車のエンジンルーム運転席側にあ
る⊕端子カバー1を開きます。

�  自車のバッテリーの⊕端子②に赤色
ブースターケーブルを接続します。

G 爆発のおそれがあります
たばこなどの火気を近付けたり、火
花を発生させたりしないでください。
バッテリーが爆発してけがをするお
それがあります。

iバッテリーが凍結しているとき
は、火気を近付けずにバッテリー全
体を暖め（50℃以下）、バッテリー
液を解凍してからエンジンを始動し
てください。

i他車のバッテリーを電源としたエ
ンジン始動について、詳しくはメル
セデス・ベンツ指定サービス工場に
おたずねください。

!リアシート足元中央部のフロア下
にあるバッテリーには直接ブース
ターケーブルを接続しないでくだ
さい。電気装備を損傷するおそれが
あります。

!エンジン始動操作を長時間繰り返
して行なわないでください。

 エンジン始動を 2～ 3回試みても
始動できないときはメルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場に連絡してく
ださい。

 エンジンを始動できたときも、すみ
やかにメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場でバッテリーの点検を行
なってください。

!急速充電器によりエンジン始動を
行なわないでください。

!エンジンが暖まっているときは、
他車のバッテリーを電源として始動
しないでください。
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�  救援車のバッテリーの⊕端子に赤色
ブースターケーブルの反対側を接続
します。

�  救援車のエンジンを始動し、アイド
リング状態にします。

�  救援車のバッテリーの⊖端子に黒色
ブースターケーブルを接続します。

�   自車のバッテリーの⊖端子3に黒
色ブースターケーブルの反対側を接
続します。

!電気回路を守るため、エンジンを
始動したら、ただちにリアデフォッ
ガーなどの電気装備を作動させてく
ださい。ただし、ランプは点灯させ
ないでください。

�   自車のエンジンを始動します。

�   両車の⊖端子を接続しているケーブ
ル、次に両車の⊕端子を接続してい
るケーブルを取り外します。

  いずれのケーブルを取り外すとき
も、自車の端子から先に取り外し
ます。

�   必要のない電気装備を停止します。

�   メルセデス・ベンツ指定サービス工
場でバッテリーの点検を受けてくだ
さい。

 けん引

  けん引時の注意

G 事故のおそれがあります
•  エンジンがかかっていないときは
ブレーキやステアリングの操作に
非常に大きな力が必要になります。

•  けん引されるときは、エンジンス
イッチからキーを抜かないでくだ
さい。

•  ステアリングロックを解除でき
ないときは、けん引を行なわない
でください。

!けん引はできるだけ避けてくだ
さい。自走できないときは、専門業
者に依頼して車両運搬車で移送して
ください。

!けん引されるときは、ゆっくり発
進し、車両に過大な力をかけないで
ください。車を損傷するおそれがあ
ります。

!けん引されるときは、けん引防止
警報機能を解除してください（�55
ページ）。

!けん引されるときは、車速感応
ドアロックを解除してください
（�126ページ）。車輪が回転すると
車が自動的に施錠され、車外に閉め
出されるおそれがあります。

!一般道では 30km/h以下の速度
で、距離は 50km以内に限り、けん
引走行することができます。距離
が 50kmを超えるときは、車両運
搬車で移送してください。トランス
ミッションを損傷するおそれがあり
ます。
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!エンジンが停止した状態でけん引
走行するときでも、エンジンスイッ
チからキーを抜かないでください。
ステアリングロックが作動し、ステ
アリング操作ができなくなります。

!エンジンがかかっていないときは
ブレーキやステアリングの操作に非
常に大きな力が必要になります。

!車両運搬車に積載して車両を固
定するときは、固定ロープをサスペ
ンションなどのメンバー部分にかけ
ないでください。車体を損傷するお
それがあります。

!けん引ロープを使用してけん引さ
れるときは、以下の点に注意してく
ださい。

 •  ロープは両車ともできるだけ同
じ側につないでください。

 •  ロープの中央に白布（30cm×
30cm以上）を付けて 2台の車
がロープでつながれていること
を周囲に明示してください。

 •  ロープに無理な力や衝撃がかか
らないようにしてください。

 •  けん引フック以外にはロープを
かけないでください。

 •  走行中、ロープをたるませない
ように前車のブレーキランプに
注意しながら車間距離を調整し
てください。

 •  ワイヤーロープやチェーンを使
用しないでください。車を損傷す
るおそれがあります。

  けん引フックの取り付け位置

 フロント

フロントのけん引フック1はバン
パーの向かって右側下部にあります。

 リア

リアのけん引フック2はバンパーの
向かって左側下部にあります。

  けん引する

�  ロープをけん引フックにかけます。

�  車間距離が 5m以内になるように
ロープを結びます。

�  ロープの中央に白い布（30cm×
30cm以上）を付けます。

�  セレクターレバーをA に入れ
ます。
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リアアクスルを損傷しているとき

�  フロントアクスルとトランス
ファーケース間のドライブシャフ
トを取り外し、リアアクスルを持
ち上げ、フロントアクスルにホイー
ルローラーを取り付けます。

  ホイールローラーを取り付けない
と、フロントアクスルの直進性が失
われます。

!ドライブシャフトの取り付けナッ
トは再使用できません。ドライブ
シャフトを取り付けるときは、必ず
新品の取り付けナットを使用してく
ださい。

  車を運搬する

けん引フックは、車両運搬車に車を積
載するときにも使用できます。

�  エンジンスイッチを 2の位置にし
て、ブレーキペダルを踏みながらセ
レクターレバーをAに入れます。

�  トランスファーをニュートラルにし
ます（�105ページ）。

!車両運搬車に積載して車両を固
定するときは、固定ロープをサス
ペンションやメンバー部分にかけ
ないでください。車体を損傷する
おそれがあります。

�  トランスファーをニュートラルに
します（�105ページ）。

iバッテリーがあがっているときや
バッテリーの接続が断たれていると
きは、セレクターレバーをB か
ら動かすことができません。このよ
うなときは、パーキングロックを手
動で解除してください（�240ペー
ジ）。

エンジン /トランスミッション /電
気系統が故障しているとき

�  セレクターレバーをA に入れ
ます。

�  トランスファーをニュートラルにし
ます（�105ページ）。

iトランスファーをニュートラルに
できないときは、前後いずれかの
アクスルを持ち上げてけん引して
ください。このときは、持ち上げ
たアクスルとトランスファーケー
スの間のドライブシャフトを外し、
エンジンスイッチを 1の位置にし
てください。

トランスファーケースが故障している
とき

�  前後のアクスルからドライブシャフ
トを取り外し、フロントアクスルを
持ち上げます。

フロントアクスルを損傷しているとき

�  リアアクスルとトランスファー
ケース間のドライブシャフトを取
り外し、フロントアクスルを持ち
上げます。
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 ヒューズ

  ヒューズ交換についての注意

電気装備に異常が発生するとヒューズ
が切れて電気装備への接続が切断され
ます。これにより電気装備は作動しな
くなります。

G 火災のおそれがあります
規格や容量の異なるヒューズ、改造
や修理をしたヒューズを使用しない
でください。電気回路に負荷がかか
り、火災の原因になります。

ヒューズ切れの原因の点検や修理は
メルセデス・ベンツ指定サービス工
場に作業を依頼してください。

!以下のようなときは、ただちにメ
ルセデス・ベンツ指定サービス工場
で点検を受けてください。

 •  ヒューズを交換してもすぐに切
れるとき

 •  ヒューズに異常はないが、電気
装備が作動しないとき

!ヒューズボックスのカバーを脱
着するときは、内部に水分やほこ
りなどが入らないようにしてくだ
さい。

!ヒューズボックスを開くときに、
先のとがったものを使用しないでく
ださい。カバーやダッシュボードを
損傷するおそれがあります。

!センターコンソール右側後部およ
びグローブボックス下部のヒューズ
ボックスのヒューズの交換はメルセ
デス・ベンツ指定サービス工場で行
なってください。

  ぬかるみからけん引するとき

ぬかるみに埋まって動けなくなったと
きは、以下の点に注意してけん引して
ください。

•  車を急激に引き出したり、斜めに引
き出さないでください。車体を損
傷するおそれがあります。

•  トレーラーをけん引している場合
は、絶対にトレーラーを接続したま
ま車を引き出さないでください。

  この場合はトレーラーを外し、車両
後部のトレーラーカップリングを引
くようにして、できるだけ走行して
きたわだちに沿って後方へ引き出し
てください。

•  駆動輪が柔らかい地面やぬかるみの
中に埋まって動かなくなった車を引
き出すときは、慎重に行なってくだ
さい。積載物があるときは特に注意
してください。
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 グローブボックス下部のヒューズボッ
クス

ヒューズボックスカバーを取り外す

�  ビス 1を外してから、センター
コンソールのカバー 2 を取り外
します。

�  ビス3を外してから、ダッシュボー
ド下部のカバー4を取り外します。

  ヒューズの位置

ヒューズボックスは以下の場所にあり
ます。

•  ランプスイッチ横

•  グローブボックス下部

• センターコンソール右側後部

• バッテリー収納部

  ヒューズボックスを開く

�  停車します。

�  すべての電気装備を停止します。

�  エンジンスイッチを 0の位置にし
て、エンジンスイッチからキーを抜
きます。

 ランプスイッチ横のヒューズボックス

ヒューズボックスカバーを取り外す

�  運転席ドアを開きます。

�  ヒューズボックスカバー1を矢印
の方向に引いて取り外します。

!ヒューズボックスを開くときに、
ドライバーなどを使用しないでくだ
さい。カバーやダッシュボードを損
傷するおそれがあります。
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グローブボックス下部のヒューズボッ
クス5は、交換作業を容易にするた
め、ビス6を外すことにより、少し
だけ動かすことができます。

 センターコンソール右側後部のヒュー
ズボックス

ヒューズボックスカバーを取り外す

�  助手席シートをもっとも前および
もっとも高い位置にします。

�  スクリュー2を水平の位置にします。

�  ヒューズボックスカバー1を取り
外します。

i向かって右側のスクリュー②が外
しづらいときは、助手席シートを少
し後ろへ下げてください。

 バッテリー収納部のヒューズボックス

リアシート足元中央部フロアカバー下
のバッテリー収納部にヒューズボック
スがあります。

バッテリー収納部のヒューズは交換
の必要はありません。

ヒューズ交換が必要な場合は、メルセ
デス・ベンツ指定サービス工場に作業
を依頼してください。

  ヒューズを交換する

� 停車します。

� すべての電気装備を停止します。

�  エンジンスイッチを 0の位置にし
て、エンジンスイッチからキーを抜
きます。

�  ヒューズ一覧を参考に、作動しない
電気装備に該当するヒューズを確認
します。

�  該当ヒューズを取り外します。

�  ヒューズを点検し、ヒューズが切れ
ている（溶断）ときは、同じ電流値
（色）のヒューズと交換します。
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  ヒューズ一覧

ヒューズボックス 1
(センターコンソール右側後部 )

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

1 30A オプション

2 30A オプション

3 7.5A COMANDシステム

4 20A 燃料ポンプコントロールユ
ニット（G 55 AMG long）

5 － 未使用

6 7.5A 燃料ポンプ内タンク（G 55 
AMG long）

7 － 未使用

8 7.5A 盗難防止警報システム

9 25A

盗難防止警報システム、ルー
ムランプ、バニティミラー照
明、自動防眩ミラー、レイン
センサー、スライディング
ルーフ

10 20A リアデフォッガー

11 15A COMANDシステム

12 7.5A 電源供給ユニット（G 55 
AMG long）

13 5A 電動ランバーサポート

14 15A リアウインドウウォッシャー

15
7.5A
または

10A

燃料給油フラップロック、タ
ンクキャップリリース

16 5A Bluetooth®

17 20A オプション

18 20A オプション

19 20A オプション

20
7.5A
または

10A

リアドアセントラルロッキ
ング

ヒューズボックス 2
(ランプスイッチ横 )

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

21 30A
ミラー調整、ドアミラーヒー
ター、フロントパワーウイン
ドウ、ステアリング調整

22 30A
ミラー調整、ドアミラーヒー
ター、フロントパワーウイン
ドウ

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

23 5A ルームランプ

24 － 未使用

25 30A シートヒーター

26 7.5A 乗降用ランプ、イルミネー
テッドステップカバー

27 40A 運転席シート調整、ステアリ
ング調整

28 15A 電源ソケット

29 15A オプション

30 40A エアコンディショナー、ブロ
ワーモーター

31 20A スターター、ステアリング
ロック

32 30A リアパワーウインドウ

33 30A リアパワーウインドウ

34 15A オプション

35 － 未使用

36 30A 燃 料 ポ ン プ（G 55 AMG 
long）

37 15A ディファレンシャルロック

38 40A 助手席シート調整

39 40A トランスファーケース

40 25A ESP

41 7.5A

エアコンディショナー、ブロ
ワーモーター、ドアロックス
イッチ、非常点滅灯、リアデ
フォッガー

42 7.5A エアバッグ警告灯、メーター
パネル、

A
7.5A
または

10A

ブレーキランプ、ESP、回転
センサー

B 10A
循 環 ポ ン プ（G 55 AMG 
long）、エンジンオイル冷却
装置（G 55 AMG long）

C 5A ヘッドランプ

D 5A オプション

E 30A COMANDシステム

F 20A リアシートヒーター

G 5A メディアインターフェース

H 7.5A オプション
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ヒューズボックス 3
(グローブボックス下部 )

ヒューズ
番号

アンペア
数 装置名

43A 15A ホーン

43B － 未使用

44 － 未使用

45 7.5A エアバッグコントロールユ
ニット、エアバッグ警告灯

46 20A ワイパー

47 15A ライター、グローブボックス
ランプ

48 15A イグニッションコイル

49 7.5A エアバッグコントロールユ
ニット、エアバッグ警告灯

50 5A リアシートヒーター

51 7.5A メーターパネル

52 15A スターター

53 15A エンジンエレクトロニクス

54 15A エンジンエレクトロニクス

55 7.5A トランスミッションエレクト
ロニクス

56 5A ディファレンシャルロック

57 5A スターター

58 40A オプション

59 50A ESP

60 40A オプション

61 15A 電源ソケット

62 5A 診断ソケット、ヘッドランプ

63 5A ヘッドランプ、ディファレン
シャルロック

64 10A オプション

65 40A セカンダリーエアインジェク
ション

（A463 545 14 00 2009-02-09）

iヒューズ配置表は、ヒューズボッ
クス 2の中にあります。

i仕様・装備などの違いにより、装
備されているヒューズが異なること
があります。
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純正部品 /純正アクセサリー

 純正部品 / 純正アクセサリー

Daimler AGでは、点検や整備に必要
な純正部品を豊富に用意しています。

純正部品は厳格な基準により品質管
理されています。点検や整備、修理
のときは、必ず純正部品を使用して
ください。

アクセサリーについても、Daimler 
AGまたはメルセデス・ベンツ日本株
式会社が指定する製品だけを使用して
ください。

G けがのおそれがあります
どんな場合でも、ブレーキ関連部品
などの重要保安部品や走行系統に使
用する部品には、純正部品以外のも
のを使用しないでください。事故や
故障の原因になります。

!車の電子制御部品やソフトウェア
を改造しないでください。事故や故
障の原因になります。また、関連す
る他の装備にも悪影響を与えるおそ
れがあります。

!車載無線機など電装アクセサリー
を装着するときは、メルセデス・ベ
ンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。装着方法などが適切でない
と、車の電子制御部品に悪影響を与
えるおそれがあります。また、電気
配線を間違えると、火災や故障の原
因になります。

!ウインドウに透明な吸盤を貼付し
ないでください。透明な吸盤がレン
ズとして作用して、火災が発生する
おそれがあります。

!以下の場所の周辺には、エアバッ
グやシートベルトテンショナーの本
体、乗員保護装置のコントロールユ
ニットやセンサー類が取り付けられ
ています。これらの部位にオーディ
オなどを追加装備したり、修理や鈑
金作業などを行なうと、乗員保護装
置の作動に悪影響を与えるおそれが
あります。

 ・  エアバッグ収納部

 ・  シートベルト

 ・  インストルメントパネル

 ・  センターコンソール

 ・  ドア

 ・  シート

 ・  ピラー付近

 ・  サイドシル付近

  詳しくはメルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。

i純正部品以外の部品を使用したと
きは、該当箇所だけでなく関連箇所
に不具合が生じても、保証を適用で
きないことがあります。

H 環　境

Daimler AGでは、資源の有効利用を
促進するため、リサイクル部品を積
極的に導入しています。
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ビークルプレート

 ビークルプレート

純正部品を注文するときに車台番号や
エンジン番号などが必要になることが
あります。車台番号やエンジン番号な
どは図の箇所に記されています。

  ニューカープレート

車の車台番号やカラーコードを記載し
たニューカープレート①は、運転席側
のセンターピラー下部に貼付されてい
ます。

  車台番号

車台番号①は、右側フロントホイール
ハウス内のフレームに打刻されてい
ます。

  オプションコードプレート

オプションコードを示すプレート①
は、助手席側のセンターピラー下部に
貼付されています。

  エンジン番号

エンジン番号は、エンジンのクランク
ケースに打刻してあります。

詳しくはメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。
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オイル・液類 / バッテリー

  燃料

G 爆発のおそれがあります
 燃料は可燃性の高い物質です。燃料を
取り扱うときは、火を近付けたり、近
くで喫煙をしないでください。

燃料を給油する前に、エンジンを停止
してください。

G 健康を害するおそれがあります
燃料が皮膚や衣類に触れないように注
意してください。

燃料が皮膚に直接触れたり、気化した
燃料を吸い込むと、健康に悪影響を与
えます。

 燃料タンク容量

燃料タンク容量 約 96ℓ

警告灯点灯時の
残量

約 13ℓ

!軽油を給油しないでください。ま
た、軽油を混ぜたガソリンを給油し
ないでください。少量でも軽油を給
油すると、燃料噴射システムを損傷
するおそれがあります。誤って軽油
を給油して故障が発生したときは、
保証の対象外になります。

!指定以外の燃料（高濃度アルコー
ル含有燃料など）を使用すると、燃
料系部品の腐食や損傷などによりエ
ンジンを損傷したり、火災が発生す
るおそれがあります。指定以外の
燃料を使用して故障が発生したとき
は、保証の対象外になります。

 オイル・液類 / バッテリー

  オイル・液類に関する注意

オイル・液類には以下のものが含まれ
ます。

•  燃料

•  冷却水

•  ブレーキ液

•  油脂類（エンジンオイル、オートマ
チックトランスミッションオイル、
パワーステアリングオイルなど）

•  ウォッシャー液

点検や整備、修理のときは、必ず
Daimler AGまたはメルセデス・ベン
ツ日本株式会社の指定品のみを使用し
てください。

詳しくは、メルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場におたずねください。

i指定品以外のオイル・液類を使用
したときは、該当箇所だけでなく関
連箇所に不具合が生じても、保証を
適用できないことがあります。

G けがのおそれがあります
オイル・液類は子供の手の届かない
場所に保管してください。また、火
気の近くには保管しないでください。

オイル・液類が目や粘膜、傷に触れ
ないようにしてください。万一目に
入ったり皮膚に付着したときは、す
ぐに清潔な水で十分に洗い流し、医
師の診断を受けてください。

H 環　境

オイル・液類は、環境に配慮して廃
棄してください。
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オイル・液類 / バッテリー

 燃料消費について

以下のような状況では、燃料をより消
費します。

•  気温が非常に低いとき

•  市街地を走行するとき

•  短い距離を走行するとき

•  山道や坂道を走行しているとき

!燃料に添加剤を使用しないでくだ
さい。エンジン内部の摩耗が進んだ
り、エンジンを損傷するおそれがあ
ります。添加剤を使用して故障が発
生したときは、保証の対象外になり
ます。

H 環　境

CO2（二酸化炭素）の排出は、地球温
暖化の大きな原因となります。

緩やかな運転を心がけ、定期的に点検・
整備を行なうことにより、CO2排出量
を最小限に抑えることができます。

  エンジンオイル

!エンジンオイルに添加剤を使用し
ないでください。エンジン内部の摩
耗が進んだり、エンジンを損傷する
おそれがあります。添加剤を使用し
て故障が発生したときは、保証の対
象外になります。

!エンジンオイルは、使用している
間に汚れたり劣化するだけでなく、
消費され減少します。定期的に点検
し、必要であれば必ず補給もしくは
交換してください。

 エンジンオイル容量

車種 容量

G 550 long 約 9.0ℓ

G 55 AMG long 約 8.5ℓ

i容量はオイルフィルター分を含む
交換時の数値です。

 使用するエンジンオイル

指定のエンジンオイルを使用してくだ
さい。詳しくはメルセデス・ベンツ指
定サービス工場におたずねください。

グレードと粘度は、下図を参考にして、
使用する場所の外気温度に合わせて選
択してください。

  オートマチックトランスミッション
オイル

オートマチックトランスミッションオ
イルの交換については、別冊「整備手
帳」を参照してください。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルは専用品のみを使用してく
ださい。
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オイル・液類 / バッテリー

! 不凍液の濃度は約 50% から約
55%の間にしてください。濃度を
約 55%以上にすると、冷却性能が
低下します。

  ブレーキ液

定期的にメルセデス・ベンツ指定サー
ビス工場で交換をしてください。詳し
くはメルセデス・ベンツ指定サービス
工場におたずねください。

指定品目 純正ブレーキ液

規格 DOT 4プラス規格

G 事故のおそれがあります
ブレーキ液を補給するときは、ゴミ
や水分がリザーブタンクの中に入ら
ないようにしてください。たとえ小
さなゴミでも、ブレーキが効かなく
なるおそれがあります。

ブレーキ液は使用している間に大気
中の湿気を吸収して劣化します。劣
化した状態で使用すると、過酷な条
件下ではベーパーロックが発生する
おそれがあります。

ベーパーロックとは、長い下り坂や
急な下り坂などでブレーキペダルを
踏み続けると、ブレーキ液が沸騰し
て気泡が発生し、ブレーキペダルを
踏んでも圧力が伝わらず、ブレーキ
が効かなくなる現象のことです。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルに添加剤を使用しないでく
ださい。トランスミッション内部の
摩耗が進んだり、トランスミッショ
ンを損傷するおそれがあります。添
加剤を使用して故障が発生したとき
は、保証の対象外になります。

!オートマチックトランスミッショ
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ
ンスミッションの作動に異常を感じ
たときは、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場で点検を受けてくだ
さい。

  冷却水

冷却水は時間の経過とともに劣化しま
すので、整備手帳に従い定期的に交換
してください。詳しくはメルセデス・
ベンツ指定サービス工場におたずねく
ださい。

G 火災のおそれがあります
冷却水をエンジンルームにこぼさな
いでください。発火するおそれがあ
ります。

  不凍液の濃度

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて
使用します。

車を使用する地域の最低気温によって
濃度を変えます。

不凍液混合率 凍結温度

約 50% － 37℃

約 55% － 45℃
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積載荷物の制限重量

  ウォッシャー液

G けがのおそれがあります
ウォッシャー液は可燃性の高い液体
です。ウォッシャー液を取り扱うと
きは、火気を近付けたり、近くで喫
煙しないでください。

!ウォッシャー液は、リザーブタン
クに補給する前に別の容器で適正な
混合比に混ぜてください。

iウォッシャー液には夏用と冬用が
あります。夏用には油膜を防ぐ効果
があり、冬用には凍結温度を下げる
効果があります。

 ウインドウウォッシャー液とヘッド
ランプウォッシャー液のリザーブタ
ンクは兼用です。

  バッテリー

 車載バッテリーの電圧 / 容量

電圧 12V

容量 90Ah / 95Ah / 100Ah

※  車種や仕様により、上記のいずれ
かの容量のバッテリーが装備され
ます。

 積載荷物の制限重量

車種 ルーフ

全車 200kg

iルーフの制限重量には、ルーフ
ラックやアタッチメントの重量も含
まれます。
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タイヤとホイール

 タイヤとホイール

!タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してくださ
い。詳しくはメルセデス・ベンツ指定サービス工場におたずねください。

 ABSや ESPなどの装備は、純正品および承認された製品を使用することで
効果が発揮されます。

 純正品および承認された製品以外のタイヤやホイールを装着した場合は、安
全性の保証はできません。

!純正品および承認された製品以外のタイヤやホイールを装着した場合は、
操縦性や騒音、燃料消費などに影響を与えるおそれがあります。また、指定
されたサイズ以外のタイヤやホイールを装着すると、フェンダーの内側やサ
スペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷するおそれがあります。

i燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルが貼付
してあります（�183ページ）。

iタイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス・ベンツ指定サービス工
場におたずねください。

  標準タイヤ

車種 タイヤサイズ ホイールサイズ オフセット

G 550 long 265 / 60R18 軽合金 7.5J× 18 63mm

G 55 AMG long 275 / 55R19 軽合金 9.5J× 19 50mm

!G 55 AMG longは、標準タイヤにスノーチェーンを装着しないでください。

iG 550 longの標準タイヤおよびスペアタイヤには、ブリヂストン製または
ヨコハマ製の指定タイヤを使用することをお勧めします。

  詳しくはメルセデス・ベンツ指定サービス工場におたずねください。

iウィンタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス・ベンツ指定
サービス工場におたずねください。
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タイヤとホイール

  スペアタイヤ

車種 タイヤサイズ ホイール オフセット

G 550 long 265 / 60R18 軽合金 7.5J× 18 63mm

G 55 AMG long 265 / 60R18 軽合金 7.5J× 18 43mm

G けがのおそれがあります
•  G 55 AMG longはスペアタイヤに交換したときは、必ず 80km/h以下で走行
してください。短い時間の使用にとどめ、できるだけ早く標準タイヤに戻して
ください。

•  G 55 AMG longはスペアタイヤと標準タイヤのサイズが異なるため、スペア
タイヤを装着した場合、走行特性が大きく変化します。注意して走行してくだ
さい。

iG 55 AMG longのスペアタイヤには、ヨコハマ製の指定タイヤを使用する
ことをお勧めします。

  詳しくはメルセデス・ベンツ指定サービス工場におたずねください。



"ESP®"は Daimler AGの登録商標です。

※この取扱説明書の内容は、2010年 5月現在のものです。

対象モデル
G 550 long
G 55 AMG long



環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。

総輸入元

メルセデス・ベンツ日本株式会社
〒106-8506 東京都港区六本木一丁目9番9号 六本木ファーストビル

6515 4105 20 ÄJ2009/1a, 05/10
MBJCSD 30840-051000200 P
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